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は
じ
め
に

　
『
伊
勢
物
語
』
は
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
の
半
ば
に
か
け
て
数
度
の
増
補
を

経
て
作
ら
れ
た
物
語
で
あ
り
、
そ
れ
を
絵
に
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
平
安
中
期
頃

に
は
あ
っ
た
こ
と
が
『
源
氏
物
語
』
の
記
述
な
ど
よ
り
窺
え
る
。
そ
の
後
『
伊
勢

物
語
』
は
絵
巻
や
画
帖
、
屏
風
と
い
っ
た
様
々
な
形
で
描
か
れ
て
き
た
。
伊
勢
物

語
絵
の
研
究
は
美
術
史
お
よ
び
国
文
学
な
ど
の
研
究
者
に
よ
っ
て
様
々
に
な
さ
れ

て
き
て
い
る
。
近
年
で
は
、
総
合
的
に
作
品
を
紹
介
す
る
本
の
出
版
が
相
次
い
で

い
る
。
二
〇
〇
七
年
に
は
『
伊
勢
物
語
絵
本
絵
巻
大
成
』１

が
、
二
〇
一
三
年
に

は
『
宗
達
伊
勢
物
語
図
色
紙
』２

が
、
二
〇
一
九
年
に
は
、『
住
吉
如
慶
筆
伊
勢

物
語
絵
巻
』３

が
出
版
さ
れ
た
。
鉄
心
斎
文
庫
は
『
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
伊
勢
物
語

図
録
』
を
一
九
九
一
年
よ
り
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
第
一
集４

か
ら
第
二
十
集
ま

で
出
版
し
た
。
ま
た
新
出
本
に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
〇
年
に
鉄
心
斎
文
庫
蔵
「
伊

勢
物
語
画
帖
」５

が
、
二
〇
一
八
年
に
香
雪
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
色
紙
」６

が
紹
介
さ
れ
た
。
伊
勢
物
語
絵
研
究
は
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」（
図
１
）
を

取
り
上
げ
る
。
本
屏
風
は
、
二
〇
一
五
年
に
バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
寄
贈
さ

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て

　
　
　

― 

二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画 

―

安
　
達
　
敬
　
子

亀　

井　

若　

菜
一

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



れ
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
小
型
の
六
曲
一
双
の
屏
風
で
あ
り

（
法
量
は
各
隻
縦
九
三.

二
、
横
二
六
二.

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、『
伊
勢
物
語
』
か

ら
十
二
章
段
十
七
場
面
が
選
ば
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
十
七
場
面
の
章
段
は

図
２
の
通
り
で
あ
る
。
画
面
上
に
は
、
各
場
面
で
詠
ま
れ
た
和
歌
の
文
字
も
散
ら

し
書
き
さ
れ
て
い
る
。
本
屏
風
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
敏
子
氏
が
伊
勢
物
語
絵
を
集

め
て
解
説
し
た
『
伊
勢
物
語
絵
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
の
中
で
、
十
七

世
紀
の
作
品
と
し
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
本
屏
風
に
関
す
る
詳
細

な
研
究
論
文
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
本
屏
風
に
つ
い
て
制
作
年
や
制
作
事
情
を
記

す
文
字
資
料
は
な
く
、
制
作
の
時
期
や
絵
師
、
注
文
主
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
屏
風
に
描
か
れ
た
十
七
場
面
の
う
ち
十
二
場
面
に
女
性
が
登

場
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
場
面
が
、『
伊
勢
物
語
』
の
「
古
注
」
と
呼
ば
れ
る
注

釈
書
の
系
統
に
お
い
て
二
に
じ
ょ
う
の
き
さ
き

条
后
と
有
あ
り
つ
ね
の
む
す
め

常
女
の
二
人
に
比
定
さ
れ
る
女
性
が
登
場

す
る
段
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
屏
風
の
特
質
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。

 　
　
　

第
一
章　

本
屏
風
の
概
要

 　
　

第
一
節　

絵
の
様
式
と
図
様
の
系
統

　

ま
ず
は
本
図
の
絵
の
様
式
や
、
伊
勢
物
語
絵
と
し
て
の
図
柄
の
系
統
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

本
屏
風
の
絵
は
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
人
物
の
姿
を

見
る
な
ら
ば
、
身
長
に
比
し
て
頭
が
小
さ
い
た
め
背
が
高
く
見
え
（
図
３
）、
顔

は
面
長
で
、
額
は
広
く
、
女
性
の
場
合
は
そ
こ
に
前
髪
の
お
く
れ
毛
が
二
〜
三
本

斜
め
に
引
か
れ
、
額
の
中
央
に
は
眉
尻
の
下
が
っ
た
眉
を
か
な
り
太
く
ぼ
や
か
し

て
描
い
て
い
る（
図
４
）。男
性
の
眉
は
短
め
で
眉
尻
は
下
が
っ
て
い
な
い（
図
５
）。

目
は
一
本
の
線
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
う
す
墨
の
線
の
上
に
濃
い
線
を
引
い
た

り
、
太
さ
や
角
度
を
微
妙
に
変
え
て
、
豊
か
な
表
情
を
作
り
出
し
て
い
る
。
屋
外

の
情
景
に
目
を
向
け
る
と
、
松
の
幹
は
ほ
っ
そ
り
と
長
く
伸
び
て
緑
の
葉
を
つ
け

（
図
６
）、
岩
は
小
さ
な
丸
い
突
起
を
重
ね
る
よ
う
に
形
を
描
き
、
群
青
と
緑
青
の

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
色
を
塗
り
、
金
泥
も
交
え
点
苔
を
施
す
（
図
７
）。
本
屏
風

に
は
以
上
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
が
、
そ
の
類
例
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
例
え
ば
、
土
佐
光
茂
や
光
吉
、
住
吉
如
慶
の
女
性
の
顔
も
（
図
８
〜
10
）、

狩
野
派
の
元
信
、
永
徳
、
光
信
ら
の
伝
承
の
あ
る
作
品
の
女
性
の
顔
も
（
図
11
〜

13
）、
上
述
し
た
よ
う
な
本
屏
風
の
顔
の
表
現
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
伊
勢
物
語
絵
と
し
て
の
図
様
の
系
統
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
伊
勢
物

語
絵
の
図
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
先
行
研
究
を
参
照
し
図
様
の
系
統
を
概

観
す
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
言
え
よ
う７

。
伊
勢
物
語
絵
の
一
つ
の
系
統
を
示
す

も
の
に
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
図
書
館
蔵
「
伊
勢
物
語
絵
本
」
が
あ
る
こ
と
、

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
本
と
型
を
共
有
す
る
も
の
に
、
鉄
心
斎
文
庫
蔵
「
伊

勢
物
語
画
帖
」、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
画
帖
」、
斎
宮
歴
史
博
物

館
蔵
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」
が
あ
る
こ
と
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
色

紙
貼
付
屏
風
」
と
嵯
峨
本
「
伊
勢
物
語
」
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
大
き
く
見
れ

ば
そ
れ
ら
と
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
本８

は
親
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
、
小

野
家
蔵
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」
や
大
英
図
書
館
蔵
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」
は
、
チ
ェ

ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
本
の
系
統
と
は
別
の
流
れ
に
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

本
屏
風
に
は
そ
の
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
本
系
の
図
柄
に
類
似
す
る
場
面
が

二
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多
く
あ
る
。

　

た
と
え
ば
「
前
栽
の
菊
」
に
つ

い
て
見
る
と
、小
野
家
本
（
図
14
）、

サ
ン
ト
リ
ー
本
（
図
15
）、
嵯
峨

本
（
図
16
）
で
は
、
男
が
庭
に
植

え
た
菊
に
近
寄
る
と
こ
ろ
が
描
か

れ
る
が
、
本
屏
風
（
図
17
）
と
Ｃ

Ｂ
本
（
図
18
）
で
は
、
室
内
の
男

女
が
庭
の
菊
を
眺
め
る
と
こ
ろ
が

描
か
れ
る
。
ま
た
、「
緑
衫
の
袍
」

で
は
、
建
物
の
縁
先
に
泣
く
女
を
、

外
に
洗
い
張
り
の
布
を
配
す
る
小

野
家
本
（
図
19
）、
サ
ン
ト
リ
ー
本

（
図
20
）、嵯
峨
本（
図
21
）に
対
し
、

本
屏
風
（
図
22
）
や
Ｃ
Ｂ
本
（
図

23
）
で
は
、
建
物
に
女
性
二
人
を

配
し
、
縁
の
と
こ
ろ
に
破
れ
た
白

い
布
を
描
い
て
い
る
。
一
方
「
年

に
稀
な
る
人
」
の
図
は
、
小
野
家

本
や
サ
ン
ト
リ
ー
本
、
嵯
峨
本
に
は
な
い
が
、
本
屏
風
や
Ｃ
Ｂ
本
系
統
の
絵
で
は
、

室
内
に
男
女
を
配
す
る
類
似
し
た
図
柄
で
描
か
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｂ
本
の
系
統
に
本

屏
風
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

第
二
節　

各
場
面
の
季
節
・
景
物

　

次
に
、
本
屏
風
の
各
場
面
が
四
季
の
順
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

　

伊
藤
敏
子
氏
は
、
本
屏
風
に
描
か
れ
た
十
四
章
段
十
七
場
面
に
つ
い
て
、
梅
花
・

桜
・
杜
若
・
菊
な
ど
が
描
か
れ
た
場
面
を
あ
げ
、
こ
の
屏
風
を
四
季
屏
風
の
性
格

を
持
つ
も
の
と
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
各
場
面
が
と
ら
れ
た
段
を
検
討
す
る
と
、『
伊

勢
物
語
』
本
文
に
日
付
が
明
記
さ
れ
る
章
段
、
本
文
中
に
桜
・
藤
・
杜
若
な
ど
の

植
物
名
が
で
て
く
る
章
段
な
ど
、
場
面
の
季
節
が
い
つ
で
あ
る
か
明
ら
か
で
あ

る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
な
か
に
は
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
か
ら
は
全
く
そ
の

季
節
が
推
測
で
き
な
い
章
段
も
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
そ
う
し

た
章
段
に
基
づ
い
た
場
面
が
四
季
屏
風
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の

か
、
文
学
の
立
場
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
。

　

描
か
れ
た
十
七
場
面
（
図
２
参
照
）
の
う
ち
、
本
文
に
よ
っ
て
季
節
が
明
ら
か

で
あ
る
も
の
は
、
次
の
八
場
面
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、『
伊
勢
物
語
』
本
文
中
に

日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
季
節
が
わ
か
る
の
は
、
以
下
の
三
場
面
で
あ
る
。

　

四
段
「
西
の
対
」
は
、
本
文
中
に
「
正
月
の
十
日
ば
か
り
」
と
あ
る
た
め
春
。

　

九
段
「
冨
士
の
山
」
は
、
本
文
中
に
「
五
月
の
つ
ご
も
り
」
と
あ
る
た
め
夏
。

　

四
十
一
段
「
緑
杉
の
袍
」
は
、
本
文
中
に
「
十
二
月
の
つ
ご
も
り
」
と
あ
る
た
め
冬
。

　

残
り
五
場
面
は
、『
伊
勢
物
語
』
本
文
に
記
さ
れ
た
植
物
に
よ
っ
て
季
節
が
わ

か
る
も
の
で
あ
る
。

　

九
段
「
宇
津
の
山
」
は
、
本
文
中
の
「
つ
た
か
へ
で
は
茂
り
」
に
よ
っ
て
夏
。 

　

十
七
段
「
年
に
稀
な
る
人
」
は
、
本
文
中
の
「
桜
の
盛
り
」
に
よ
っ
て
春
。

チェスター・ビーティー図書館蔵「伊勢物語絵本」

鉄心斎文庫蔵「伊勢物語画帖」

海の見える杜美術館蔵「伊勢物語画帖」

斎宮歴史博物館蔵「伊勢物語絵巻」

メトロポリタン美術館蔵「伊勢物語図屏風」

サントリー美術館蔵「伊勢物語色紙貼付屏風」

嵯峨本「伊勢物語」

小野家蔵「伊勢物語絵巻」

大英図書館蔵「伊勢物語図会」

伊勢物語絵の図様の系統

三

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



　

五
十
一
段
「
前
栽
の
菊
」
は
、
本
文
中
の
「
菊
」
に
よ
っ
て
秋
。

　

九
十
六
段
「
初
紅
葉
」
は
、
本
文
中
の
「
か
へ
で
の
初
紅
葉
」
に
よ
っ
て
秋
。 

　

百
一
段
「
あ
や
し
き
藤
の
花
」
は
、
本
文
中
の
「
藤
の
花
」
に
よ
っ
て
春
。

　

次
に
、『
伊
勢
物
語
』
本
文
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
絵
画
化
さ
れ
た
場
面

の
描
写
か
ら
そ
の
季
節
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
共
通
理
解
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
二
十
三
段
「
筒
井
筒
」
と
「
河
内
越
え
」
の
二
場
面
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
筒
井
筒
」
の
場
面
で
は
、井
筒
の
傍
ら
に
柳
の
大
木
が
描
か
れ
て
い
る
。

柳
は
本
屏
風
に
限
ら
ず
、
室
町
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
伊
勢
物
語

絵
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
描
か
れ
た
景
物
で
あ
る
。
俳
諧
で
「
柳
散
る
」
の
季
は

初
秋
（
七
月
之
詞
『
拾
花
集
』）
で
あ
り
、
葉
が
大
き
く
茂
る
柳
は
夏
と
な
ろ
う
。

し
か
も
、
井
を
「
水
辺
」
と
と
ら
え
れ
ば
、
柳
と
合
わ
せ
て
こ
の
場
面
は
納
涼
の

光
景
と
も
み
な
せ
る
。

　
　

柳　

夏　

道
の
べ
に
清
水
流
る
る
柳
か
げ
し
ば
し
と
て
こ
そ
立
ち
と
ま
り
つ
れ

　
　
　
　

柳
の
付
合
ニ
ハ
納
涼 

寛
文
五
年
『
竹
馬
集
』

　

も
う
一
つ
の
「
河
内
越
え
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
伊
勢
物
語
絵
の
作
例

に
前
栽
の
秋
草
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
屏
風
で
も
、
風
に
な
び
く
薄
や
秋
草
の
花

が
描
か
れ
る
こ
と
で
秋
の
季
と
な
る
。

　

そ
し
て
、『
伊
勢
物
語
』
本
文
や
屏
風
の
画
面
に
季
節
を
明
示
す
る
景
物
は
な

い
も
の
の
、
中
世
・
近
世
初
期
の
連
歌
俳
諧
の
知
識
を
背
景
に
す
る
と
き
、
以
下

の
場
面
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
を
定
位
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

三
段
「
ひ
じ
き
藻
」
の
ひ
じ
き
は
、
俳
諧
辞
書
で
は
正
月
の
も
の
と
さ
れ
る
。 

　
　

正
月　

ひ
し
き 

正
保
二
年
『
毛
吹
草
』９  

「
ひ
し
き
」
は
基
本
的
に
は
歌
語
で
は
な
い
。
歌
語
と
し
て
の
用
例
は
、『
伊
勢
物

語
』
三
段
の
歌｢

思
ひ
あ
ら
ば
葎
の
宿
に
寝
も
し
な
む
ひ
じ
き
も
の
に
は
袖
を
し

つ
つ
も｣

と
、
そ
の
本
歌
取
り
に
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
も
「
ひ
し
き
」
は

連
歌
に
は
な
く
俳
諧
辞
書
に
の
み
見
ら
れ
る
語
彙
で
あ
る
。
俳
諧
に
よ
っ
て
そ
れ

が
春
の
詞
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、当
該
場
面
の
季
節
は
理
解
で
き
な
い
。

　

初
段
「
春
日
の
里
」
の
本
文
に
あ
る
「
若
紫
」
は
、
連
歌
俳
諧
で
は
春
二
月
の

詞
で
あ
る
。

　
　

若
紫　

中
春
二
月 

『
毛
吹
草
』

　
　

わ
か
紫　

春
也　

紫
と
ば
か
り
は
雑
也 

慶
長
三
年
『
無
言
抄
』               

　
　

二
月　

若
紫 

寛
永
十
三
年
『
は
な
ひ
草
』 

　

二
十
七
段
「
盥
の
影
」
も
、
本
文
に
は
季
節
を
示
唆
す
る
記
述
は
一
切
見
ら
れ

な
い
。
男
の
歌
「
水
口
に
我
や
見
ゆ
ら
む
蛙
さ
へ
水
の
下
に
て
諸
声
に
な
く
」
に

出
て
来
る
苗
代
の
蛙
に
よ
っ
て
の
み
、
春
、
三
月
の
季
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

　
　

春
の
田
ト
ア
ラ
バ
、
な
は
し
ろ
水　

水
口
ま
つ
る　

か
は
つ

 

文
明
八
年
以
前
『
連
珠
合
璧
集
』 

　
　

三
月
の
詞　

苗
代　

付
合
ニ
ハ
蛙

　
　
　
　
　
　
　

谷
水
を
せ
く
水
口
に
ゐ
く
し
立
苗
代
を
だ
は
た
ね
ま
き
に
け
り

 

『
竹
馬
集
』 

　
　

三
月　

蛙　

蛙
の
も
ろ
ご
ゑ 

寛
文
七
年
『
類
船
集
』

　
　

春
部　

蛙　

水
口
に
虵へ
び

や
み
ゆ
ら
ん
な
く
蛙 

慶
安
二
年
『
崑
山
集
』  

「
水
口
の
蛙
」
と
い
っ
た
景
物
に
注
目
し
た
の
は
、
伝
統
的
な
和
歌
よ
り
も
連
歌

誹
諧
の
世
界
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
『
伊
勢
物
語
』
二
十
七
段
を
典
拠
と
す
る
作

句
例
が
上
記
『
崑
山
集
』
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
左
隻
第
三
扇
下
段
に
は
萱
草
の
花
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
百
段

四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



の
歌
「
忘
れ
草
生
ふ
る
野
辺
と
は
見
る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り
の
ち
も
た
の
ま

む
」
が
書
か
れ
て
い
る
。「
忘
れ
草
」
が
何
の
草
を
指
す
の
か
、
古
来
歌
学
の
世

界
で
問
題
に
さ
れ
て
き
た
が１０

、
連
歌
俳
諧
で
は
夏
に
開
花
す
る
萱
草
と
同
じ
も

の
と
認
識
さ
れ
、
そ
の
季
は
夏
で
あ
っ
た
。

　
　

萱
草　

ワ
ス
レ
グ
サ 

慶
長
二
年
『
易
林
本
節
用
集
』

　
　

忘
草　

花
を
結
て
は
夏
也　

花
の
咲
わ
す
れ
草
也　

萱
草
の
事
な
り

 

慶
安
四
年
『
俳
諧
御
傘
』  

　
　

萱
草
の
花　

中
夏
五
月 

天
文
頃
か
『
藻
塩
草
』

　

さ
ら
に
、
本
屏
風
の
九
段
「
八
橋
」
に
は
杜
若
の
花
が
描
か
れ
る
。
こ
の
場
面

は
、「
富
士
の
山
」
の
左
に
あ
り
、
夏
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
描
か

れ
た
杜
若
の
花
は
、
和
歌
で
は
春
の
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
夏
の
景
物
と
し
た
の

は
や
は
り
連
歌
俳
諧
で
あ
っ
た
。

　
　

杜
若　

初
夏
四
月 
『
毛
吹
草
』

　
　

歌
の
題
に
は
春
の
物
な
れ
ど
も
連
歌
と
誹
諧
に
は
夏
に
な
る
な
り

 

慶
長
二
年
『
無
言
抄
』 

　

五
十
三
段
「
逢
ひ
が
た
き
女
」
は
、
後
朝
を
告
げ
る
鶏
鳴
に
よ
せ
て
「
い
か
で

か
は
鳥
の
鳴
く
ら
む
人
し
れ
ず
思
ふ
心
は
ま
だ
夜
ぶ
か
き
に
」
と
、
短
夜
に
つ
か

の
間
の
逢
瀬
を
歎
く
男
の
心
情
を
う
た
い
、対
照
的
に
十
四
段
「
く
だ
か
け
」
は
、

ま
だ
夜
深
い
う
ち
に
帰
っ
て
し
ま
う
男
へ
の
執
着
を
女
が
和
歌
に
詠
む
。
短
夜
は

夏
の
季
語
、
逆
に
夜
明
け
前
に
鶏
が
鳴
く
の
は
秋
の
夜
長
を
思
わ
せ
る
。

　
　

夏
の
短
夜　

初
夏　

四
月 

『
毛
吹
草
』

　
　

く
だ
か
け
ト
ア
ラ
バ
、
伊
勢
物
語
に
あ
り
。
家
に
か
ふ
庭
鳥
也
。

　
　

狐　

夜
ぶ
か
く
な
く　

せ
な
を
や
る
哥 

『
連
珠
合
璧
集
』

　

こ
の
よ
う
に
、
四
季
に
よ
る
各
章
段
の
場
面
の
配
列
を
読
み
取
る
た
め
に
は
、

連
歌
俳
諧
の
季
の
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
。
本
屏
風
に
記
さ
れ
た
和
歌
の
言
葉
や

場
面
の
景
物
を
、
連
歌
・
俳
諧
辞
書
に
あ
る
季
語
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
描
か

れ
た
十
七
場
面
の
ほ
と
ん
ど
が
四
季
・
十
二
ヶ
月
を
表
す
こ
と
に
な
り
、
四
季
屏

風
と
し
て
の
緻
密
な
作
意
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
屏
風
の
成
立

時
期
を
考
え
る
際
の
上
限
の
手
が
か
り
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
本
節
で
の

考
察
を
踏
ま
え
、
本
屏
風
の
季
節
を
場
面
ご
と
に
示
す
と
、
図
24
の
よ
う
に
な
る
。

 　
　
　

第
二
章　

本
屏
風
に
描
か
れ
る
女
性  

─
二
条
后
と
有
常
女
─

　
　

第
一
節　

人
物
と
室
町
期
の
古
注

　

本
屏
風
の
十
七
場
面
を
概
観
す
る
と
、
絵
画
化
の
例
が
少
な
い
章
段
（
十
七
段

「
年
に
稀
な
る
人
」・
五
十
三
段
「
逢
ひ
が
た
き
女
」・
九
十
六
段
「
初
紅
葉
」）
が

あ
る
一
方
、よ
く
絵
画
化
さ
れ
る
有
名
な
章
段（
六
段「
芥
川
」・
十
二
段「
武
蔵
野
」・

六
十
九
段
「
伊
勢
斎
宮
」
な
ど
）
が
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
、
十
七
場
面

の
う
ち
十
二
場
面
に
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
女
性
の
姿
が
な
く
と
も
四
段
「
西

の
対
」
は
女
の
不
在
を
嘆
く
場
面
で
あ
り
、
九
段
「
東
下
り
」
も
章
段
全
体
が
主

人
公
の
京
の
女
へ
の
思
い
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
本
屏
風
の
画
面
は
、
百
一

段
「
あ
や
し
き
藤
の
花
」
を
除
け
ば
全
て
が
女
性
の
関
わ
る
章
段
と
な
っ
て
い
て
、

男
性
だ
け
の
逍
遥
や
遊
宴
場
面
は
描
か
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
で
は
、

こ
う
し
た
女
性
に
関
わ
る
十
六
場
面
が
選
択
さ
れ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、『
伊
勢
物
語
』
の
古
注
釈
に
着
目
し
た
い
。
従

来
の
注
釈
史
研
究
で
は
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
ま
で
の
古
注
の
時
代
に
対
し
て
、
室

五

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



町
中
期
か
ら
は
旧
注
の
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
古
注
と
は
、『
伊

勢
物
語
』
の
各
章
段
を
、
在
原
業
平
を
め
ぐ
る
事
実
を
述
べ
た
も
の
と
捉
え
、
そ

こ
に
一
々
具
体
的
人
名
を
充
て
る
注
釈
で
あ
る
。
そ
の
注
釈
方
法
は
、『
伊
勢
物

語
愚
見
抄
』
以
降
の
旧
注
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
に

は
、
近
世
初
頭
に
い
た
る
ま
で
、
旧
注
に
古
注
を
交
え
な
が
ら
読
ま
れ
て
い
た
の

が
『
伊
勢
物
語
』
受
容
の
実
態
で
あ
っ
た
。
荒
唐
無
稽
と
い
わ
れ
る
古
注
は
後
水

尾
院
の
頃
に
は
廃
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
一
般
的
な
『
伊
勢
物
語
』
読
解
の
水

準
で
は
、
ま
だ
な
お
古
注
の
方
法
が
生
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

此
物
語
に
十
帖
の
抄
あ
り
と
い
へ
と
も
、
古
注
の
義
、
不
用
之
。
そ
の
外
の

種
〳
〵
の
説
あ
れ
と
も
、ひ
と
つ
と
し
て
信
用
せ
さ
る
処
也
。
い
に
し
へ
は
、

指
せ
る
ひ
と
な
ら
ぬ
に
は
、
古
注
を
以
て
読
聞
を
、
又
道
に
執
心
深
き
に
は
、

当
流
の
趣
を
読
し
と
也
。
宗
祇
な
と
の
始
つ
か
た
、
如
此
有
り
け
る
也
。
逍

遥
院
、
三
光
院
の
時
分
よ
り
、
古
説
を
交
て
当
流
の
義
を
も
読
し
と
也
。
其

後
は
一
向
古
説
を
捨
る
也
。

 

明
暦
二
年
『
伊
勢
物
語
後
水
尾
院
御
抄
』（
奈
良
女
子
大
学
蔵
）

室
町
末
期
に
古
注
が
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
後
水
尾
院
の
よ
う
な

高
度
な
読
者
の
話
で
あ
ろ
う
。
近
世
初
期
、
古
典
研
究
の
最
高
水
準
で
は
、
既
に

古
注
は
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、『
伊
勢
物
語
難
儀
注
』

と
『
雀
さ
う
し
』、『
伊
勢
物
語
宗
印
談
』
と
『
伏
見
常
磐
』・
謡
曲
「
高
安
」
な
ど
、

お
伽
草
子
・
芸
能
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
古
注
に
類
す
る
注
釈
に
依
拠
し
た
作
品
も
多

い１１

。
古
注
的
な
も
の
は
、
通
俗
的
な
『
伊
勢
物
語
』
受
容
の
な
か
で
残
存
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
和
二
年
出
版
の
『
好
色
一
代
男
』
に
す
ら
、
ま
だ
古
注

の
影
響
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
主
人
公
世
之
介
の
設
定
に
つ
い
て
、

五
十
四
歳
ま
で
た
は
ぶ
れ
し
女
三
千
七
百
四
十
二
人
、
少
人
の
も
て
あ
そ
び

七
百
二
十
五
人
、
手
日
記
に
し
る
。
井
筒
に
よ
り
て
う
な
ゐ
ご
よ
り
已
来
、

腎
水
を
か
へ
ほ
し
て
、
さ
て
も
命
は
あ
る
物
か
。

世
之
介
が
相
手
に
し
た
女
の
数
は
、
鎌
倉
時
代
の
古
注
に
み
え
る
業
平
の
生
涯
相

手
に
し
た
女
の
数
と
ほ
ぼ
近
い
の
で
あ
っ
た１２

。

　

ま
た
、
巻
一
「
け
し
た
所
が
恋
の
は
じ
ま
り
」
は
、
彼
が
七
歳
で
色
の
道
に
目

覚
め
た
と
す
る
。
こ
の
箇
所
に
、
日
本
古
典
文
学
全
集
本
の
頭
注
は
、
光
源
氏
七

歳
の
読
書
始
め
を
踏
ま
え
る
と
す
る
が
、
以
下
の
『
伊
勢
物
語
』
古
注
の
内
容
も

西
鶴
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

又
、
或
本
に
は
、
長
能
記
云
、
男
女
会
合
の
道
七
歳
契
、
業
平
五
歳
嫁
事
、

五
行
陰
陽
之
徳
を
あ
ら
は
せ
り
と
云
々
。
又
、
家
の
口
伝
に
も
、
業
平
五
歳

始
男
女
嫁
、
知
是
之
表
五
行
之
陰
陽
、
知
非
凡
人
。
さ
れ
ば
、
業
平
五
歳
の

嫁
、
実
也
。 

『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』

　

こ
う
し
た
古
注
の
命
脈
が
続
く
な
か
で
、
室
町
中
後
期
に
は
、
鎌
倉
期
の
古
注

『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
系
統
の
注
釈
に
様
々
な
注
を
増
補
し
た
『
伊
勢
物
語

懐
中
抄
』『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』『
伊
勢
物
語
陽
成
院
伝
』
な
ど
の
一
群
の
注
釈
書

が
作
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
注
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

　

上
記
の
文
芸
の
み
な
ら
ず
伊
勢
物
語
絵
の
図
様
に
お
い
て
も
、
室
町
期
の
冷
泉

家
流
古
注
を
含
む
注
釈
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
四
十
一
段
「
緑
衫
の
袍
」
は
、
主
人
公
が
妻
の
妹
に
そ
の
夫
の
袍
を
贈
る

話
で
あ
る
。
そ
の
衣
は
、『
伊
勢
物
語
』
本
文
に
は
「
ろ
う
さ
う
の
う
へ
の
き
ぬ
」

と
あ
り
、
六
位
の
袍
の
こ
と
と
諸
注
は
説
明
し
て
い
る１３

。
実
際
に
、
中
尾
家
本
、
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サ
ン
ト
リ
ー
本
（
図
20
）、
斎
宮
歴
博
本
な
ど
は
青
も
し
く
は
緑
の
衣
装
を
描
く
。

一
方
、
小
野
家
本
（
図
19
）
や
本
屏
風
（
図
22
）、
Ｃ
Ｂ
本
（
図
23
）、
大
英
図
書

館
本
は
赤
い
衣
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
夫
で
は
な
く
妻
の
方
に
女

の
衣
装
を
贈
っ
た
と
す
る
注
釈
書
が
あ
る
。

　
　

ろ
う
そ
う
の
う
へ
の
き
ぬ
と
は
、
わ
か
き
ね
う
は
う
の
い
し
や
う
な
り

 

『
伊
勢
物
語
歌
之
注
』 

老
僧
の
う
へ
の
衣
の
こ
ろ
も
と
い
ふ
事
、ら
う
そ
う
の
こ
ろ
も
は
く
ろ
き
也
。

然
ら
は
、
女
に
に
あ
は
ず
。
う
へ
の
衣
と
い
ふ
時
は
、
お
ち
栗
い
ろ
の
小
袖

を
た
づ
ね
出
し
て
、
中
将
、
彼
女
の
か
た
へ
つ
か
は
す
。

 

『
伊
勢
物
語
懐
中
抄
』

「
お
ち
栗
い
ろ
の
小
袖
」
が
い
か
な
る
色
か
は
『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　
　

落
ク
リ
ノ
色 

ア
カ
キ
ハ
カ
マ
ノ
コ
キ
也
。
チ
ト
ハ
黒
色
也

 

応
永
二
十
六
年
『
源
氏
物
語
千
鳥
抄
』

前
掲
の
伊
勢
物
語
絵
に
見
え
る
赤
い
衣
は
、
こ
う
し
た
注
釈
を
踏
ま
え
て
描
か
れ

た
の
で
あ
る
。「
ろ
う
さ
う
の
う
へ
の
き
ぬ
」
を
女
の
赤
い
衣
装
と
す
る
注
釈
は
、

室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
注
の
一
部
に
見
出
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。『
伊
勢
物
語
歌

之
注
』
も
『
和
歌
知
顕
集
』
系
の
注
釈
に
冷
泉
家
流
古
注
を
加
え
た
も
の
と
さ
れ

て
い
る１４

。

　

ま
た
、
五
十
一
段
「
前
栽
の
菊
」
は
、
男
が
あ
る
人
の
前
栽
に
菊
を
植
え
る
話

で
あ
る
。『
伊
勢
物
語
』
本
文
に
は
「
人
の
前
栽
」
と
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
人
の
性
別
は
不
明
で
あ
る
。
嵯
峨
本
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
伊
勢
物
語
絵

（
図
14
〜
16
）
に
は
、
菊
を
植
え
る
男
を
描
く
だ
け
で
家
の
主
の
姿
は
な
い
。
し

か
し
、
本
屏
風
（
図
17
）、
Ｃ
Ｂ
本
（
図
18
）、
斎
宮
歴
博
本
は
女
の
姿
を
描
い
て

い
る
。
五
十
一
段
の
「
人
」
に
つ
い
て
、『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
は
遍
照
と
し
、

旧
注
は
特
に
注
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
女
性
と
す
る
の
も
ま
た
、
室
町
期
の
冷
泉

家
流
古
注『
伊
勢
物
語
懐
中
抄
』『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』『
伊
勢
物
語
陽
成
院
伝
』『
伊

勢
物
語
次
第
条
々
』
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
古
注
が
作
ら
れ
た
鎌
倉
期
か
ら
近
世
前
半
ま
で
の
『
伊
勢
物
語
』
注

釈
書
に
お
い
て
、
本
屏
風
で
、
女
性
が
登
場
す
る
十
二
場
面
と
、
女
性
の
存
在
が

暗
示
さ
れ
る
四
段
「
西
の
対
」、
九
段
「
宇
津
の
山
」「
八
橋
」
を
合
わ
せ
た
十
五

場
面
に
関
わ
る
女
性
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
物
名
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
か
を

表
１
に
よ
っ
て
確
認
し
た
い
。

　

表
１
を
見
る
限
り
、
鎌
倉
期
の
『
和
歌
知
顕
集
』
系
統
の
古
注
で
は
、『
冷
泉

家
流
伊
勢
物
語
抄
』
に
比
較
す
る
と
人
名
の
注
記
が
少
な
く
、
ま
た
『
伊
勢
物
語

愚
見
抄
』
以
降
の
室
町
期
の
旧
注
に
は
、
基
本
的
に
誰
と
も
人
名
を
定
め
よ
う
と

し
な
い
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』や
、

と
り
わ
け
室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
注
、
す
な
わ
ち
『
伊
勢
物
語
懐
中
抄
』『
伊
勢

物
語
奥
秘
書
』『
伊
勢
物
語
陽
成
院
伝
』
で
は
、
屏
風
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
章
段

の
女
性
の
ほ
ぼ
全
て
を
、二
条
后
と
有
常
女
（
お
よ
び
有
常
女
妹
）
と
し
て
い
る
。

本
屏
風
に
は
、
室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
注
と
の
関
わ
り
が
強
く
想
定
さ
れ
、
本
屏

風
を
そ
の
注
釈
に
よ
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
二
条
后
と
有
常
女
に
関
わ
る
場
面
に
限

定
し
て
場
面
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
（
図
25
、
表

２
参
照
）。
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表１　メトロポリタン本に描かれた女性に対する諸注釈書の人物比定一覧

本屏風 鎌倉期の古注 室町期の旧注

 

室町期の知顕集系 
（＋冷泉家流）古注 室町期の冷泉家流古注 近世の注

隻 描かれた段 書陵部本 
和歌知顕集

島原本 
和歌知顕集

冷泉家流 
伊勢物語抄

伊勢物語 
愚見抄

伊勢物語 
肖聞抄

伊勢物語 
宗長聞書

伊勢物語 
闕疑抄

伊勢物語 
次第条々

伊勢物語 
歌之注

伊勢物語
懐中抄

伊勢物語
奥秘書

伊勢物語 
陽成院伝

伊勢物語 
拾穂抄 勢語臆断

右隻

1 春日の里 有常女 有常女 有常女
誰にても
ありなむ
かし

誰とも
なし

たゞ誰
にても
侍れ

誰とも
なし 有常女姉妹 有常女 有常女 有常女 有常女 誰ともなし

3 ひじき藻 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后

4 西の対 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后

9 宇津の山 二条后
誰にても
あらんか
し

二条后 二条后 二条后 后
（二条后か） 二条后歟

17 年に稀なる
人 有常女 有常女 有常女 誰とも

なし 有常女 有常女 有常女 有常女 誰ともなし 只或人

27 盥の影 五条后 五条后 二条后 女誰と
もなし 五条后 二条后 二条后 二条后 誰ともなし

53 逢ひがたき
女 伊勢斎宮 二条后、

当純妹 二条后 二条后 二条后 二条后 誰ともなし

左隻

9 八橋 二条后 八橋＝八人
の女 

三河国＝三人、 
八橋＝八人の女

14 くだかけ 男も女も
ぬしなし 二条后 誰とも

なし 染殿后
べつにいか
やうなる女
にてはある
らん

二条后 二条后 誰ともなし

23 筒井筒 
河内越え

古き世の
物語 古き物語 有常女

有常女、
おぼつ
かなし

有常女、
貞女な
るゆえ

有常女、
貞女な
るゆえ

有常女 ふるきこと 有常女 有常女 有常女

41 緑衫の袍 有常女ども 有常女妹 有常女姉妹 紀有常女 有常女妹 有常女妹 誰ともなし 業平妻妹

51 前栽の菊 遍照 誰とも
なし

誰とも
なし 二条后 染殿后 二条后 遍照・二条后 二条后

96 初紅葉 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后

100 忘れ草 染殿后 二条の御
息所

誰とも
なし 染殿后 染殿后 二条后 二条后 二条后 誰ともなし

＊二条后と有常女（および有常女妹）を色分けした。

八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



表１　メトロポリタン本に描かれた女性に対する諸注釈書の人物比定一覧

本屏風 鎌倉期の古注 室町期の旧注

 

室町期の知顕集系 
（＋冷泉家流）古注 室町期の冷泉家流古注 近世の注

隻 描かれた段 書陵部本 
和歌知顕集

島原本 
和歌知顕集

冷泉家流 
伊勢物語抄

伊勢物語 
愚見抄

伊勢物語 
肖聞抄

伊勢物語 
宗長聞書

伊勢物語 
闕疑抄

伊勢物語 
次第条々

伊勢物語 
歌之注

伊勢物語
懐中抄

伊勢物語
奥秘書

伊勢物語 
陽成院伝

伊勢物語 
拾穂抄 勢語臆断

右隻

1 春日の里 有常女 有常女 有常女
誰にても
ありなむ
かし

誰とも
なし

たゞ誰
にても
侍れ

誰とも
なし 有常女姉妹 有常女 有常女 有常女 有常女 誰ともなし

3 ひじき藻 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后

4 西の対 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后

9 宇津の山 二条后
誰にても
あらんか
し

二条后 二条后 二条后 后
（二条后か） 二条后歟

17 年に稀なる
人 有常女 有常女 有常女 誰とも

なし 有常女 有常女 有常女 有常女 誰ともなし 只或人

27 盥の影 五条后 五条后 二条后 女誰と
もなし 五条后 二条后 二条后 二条后 誰ともなし

53 逢ひがたき
女 伊勢斎宮 二条后、

当純妹 二条后 二条后 二条后 二条后 誰ともなし

左隻

9 八橋 二条后 八橋＝八人
の女 

三河国＝三人、 
八橋＝八人の女

14 くだかけ 男も女も
ぬしなし 二条后 誰とも

なし 染殿后
べつにいか
やうなる女
にてはある
らん

二条后 二条后 誰ともなし

23 筒井筒 
河内越え

古き世の
物語 古き物語 有常女

有常女、
おぼつ
かなし

有常女、
貞女な
るゆえ

有常女、
貞女な
るゆえ

有常女 ふるきこと 有常女 有常女 有常女

41 緑衫の袍 有常女ども 有常女妹 有常女姉妹 紀有常女 有常女妹 有常女妹 誰ともなし 業平妻妹

51 前栽の菊 遍照 誰とも
なし

誰とも
なし 二条后 染殿后 二条后 遍照・二条后 二条后

96 初紅葉 二条后 二条后 二条后 二条后 二条后

100 忘れ草 染殿后 二条の御
息所

誰とも
なし 染殿后 染殿后 二条后 二条后 二条后 誰ともなし
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既
述
の
と
お
り
、
本
屏
風
は
一
般
的
な
伊
勢
物
語
絵
と
は
異
な
り
、
必
ず
し
も

有
名
な
場
面
ば
か
り
を
取
り
上
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。そ
れ
は
こ
の
屏
風
が
、

業
平
と
二
人
の
女
（
二
条
后
と
有
常
女
）
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
よ

う
。
何
故
、
こ
の
二
人
に
限
定
し
た
章
段
と
場
面
が
選
ば
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
考

察
す
る
た
め
に
、
第
二
・
三
節
で
は
、
二
条
后
と
有
常
女
に
対
す
る
室
町
か
ら
近

世
に
至
る
ま
で
の
評
価
を
見
て
い
く
。 

 　
　

第
二
節　

中
世
・
近
世
前
期
に
お
け
る
二
条
后
像

　

ま
ず
、
二
条
后
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
二
条
后
（
藤
原
高
子
）
は
、
清
和
天
皇

の
后
に
し
て
陽
成
天
皇
の
母
后
と
い
う
高
貴
な
女
性
で
あ
っ
た
。『
伊
勢
物
語
』

全
一
二
五
章
段
中
、
室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
注
で
二
条
后
に
比
定
さ
れ
る
章
段
は

三
十
七
段
に
の
ぼ
り１５

、二
条
后
は
業
平
の
相
手
と
し
て
最
も
数
多
く
の
章
段
に
登

場
す
る
。
そ
も
そ
も
、『
伊
勢
物
語
』の
中
核
部
分
が
二
条
后
と
の
恋
物
語
と
さ
れ
、

二
条
后
の
存
在
な
く
し
て
は
『
伊
勢
物
語
』
が
成
り
立
た
な
い
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
本
屏
風
の
十
七
場
面
で
も
、彼
女
に
関
わ
る
場
面
は
十
場
面
に
上
り
、

有
常
女
の
五
場
面
と
は
差
が
つ
い
て
い
る
。
冷
泉
家
流
古
注
の
解
釈
で
は
、
二
条

后
と
業
平
の
関
係
は
入
内
以
前
か
ら
始
ま
り
、
入
内
を
経
て
も
な
お
長
期
間
に
亘

っ
て
継
続
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
中
世
文
芸
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
理
解

は
一
般
的
で
あ
っ
た
。

あ
ら
な
つ
か
し
の
、
人
の
名
や
、
う
れ
し
く
も
、
た
つ
ね
た
ま
ふ
も
の
か
な
、

そ
れ
こ
そ
、
ち
う
な
こ
ん
、
な
り
よ
し
き
や
う
の
、
御
む
す
め
、
せ
い
わ
て

ん
わ
う
の
、
御
き
さ
き
、
御
と
し
十
五
な
り
ひ
ら
三
十
二
に
て
、
き
さ
き
た

り
し
よ
り
は
、
は
る
か
さ
き
よ
り
、
し
の
ひ
し
の
ひ
に
、
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
、

あ
る
と
き
は
、
お
に
ひ
と
く
ち
に
、
お
そ
ろ
し
き
め
を
み
、
あ
る
と
き
は
、

も
の
の
ふ
を
う
ら
み
、
す
み
た
川
に
て
は
、
み
や
こ
と
り
に
こ
と
を
と
ひ
、

う
つ
の
山
に
て
は
、
人
に
こ
と
つ
て
を
し
、
そ
こ
は
く
心
を
つ
く
し
し
人
の

御
こ
と
な
り （
傍
線
は
私
に
付
す
。
以
下
同
じ
）

 

室
町
中
期
『
花
鳥
風
月
』（
文
禄
奈
良
絵
本
） 

　

で
は
、
そ
の
業
平
最
愛
の
女
性
で
あ
る
二
条
后
が
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

表２　メトロポリタン本の各章段の場面

屏風の場所 章　段
比定

される
季節

登場する女の
古注による 
人物比定＊

描かれた 
建物の屋根

右隻

第１～２扇・上 4 西の対 春 （二条后） 檜皮葺
第１～２扇・下 1 春日の里 春 有常女 板葺
第３扇・上 27 盥の影 春 二条后 檜皮葺
第３扇・下 17 年に稀なる人 春 有常女 板葺
第４扇・上 9 宇津の山 夏 （二条后） ──
第４～５扇・下 3 ひじき藻 春 二条后 檜皮葺
第５扇・下 53 逢ひがたき女 夏 二条后 檜皮葺
第６扇・上 9 富士の山 夏 ── ──
第６扇・下 101 あやしき藤の花 春 ── 檜皮葺

左隻

第１～２扇・上 9 八橋 夏 （二条后） ──
第１～２扇・下 100 忘れ草 夏 二条后 檜皮葺
第３扇・下 23 筒井筒 夏 有常女 板葺
第３～４扇・上 51 前栽の菊 秋 二条后 板葺
第３～４扇・下 14 くだかけ 秋 二条后 檜皮葺
第５扇・上 96 初紅葉 秋 （二条后） 板葺
第６扇・上 41 緑衫の袍 冬 有常女姉妹 板葺
第５～６扇・下 23 河内越え 秋 有常女 板葺

＊（　）：絵には描かれないが、その章段で想定されている女に対して比定される人物名。
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ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
評
価
は
あ
ま
り
芳
し
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
女
は
、
何
よ
り
も
密
通
の
后
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
。
女
子
教
訓
の
世
界
に
お
い
て
は
、
愛
欲
に
迷
い
浮
名
を
流
し
た
后
と

し
て
教
戒
・
批
判
の
対
象
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

む
か
し
よ
り
う
へ
み
や
づ
か
へ
は
。
う
し
ろ
め
た
き
た
め
し
お
ほ
し
。
か
の

な
り
ひ
ら
の
中
将
。
月
や
あ
ら
ぬ
と
な
が
め
し
も
。
も
ゝ
と
せ
に
ひ
と
ゝ
せ

た
ら
ぬ
つ
く
も
が
み
と
あ
り
し
も
。み
な
う
へ
み
や
づ
か
へ
の
御
事
な
れ
ば
、

女
御
か
う
い
の
御
う
へ
に
て
。
う
し
ろ
め
た
き
御
事
な
り
。
お
ぼ
ろ
月
よ
の

な
い
し
の
か
み
。
さ
ば
か
り
め
で
た
き
御
お
ぼ
え
。
雲
井
の
ほ
か
の
く
ち
お

し
さ
。
女
三
の
み
や
の
け
ぶ
り
く
ら
べ
。
さ
こ
そ
つ
ゝ
む
と
せ
し
か
ど
も
。

そ
の
名
は
も
れ
て
。
い
ま
ゝ
で
も
う
き
世
が
た
り
と
成
に
き
。

 

室
町
前
期
『
身
の
か
た
み
』 

衛
の
南
子
は
宋
朝
が
色
に
お
ぼ
れ
、唐
の
武
后
は
周
昌
宗
が
色
を
よ
ろ
こ
び
、

二
條
の
妃
の
、
む
か
し
男
に
ほ
だ
さ
れ
し
た
ぐ
ひ
、
和
漢
と
も
に
お
ほ
き
こ

と
な
り
、
女
男
お
い
た
る
も
わ
か
き
も
、
智
あ
る
も
お
ろ
か
な
る
も
、
色
欲

の
ま
よ
ひ
は
、
か
は
る
所
な
し
と
見
ゆ
る

 

元
禄
十
二
年
以
前
『
唐
錦
』
一
女
則
九
章
春
の
巻 

　

北
村
季
吟
は
「
二
條
の
后
の
、
ま
だ
帝
に
も
仕
う
ま
つ
り
給
は
で
、
た
だ
人
に

て
お
は
し
ま
し
け
る
時
の
こ
と
な
り
」（
三
段
）
と
い
う
本
文
に
注
し
て
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
た
。

師　

た
ゝ
人
に
て
お
は
し
ま
す
時
と
書
て
、
聊
此
密
通
の
罪
を
た
す
く
る
や

う
に
い
ひ
て
、
其
名
を
か
く
書
あ
ら
は
す
事
、
春
秋
の
文
法
に
て
、
ふ
か
き

い
ま
し
め
也
。
此
物
語
は
、
七
条
の
后
に
伊
勢
が
書
て
ま
い
ら
す
と
て
、
い

か
な
る
密
々
の
事
も
世
に
か
く
れ
な
く
て
、
末
代
ま
で
も
其
う
き
名
立
申
す

事
ぞ
と
し
ら
せ
ま
い
ら
せ
て
、
教
戒
し
侍
し
に
や
候
ひ
け
ん
。

 

寛
文
三
年
頃
『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』（
延
宝
八
年
長
尾
平
兵
衛
版
）

ま
だ
入
内
以
前
の
出
来
事
と
し
て
、
密
通
の
罪
を
和
ら
げ
る
書
き
方
を
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
実
、
二
条
の
后
と
名
を
表
出
す
る
こ
と
で
二
条
后
を
批

判
し
て
い
る
と
『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
は
捉
え
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
『
伊
勢
物

語
』
の
深
い
教
戒
性
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

近
世
俳
諧
に
お
い
て
も
同
様
の
理
解
が
な
さ
れ
て
お
り
、
二
条
后
の
密
通
は
公

然
の
秘
密
と
さ
れ
て
い
た
。

恋
の
詞　

一
、二
条
后　

業
平
と
密
通
の
事
世
に
か
く
れ
な
か
り
し
か
ば
、

こ
こ
に
あ
ら
は
し
侍
る 

寛
永
十
八
年
『
誹
諧
初
学
抄
』

　

芸
能
の
世
界
で
も
、
二
条
后
は
、
后
と
し
て
の
品
格
よ
り
恋
の
情
熱
を
優
先
さ

せ
る
奔
放
な
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
謡
曲
「
雲
林
院
」
で
は
、
後
シ
テ
に
よ

っ
て
業
平
に
対
す
る
后
の
恋
慕
が
非
難
さ
れ
て
い
る１６

。

（
後
シ
テ
基
経
）げ
に
ま
こ
と
名
に
立
ち
し
、ま
め
男
と
は
ま
こ
と
な
り
け
り
、

あ
さ
ま
し
や
世
の
聞
こ
え
、
あ
ら
見
苦
し
の
后
の
宮
や
（
中
略
）
亡
き
世
語

り
も
。
恥
づ
か
し
や
、
野
と
な
ら
ば
、
鶉
と
な
り
て
、
泣
き
居
ら
ん
、
鶉
と

な
り
て
、
泣
き
居
ら
ん
、
か
り
に
だ
に
や
は
、
君
が
来
ざ
ら
ん
と
、
慕
ひ
給

ひ
し
も
あ
さ
ま
し
や 

世
阿
弥
自
筆
本
「
雲
林
院
」 

　

ち
な
み
に
、
本
屏
風
に
は
「
忘
れ
草
を
し
の
ぶ
草
と
や
い
ふ
」
と
問
い
か
け
ら

れ
た
業
平
の
反
応
を
几
帳
の
陰
か
ら
窺
う
二
条
后
が
描
か
れ
て
い
る
（
百
段
）
が
、

こ
の
場
面
を
典
拠
に
し
た
連
歌
の
付
合
が
あ
る
。

　
　

心
は
露
に
た
く
へ
を
く
め
り

一
一

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



　

し
の
ふ
と
は
い
ひ
な
ま
か
へ
そ
わ
す
れ
草

我
心
を
忘
草
の
露
に
た
く
へ
を
き
た
れ
は
、
忍
草
と
そ
い
ひ
ま
か
へ
て
も
ま

き
れ
し
と
、
い
つ
は
る
人
に
お
ち
あ
た
る
心
に
や

　
　

と
は
ぬ
う
ら
み
も
た
え
し
ふ
る
さ
と

 

『
天
文
九
年
四
月
梅
宗
牧
両
吟
朝
何
百
韻
注
』 

前
句
の
露
の
よ
う
に
儚
く
消
え
る
思
い
を
、
付
け
句
は
百
段
を
踏
ま
え
て
言
い
逃

れ
す
る
男
を
な
じ
る
女
の
情
念
に
と
り
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
百
段
の
モ
チ

ー
フ
「
忘
れ
草
」
は
男
へ
の
執
着
や
疑
い
を
表
し
て
お
り
、さ
ら
な
る
付
句
か
ら
、

女
が
そ
の
ま
ま
男
に
捨
て
ら
れ
た
展
開
が
示
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
付
合
の
背
景
に

は
、
后
妃
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
生
々
し
い
二
条
后
像
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

第
三
節　

中
世
・
近
世
前
期
に
お
け
る
有
常
女
像

　

次
に
、
有
常
女
に
関
し
て
い
え
ば
、
中
流
貴
族
で
あ
る
紀
有
常
の
娘
で
あ
り
、

妻
と
し
て
業
平
の
臨
終
を
看
取
っ
た
と
さ
れ
る
女
性
で
あ
る
が
、
身
分
も
低
く
二

条
后
に
比
肩
で
き
る
よ
う
な
人
物
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た１７

。
有
名
な
伊

勢
斎
宮
や
小
野
小
町
を
さ
し
お
い
て
、
有
常
女
が
本
屏
風
の
も
う
一
人
の
女
性
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
に
は
、
彼
女
が
『
伊
勢
物
語
』
随
一
の
貞
女
と
さ
れ
た

こ
と
が
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。

　

も
と
も
と
、『
和
歌
知
顕
集
』
系
統
の
古
注
で
は
、「
こ
の
女
は
、心
月
草
に
し
て
、

あ
だ
を
な
す
時
も
あ
り
し
か
ど
」（
伊
勢
物
語
大
事
）、「
こ
の
女
、
な
ま
い
ろ
ご

の
む
女
に
て
」（
初
段
注
）
と
、
有
常
女
は
、
浮
気
で
仇
心
を
持
つ
女
と
い
う
否

定
的
な
評
価
が
下
さ
れ
て
い
た１８

。
同
じ
く
、鎌
倉
期
の『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』

も
『
和
歌
知
顕
集
』
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
や
は
り
有
常
女
が
業
平
以
外
の
男

を
通
わ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
る
。

相
し
る
と
は
、
有
常
が
娘
を
阿
子
と
て
染
殿
后
御
内
に
行
て
仕
る
を
、
業
平
、

彼
女
に
忍
び
〴
〵
通
ひ
け
る
を
い
ふ
な
り
。（
中
略
）
さ
れ
ば
、
我
が
ゐ
る

山
と
は
、
わ
が
ゐ
る
内
裏
の
王
の
通
ひ
給
ふ
女
の
な
な
れ
ば
、
よ
そ
に
の
み

見
る
と
い
ふ
な
り
。
是
は
、
彼
女
に
、
光
孝
天
皇
の
い
ま
だ
親
王
に
て
の
時
、

通
は
せ
給
ひ
し
に
お
そ
れ
て
通
は
ず
と
い
ふ
な
り
。 

（
十
九
段
注
）

　

さ
ら
に
『
和
歌
知
顕
集
』
は
、
後
に
貞
女
の
鑑
と
さ
れ
た
「
河
内
越
え
」
を
含

む
二
十
三
段
を
「
こ
の
物
語
は
業
平
の
事
に
は
あ
ら
ず
。
は
る
か
に
古
き
世
の
物

語
」
と
、
有
常
女
と
は
無
関
係
な
無
名
の
男
女
の
話
と
注
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
有
常
女
像
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
世
阿
弥
の
謡
曲
「
井
筒
」
と
考

え
ら
れ
て
い
る１９

。「
井
筒
」
は
、『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
な
ど
の
理
解
に
基

づ
い
て
、
二
十
三
段
の
女
を
有
常
女
と
す
る
。
し
か
も
、
十
七
段
の
和
歌
「
あ
だ

な
り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
桜
花
年
に
稀
な
る
人
も
待
ち
け
り
」
を
踏
ま
え
つ
つ
、

筒
井
筒
の
昔
か
ら
死
後
も
ず
っ
と
業
平
を
思
い
続
け
た
有
常
女
を
「
人
待
つ
女
」

と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
こ
と
は
わ
れ
は
恋
衣　

き
の
有
常
が
娘
と
も　

ま
た
は
井
筒
の
女
と
も 

恥
づ
か
し
な
が
ら
わ
れ
な
り
と　

い
ふ
や
注
連
縄
の
長
き
世
を　

契
り
し
年

は
筒
井
筒 

井
筒
の
蔭
に
隠
れ
け
り
（
中
略
）
あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
立
て

れ
桜
花 

年
に
稀
な
る
人
も
待
ち
け
り　

か
や
う
に
詠
み
し
も
わ
れ
な
り
と

人
待
つ
女
と
も
言
は
れ
し
な
り　

わ
れ
筒
井
筒
の
昔
よ
り　

真
弓
槻
弓
年
を

経
て　

今
は
亡
き
世
に
な
り
ひ
ら
の　

形
見
の
直
衣
身
に
触
れ
て　

恥
づ
か

し
や　

昔
男
に
移
り
舞　

雪
を
廻
ら
す
花
の
袖 

「
井
筒
」

「
井
筒
」
に
よ
っ
て
「
人
待
つ
女
」
と
し
て
の
有
常
女
像
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
で
、

一
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以
降
の
有
常
女
の
人
物
像
が
変
化
し
、
後
世
の
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
っ
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
期
の
古
注
に
あ
っ
た
浮
気

な
側
面
が
捨
象
さ
れ
、
と
り
わ
け
二
十
三
段
の
「
筒
井
筒
」
と
「
河
内
越
え
」
が

強
調
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
室
町
中
期
以
降
「
待
つ
女
」
の
純
情
と
貞
淑
が
全

面
に
打
ち
出
さ
れ
て
貞
女
と
し
て
の
有
常
女
の
像
が
確
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

有
常
女
を
「
貞
女
」
と
い
う
詞
で
規
定
す
る
こ
と
は
、
既
に
旧
注
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
る
。

二
十
三
段　

女
は
あ
り
つ
ね
が
む
す
め
な
り
。
貞
女
な
る
ゆ
へ
に
名
を
あ
ら

は
す
也 

文
明
十
一
年
『
伊
勢
物
語
宗
長
聞
書
』

　

近
世
に
入
る
と
さ
ら
に
そ
の
傾
向
は
著
し
く
、有
常
女
は
貞
女
の
典
型
と
さ
れ
、

女
訓
書
に
お
い
て
女
の
鑑
と
し
て
賞
揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
河
内
越
え
」
は
、

嫉
妬
も
せ
ず
献
身
的
に
夫
に
尽
く
し
た
貞
女
の
鑑
を
示
し
た
段
と
し
て
有
常
女
と

不
可
分
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
今
ま
で
の
ほ
め
事
」
と

し
て
、『
伊
勢
物
語
』
の
文
脈
を
離
れ
て
特
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

賢
人
二
君
に
つ
か
へ
ず
。
貞
女
り
や
う
ふ
に
ま
み
へ
ず
。
く
れ
ぐ
れ
も
こ
の

こ
と
は
り
を
心
に
か
け
、
ひ
と
か
た
に
心
を
む
け
給
ひ
候
は
ゞ
、
神
や
仏
の

御
ま
も
り
も
お
は
し
ま
す
候
べ
く
候
。
紀
の
あ
り
つ
ね
が
む
す
め
の
歌
に

　

風
ふ
け
ば
お
き
つ
し
ら
な
み
た
つ
た
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
ゆ
く
ら
ん

な
ど
え
い
が
、
い
ま
ゝ
で
の
ほ
め
事
に
候
べ
く
候
。

 

承
応
三
年
以
前
『
女
手
本
か
ほ
よ
草
』２０  

他
の
女
訓
書
で
も
、「
河
内
越
え
」
の
有
常
女
は
、
不
嫉
・
三
従
の
礼
と
い
う
婦

徳
を
備
え
た
女
の
理
想
と
し
て
讃
え
ら
れ
た
。

女
は
三
従
の
礼
あ
り
と
て
、
お
さ
な
く
て
は
父
に
し
た
が
ひ
、
よ
め
い
り
し

て
は
を
と
こ
に
し
た
が
ひ
、
お
と
こ
の
の
ち
に
は
子
に
し
た
が
ふ
と
、
を
し

へ
を
き
給
へ
り
け
れ
ば
、
女
は
よ
ろ
づ
に
つ
け
て
、
わ
が
こ
ゝ
ろ
に
ま
か
せ

た
る
ふ
る
ま
ひ
は
、
あ
る
ま
じ
き
わ
ざ
に
こ
そ
、
む
か
し
や
ま
と
の
國
な
り

け
る
人
の
む
す
め
に
な
り
ひ
ら
の
中
将
す
み
わ
た
り
け
る
に
、
此
を
ん
な

お
や
も
な
く
な
り
、
い
へ
も
わ
ろ
く
な
り
ゆ
け
ば
、
な
り
ひ
ら
も
か
く
い
ふ

か
ひ
な
き
さ
ま
に
て
の
み
は
、
あ
り
わ
た
ら
じ
と
お
も
ひ
て
、
河
内
の
國
た

か
や
す
の
里
と
い
ふ
所
に
、
人
を
あ
ひ
し
り
て
ゆ
き
か
よ
ひ
け
り
、（
中
略
）

か
の
な
り
ひ
ら
は
、
平
城
天
皇
の
御
ま
ご
、
阿
保
親
王
の
御
子
、
母
は
桓
武

て
ん
わ
う
の
み
む
す
め
、
伊
豆
内
親
王
に
て
な
ん
あ
り
け
る
、
あ
や
し
き
い

ろ
ご
の
み
に
て
、
こ
れ
か
れ
あ
ま
た
ゆ
き
か
よ
ひ
侍
れ
ど
も
、
か
く
ね
た
き

こ
ゝ
ろ
を
よ
く
堪
し
の
び
て
、
た
ゞ
お
と
こ
を
大
事
と
お
も
ひ
た
る
を
ん
な

に
お
も
ひ
つ
き
て
、
ほ
か
ご
こ
ろ
う
せ
侍
る
事
、
よ
の
な
か
の
を
ん
な
の
お

も
ふ
べ
き
と
こ
ろ
な
る
べ
し
、（
中
略
）
す
べ
て
を
ん
な
は
か
く
の
み
あ
ら

ま
ほ
し
く
こ
そ
、
こ
れ
、
き
の
あ
り
つ
ね
の
む
す
め
な
り
け
る
と
な
ん
、
申

つ
た
へ
て
侍
る
か
し
、 

文
禄
・
慶
長
頃
『
女
郎
花
物
語
』
中

　

そ
も
そ
も
、
室
町
期
の
女
訓
書
は
『
源
氏
物
語
』
を
女
性
の
振
舞
の
手
本
集
と

み
な
し
て
お
り
、
な
か
で
も
紫
の
上
を
模
範
的
な
女
性
像
と
考
え
て
い
た
が
、
そ

れ
は
、
何
よ
り
も
夫
の
多
情
を
嫉
妬
す
る
こ
と
な
く
ひ
た
す
ら
耐
え
て
温
順
に
振

る
舞
う
点
に
あ
っ
た
。

物
語
さ
う
し
な
ど
の
事
は
源
氏
も
の
が
た
り
。
な
り
ひ
ら
の
く
で
ん
の
ほ
か

の
ず
い
な
う
に
し
る
し
候
。
げ
ん
じ
の
物
が
た
り
は
。
大
か
た
和
歌
の
は
ん

が
く
と
見
え
候
。
い
に
し
へ
人
も
さ
こ
そ
申
を
か
れ
候
し
。
こ
の
物
が
た
り

一
三

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



に
も
る
ゝ
事
は
候
は
ず
候
。
こ
の
物
語
を
御
ら
ん
じ
て
も
。
女
ば
う
の
し
ん

た
い
。
御
た
ち
ゐ
に
御
心
が
け
候
べ
く
候
。 

『
身
の
か
た
み
』

女
訓
書
は
そ
の
読
者
層
（
公
家
や
上
級
武
家
層
の
女
性
達
）
に
向
け
て
、
夫
婦
円

満
の
た
め
の
具
体
例
と
し
て
、
女
三
の
宮
降
嫁
の
際
、
紫
の
上
が
悲
し
み
と
嫉
妬

を
こ
ら
え
て
さ
り
気
な
い
態
度
を
取
る
こ
と
で
源
氏
の
愛
情
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た

挿
話
を
あ
げ
る
。

御
も
の
ね
た
み
の
事
。
女
房
の
だ
い
一
の
大
事
に
て
候
。
さ
の
み
お
そ
ろ
し

く
い
ひ
は
ら
だ
て
ば
。
家
を
う
し
な
ひ
身
を
は
た
す
も
の
也
。
ま
た
さ
の
み

家
の
う
ち
に
人
あ
り
と
も
お
も
は
れ
で
あ
な
ど
ら
る
ゝ
も
く
ち
お
し
。
光
源

氏
の
む
ら
さ
き
の
う
へ
ぞ
。御
も
の
ね
た
み
の
や
さ
し
く
み
え
て
候
。（
中
略
）

こ
の
み
や
わ
た
り
給
ひ
て
。
三
日
の
夜
。
む
ら
さ
き
の
う
へ
。
な
ら
は
ぬ
御

ひ
と
り
ね
の
か
ず
そ
ふ
も
さ
す
が
心
ぼ
そ
く
。
ゆ
く
す
ゑ
は
か
く
の
み
杜
あ

ら
ん
と
お
ぼ
し
つ
ゞ
け
て
。
よ
も
す
が
ら
な
き
給
へ
る
に
。
御
ひ
と
へ
の
袖
。

い
た
く
ぬ
れ
た
る
を
。
源
氏
あ
か
つ
き
帰
り
お
は
し
て
。
御
袖
を
ひ
き
や
り

て
。
そ
ひ
ぶ
し
給
え
へ
る
に
。
御
ひ
と
へ
の
袖
を
ひ
き
か
く
し
た
ま
ひ
し
ぞ
。

源
氏
あ
か
ず
あ
は
れ
に
ら
う
た
く
お
ぼ
し
め
し
て
。
御
心
ざ
し
い
と
ゞ
ま
さ

り
ぬ
。
人
は
か
う
こ
そ
あ
る
べ
け
れ
。 

室
町
前
期
『
め
の
と
の
さ
う
し
』

　

近
世
の
女
訓
書
に
お
い
て
も
そ
の
風
潮
は
変
わ
ら
ず
、『
源
氏
物
語
』
は
姦
淫

の
書
と
し
て
非
難
さ
れ
る
一
方
で
権
威
あ
る
古
典
で
あ
り
、
同
時
に
女
子
必
読
の

教
訓
書
で
も
あ
っ
た
。
紫
の
上
は
、
そ
こ
で
も
理
想
的
な
妻
の
あ
り
方
を
体
現
し

た
「
女
の
本
」
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
い
た
。

か
の
は
ゝ
き
木
の
し
な
さ
だ
め
に
、
す
べ
て
よ
ろ
づ
の
事
な
だ
ら
か
に
、
え

ん
ず
べ
き
こ
と
を
も
、
み
し
れ
る
さ
ま
に
ほ
の
め
か
し
、
う
ら
む
べ
か
ら
む

ふ
し
を
も
、
に
く
か
ら
ぬ
さ
ま
に
か
す
め
な
さ
ば
、
そ
れ
に
つ
け
て
あ
は
れ

も
ま
さ
り
ぬ
べ
し
、
お
ほ
く
は
わ
が
心
も
、
見
ん
人
か
ら
お
さ
ま
り
も
す
べ

し
と
い
へ
り
、（
中
略
）
彼
源
氏
物
が
た
り
の
、
紫
の
う
へ
の
あ
り
さ
ま
こ

そ
は
、
女
の
ほ
ん
な
り
け
れ
と
、
世
上
の
人
に
見
な
ら
は
し
め
ん
と
て
、
む

ら
さ
き
し
き
ぶ
の
か
き
を
け
る
な
る
べ
し 

『
女
郎
花
物
語
』
下

嫉
妬
し
な
い
理
想
的
な
妻
と
い
う
点
で
、
有
常
女
は
紫
の
上
と
共
通
す
る
と
考
え

ら
れ
た
の
か
、
有
常
女
を
紫
の
上
と
重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
な
記
述
を
持
つ
注
釈
書

も
見
出
せ
る
。

一
、
若
紫
と
は
、
紀
有
常
か
女
、
あ
ね
を
は
、
む
ら
さ
き
の
う
へ
と
云
、
い

も
う
と
を
は
、
忍
ふ
の
内
侍
と
云
う
へ
に
、
彼
二
人
、
ま
し
お
と
り
も
な
く
、

け
ち
め
み
へ
さ
れ
は
、
思
み
た
る
ゝ
を
、
忍
の
み
た
れ
に
よ
せ
た
り
云
々
。

四
一
、一
説
云
、
ひ
と
り
は
い
や
し
き
男
と
は
、
忍
ふ
の
内
侍
は
、
小
野
の

行
時
と
云
人
の
め
な
り
。
ひ
と
り
は
あ
て
な
る
男
と
は
、
あ
ね
の
、
む
ら
さ

き
の
う
へ
は
、
業
平
の
妻
な
り
。
い
や
し
き
お
と
こ
も
た
る
、
し
は
す
の
つ

こ
も
り
に
、う
へ
の
き
ぬ
を
あ
ら
ひ
て
、手
つ
か
ら
は
り
け
り 

上
の
衣
と
は
、

袍
な
り
。
直
に
、
手
つ
か
ら
は
る
事
は
有
ま
し
け
れ
と
、
貞
女
た
る
も
の
は
、

夫
に
つ
か
う
る
心
さ
し
を
云
む
為
也
。 

『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』

『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』に
記
さ
れ
た
有
常
女
の
呼
称「
む
ら
さ
き
の
う
へ
」の
出
所
は
、

初
段
の
和
歌
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
『
源
氏
物
語
』
の
紫
の
上
を
想

起
し
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
理
想
の
妻
と
し
て
の
評
価
を
確
立
し
て
い
た
紫

の
上
に
擬
え
る
べ
く
、
有
常
女
に
こ
う
し
た
命
名
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
、
有
常
女
の
貞
節
を
強
調
す
る
余
り
、
章
段
の
人
物
比
定
が
変
え
ら
れ

一
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
『
伊
勢
物
語
』
六
十
段
「
花
橘
」
は
、
夫
を
捨
て
て
別
の
男
に
奔
っ
た
あ
げ
く

に
零
落
し
た
女
が
夫
と
再
会
し
、
身
を
恥
じ
て
出
家
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

室
町
前
期
の
古
注
に
属
す
る
『
伊
勢
物
語
難
儀
注
』
系
統
の
注
釈
は
、
女
が
心
変

わ
り
し
た
の
で
は
な
く
、
夫
の
公
務
の
た
め
の
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
身
を
売

っ
た
貞
女
の
物
語
と
解
釈
し
て
、こ
の
女
を
小
野
小
町
に
比
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

室
町
後
期
成
立
と
見
ら
れ
る
東
常
縁
奥
書
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
』
は
、
こ
の
段

を
有
常
女
の
話
と
理
解
し
て
い
る２１

。「
貞
女
」
有
常
女
の
強
烈
な
印
象
が
、
小
町

か
ら
有
常
女
へ
の
改
変
を
生
み
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

夏
部　

一
三
九　

さ
つ
き
待
つ
花
橘
の
香
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
香

ぞ
す
る

伊
勢
物
語
の
心
を
し
る
せ
り
。
紀
有
常
が
女
、
業
平
が
あ
ひ
ぐ
し
侍
り
け
る

に
、業
平
北
祭
の
使
に
さ
さ
れ
け
り
。身
貧
し
て
、す
べ
き
か
た
な
か
り
け
り
。

女
身
を
売
て
な
り
と
も
可
出
よ
し
を
云
け
り
。
な
げ
の
情
に
な
ん
い
ふ
と
ぞ

思
け
る
に
、
摂
津
国
よ
り
五
位
の
た
め
に
上
洛
し
た
る
人
侍
り
け
り
。
此
事

を
聞
て
、
此
女
行
向
て
、
わ
が
身
を
な
ん
か
へ
ん
と
い
ふ
に
、
男
、
こ
の
女

の
み
め
の
う
つ
く
し
さ
に
め
で
て
五
位
の
た
め
に
も
つ
と
こ
ろ
の
物
を
と
ら

せ
て
け
り
。
昔
は
五
位
に
な
る
に
は
二
千
石
入
間
、五
位
を
ば
二
千
石
と
云
。

彼
用
達
に
て
業
平
を
ば
出
立
た
り
（
以
下
略
）

 

『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
』（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
） 

　

こ
う
し
た
有
常
女
の
「
貞
女
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
文
芸
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

美
術
の
分
野
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
。
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
「
上
瑠
璃
」
第
四
巻

の
図
（
図
26
）
で
は
、
浄
瑠
璃
御
前
の
枕
元
に
散
ら
ば
る
巻
物
に
、『
伊
勢
物
語
』

二
十
三
段
「
河
内
越
え
」
の
和
歌
「
風
吹
け
ば
お
き
つ
し
ら
波
立
田
山
夜
は
に
や

君
が
一
人
越
ゆ
ら
む
」
か
ら
二
十
三
段
の
最
後
ま
で
の
本
文
が
省
略
さ
れ
る
こ
と

な
く
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
絵
巻
の
読
者
の
方
に
向
け
て
書
か
れ
て

い
る
（
図
27
）。
当
該
絵
巻
の
詞
書
に
も
『
浄
瑠
璃
十
二
段
草
紙
』
諸
本
に
も
、

有
常
女
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
絵
巻
の
制
作
者
は
、
浄
瑠

璃
御
前
の
読
む
物
語
と
し
て
「
河
内
越
え
」
を
書
き
加
え
た
。
そ
の
後
、
浄
瑠
璃

御
前
は
献
身
的
に
御
曹
司
に
尽
く
し
そ
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
こ
と
に
な
る
。
御

曹
司
と
の
契
り
の
直
前
ま
で
読
ん
で
い
た
「
河
内
越
え
」
は
、
貞
女
と
し
て
の
彼

女
の
未
来
を
示
唆
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う２２

。
こ
れ
も
ま
た
、
室
町
か
ら
近

世
に
か
け
て
の
「
貞
女
」
有
常
女
像
が
、
い
か
に
広
く
強
烈
に
人
々
に
印
象
づ
け

ら
れ
て
い
た
か
を
示
す
一
端
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
冷
泉
家
流
古
注
は
、
二
十
三
段
「
河
内
越
え
」
だ
け
で
は
な
く
、
十
七

段
「
年
に
稀
な
る
人
」
を
も
、
業
平
の
長
い
途
絶
え
の
間
、
彼
を
待
ち
続
け
た
有

常
女
の
物
語
と
し
て
い
る
。
室
町
後
期
の
伊
勢
物
語
古
注
の
中
に
は
、
十
七
段
の

歌
「
あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
立
て
れ
桜
花
年
に
稀
な
る
人
も
待
ち
け
り
」
を
、
夫

が
不
在
の
間
の
妻
の
貞
節
を
桜
に
問
う
た
青
蓮
居
士
の
故
事
と
結
び
つ
け
た
も
の

も
存
在
す
る２３

。
そ
の
故
事
で
は
、
青
蓮
居
士
が
帰
宅
し
た
際
に
、
妻
が
夫
を
待

っ
て
い
た
証
し
と
し
て
、
夫
不
在
の
三
年
の
間
ず
っ
と
咲
か
な
か
っ
た
桜
が
そ
の

春
に
三
度
開
花
し
て
見
せ
た
と
い
う
。
途
絶
え
を
恨
む
こ
と
な
く
業
平
の
訪
れ
を

喜
ぶ
有
常
女
の
貞
節
は
、こ
の
故
事
の
引
用
に
よ
っ
て
さ
ら
に
補
強
さ
れ
て
い
る
。 

あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
桜
花
と
し
に
ま
れ
な
る
人
も
待
ち
け
り
と

は
、
花
は
一
夜
に
風
に
し
ら
ぬ
わ
か
れ
と
な
る
と
ぞ
。
中
将
も
一
夜
に
も
こ

と
女
に
心
か
は
る
故
に
、
年
に
と
ふ
事
ま
れ
な
る
に
、
花
を
ま
つ
や
う
に
侍

一
五

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



る
に
き
て
と
ふ
事
う
れ
し
き
と
也
。

い
に
し
へ
は
ひ
と
春
に
三
春
の
花
も
さ
き
ち
る
と
ぞ
。
唐
土
の
事
な
り
け
る

に
青
蓮
居
士
と
云
も
の
あ
り
て
学
文
に
出
る
時
、
家
の
女
に
三
年
の
い
と
ま

を
こ
ひ
け
る
。
女
、
子
細
な
し
と
ぞ
。
男
、
證
據
い
か
ん
と
ぞ
。
女
、
庭
の

桜
と
云
。
男
、
立
よ
り
庭
の
桜
に
「
わ
が
妻
こ
と
心
な
く
、
三
年
我
待
事
な

ら
ば
、
花
も
三
年
さ
か
ず
と
も
ま
ち
よ
」
と
云
て
学
文
に
出
。
三
と
せ
学
文

し
、
き
は
め
て
千
日
千
夜
す
ぎ
て
家
路
に
来
る
。
弥
生
な
り
け
る
に
、
彼
居

士
、
桜
に
云
け
る
は
「
い
ま
か
へ
る
」
と
て
、
桜
き
い
て
三
ね
ん
さ
か
ざ
り

け
る
は
な
つ
ぼ
み
は
し
り
ほ
に
さ
い
て
三
七
日
す
ぎ
て
葉
と
も
に
ち
る
と
ぞ
。

居
士
か
さ
ね
て
「
今
二
春
は
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
花
つ
ぼ
み
さ
き
三
七
日
過

て
ち
る
と
ぞ
。
其
後
、
な
を
一
入
に
ほ
ひ
色
も
わ
く
ら
ば
が
さ
き
み
ち
て　

三
七
日
あ
り
て
ち
り
は
て
け
る
を
、
ふ
る
き
詩
に
書
て
我
朝
へ
渡
す
。

 

大
永
三
年
『
伊
勢
物
語
宗
印
談
』

　

あ
る
い
は
、
二
十
三
段
「
筒
井
筒
」
を
典
拠
と
す
る
連
歌
の
付
合
の
中
に
、
男

の
不
在
を
嘆
く
女
が
幼
か
り
し
日
の
恋
の
誓
い
を
切
な
く
回
想
す
る
姿
も
見
出
せ

る
。
謡
曲
「
井
筒
」
の
影
響
は
こ
こ
で
も
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

た
ち
な
ら
ひ
て
も
あ
ふ
こ
と
ハ
な
し

　
　
　

く
ら
へ
来
し
年
の
ミ
わ
す
れ
か
た
み
に
て

男
も
女
も
同
し
ほ
と
の
年
に
や
、
井
つ
ゝ
の
女
子
の
俤
な
る
へ
し

 

書
陵
部
本
『
壁
草
注
』

連
歌
注
は
、
前
句
の
「
立
ち
並
ぶ
の
に
会
う
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
矛
盾
す
る
意

味
を
、
二
十
三
段
の
幼
馴
染
み
と
そ
の
後
の
二
人
に
取
り
な
し
、
そ
の
上
で
、
男

を
思
慕
し
続
け
る
付
句
に
「
井
筒
」
の
女
を
連
想
し
て
い
る
。
謡
曲
「
井
筒
」
に

形
象
さ
れ
た
「
人
待
つ
女
」
に
よ
っ
て
再
構
築
さ
れ
た
有
常
女
像
は
、以
後
、様
々

な
作
品
に
そ
の
姿
を
と
ど
め
る
こ
と
に
な
る
。
本
屏
風
の
有
常
女
も
そ
う
し
た
事

例
の
一
つ
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

　
　

第
四
節　

四
十
一
段
の
有
常
女
妹 

　

本
屏
風
左
隻
第
六
扇
上
部
に
は
、
四
十
一
段
「
緑
衫
の
袍
」
の
場
面
が
描
か
れ

て
い
る
。
四
十
一
段
は
、
身
分
の
低
い
夫
を
持
つ
有
常
女
の
妹
が
、
正
月
を
迎
え

る
た
め
夫
の
袍
を
手
ず
か
ら
洗
い
張
り
を
す
る
話
で
あ
る
。こ
の
行
為
に
よ
っ
て
、

室
町
中
期
以
降
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
や
女
訓
書
の
中
で
、
妹
は
姉
と
同
じ
く
貞

女
と
讃
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

此
女
男
ニ
貞
誠
ノ
孝
ヲ
尽
ス
姿
ナ
リ
。 

明
応
三
年
『
志
能
夫
数
理
』

女
は
三
従
と
て
、
い
と
け
な
う
し
て
は
父
に
し
た
か
ひ
、
中
年
に
し
て
は
夫

に
従
ひ
、
老
て
は
子
に
し
た
か
ふ
な
ら
ひ
な
れ
は
、
か
様
に
い
や
し
き
事
を

も
す
る
な
る
へ
し
。
女
の
手
つ
か
ら
男
の
衣
を
あ
ら
ふ
、
哀
也
。
し
は
す
の

つ
ご
も
り
と
あ
る
、
さ
そ
有
あ
ら
ん
也
。
毛
詩
、
服
澣
濯
之
衣
と
云
り
。

 

慶
長
五
年
『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』

『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』に
引
か
れ
た『
毛
詩
』の
引
用
は
、巻
一
国
風
周
南
に
あ
る「
葛

覃
」
小
序
を
指
し
て
い
た
。

葛
覃
は
后
妃
之
本
也
。
后
妃
父
母
の
家
に
在
る
と
き
は
、
則
志
女
功
之
事
に

在
り
。
躬
儉
に
用
を
節
す
。
澣
濯
之
衣
を
服
し
、
師
傳
を
尊
敬
す
。
則
以
て

父
母
を
歸
安
し
。
天
下
を
化
す
る
に
婦
道
を
以
て
す
べ
き
也
。（
私
に
読
み

下
し
た
） 

『
毛
詩
』
巻
一
国
風
周
南
、「
葛
覃
」
小
序

「
葛
覃
」
は
婚
礼
を
控
え
た
良
家
の
娘
を
歌
っ
た
詩
で
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
周
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の
文
王
の
后
大
姒
の
徳
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
周
の
文
王
は
そ
の
帝
徳
で
国
を

興
し
た
名
君
と
し
て
名
高
い
が
、
后
の
大
姒
も
古
来
『
列
女
伝
』
等
に
そ
の
淑
徳

を
讃
え
ら
れ
、
日
本
で
も
儒
教
的
女
訓
書
の
冒
頭
に
特
筆
さ
れ
る
、
和
漢
を
通
じ

随
一
の
聖
女
で
あ
っ
た
。

後
世
、
后
妃
の
徳
と
い
へ
ば
、
名
を
い
は
ざ
れ
ど
も
、
大
姒
の
事
と
す
、
后

妃
は
女
位
の
至
極
也
、
聖
女
に
し
て
、
此
位
に
居
給
ふ
は
、
天
爵
人
爵
地
爵

也
、
故
に
后
妃
は
通
號
な
れ
ど
も
、
大
姒
一
人
の
位
の
ご
と
し
、

 

貞
享
初
年
『
女
子
訓
』
巻
第
一

以
下
、
后
妃
の
徳
を
讃
え
た
「
葛
覃
」
が
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
を
見
て

み
よ
う
。

○
葛
覃
─
此
の
詩
は
何
事
を
作
た
ぞ
な
れ
ば
、
大た
い

姒じ

の
本
性
を
云
た
ぞ
。
い

か
に
も
倹
約
に
有
た
ぞ
。
是
を
本
情
と
云
ぞ
。（
中
略
）
躬
─
節
用
と
云
は

竹
の
節
の
有
や
う
に
、有
べ
き
事
を
す
る
ぞ
。
無
用
の
服
な
ん
ど
を
せ
ぬ
ぞ
。

澣
─
は
い
つ
も
あ
ら
い
さ
ら
し
の
物
を
き
ら
る
る
ぞ
。
躬
儉
節
と
云
處
ぞ

 

天
文
八
年
『
毛
詩
抄
』

薄
汚
我
私
薄
澣
我
衣　

害
澣
害
否　

帰
寧
父
母 

２４

春
よ
り
こ
の
方
、
こ
が
ひ
或
は
布
の
事
な
ど
の
女
工
、
大
方
お
は
り
た
る
ゆ

へ
に
、
帰
国
の
い
と
ま
を
告
給
ふ
な
る
べ
し
、
い
ま
だ
せ
ん
だ
く
ま
で
に
は

及
ば
ず
、
こ
が
い
ぬ
の
ゝ
事
あ
る
あ
い
だ
は
、
す
ゝ
ぎ
も
の
は
う
ち
す
て
置

給
へ
は
、
帰
国
の
御
い
と
ま
出
て
、
俄
に
み
づ
か
ら
の
衣
服
を
す
ゝ
が
せ
給

ふ
也
、
私
は
常
の
服
也
、
御
や
す
み
処
、
又
は
女
工
の
事
あ
る
時
な
ど
に
著

し
給
ふ
衣
服
な
り
、
衣
は
禮
服
な
り
、
文
王
の
御
前
に
出
給
ふ
時
、
琴
瑟
の

遊
び
な
ど
に
、
侍
り
給
ふ
時
の
服
な
る
べ
し
、
父
母
の
國
へ
か
へ
り
給
ふ
と

て
、
あ
か
づ
き
た
る
物
を
皆
あ
ら
へ
ば
、
日
数
と
ゞ
こ
を
り
、
帰
り
給
ふ
事

遅
々
す
れ
ば
、
何
れ
を
か
洗
ひ
、
い
づ
れ
を
か
ま
づ
さ
し
置
ん
と
、
こ
の
時

ぞ
心
い
そ
が
は
し
く
思
し
め
す
也
、（
中
略
）
此
詩
言
外
に
聖
女
た
る
所
明

ら
か
に
見
え
た
り
、
文
王
の
后
妃
と
し
て
、
あ
ら
ひ
物
を
著
し
給
ふ
事
、
上

代
淳
素
清
美
の
風
を
知
べ
し 

『
女
子
訓
』
巻
第
一

『
毛
詩
』
の
注
釈
で
は
、「
葛
覃
」
は
、
広
く
天
下
の
女
性
を
教
化
す
る
た
め
に
範

と
な
る
后
妃
の
徳
目
を
う
た
う
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
葛
覃
」
を
、
里
帰
り
を

控
え
た
大
姒
が
そ
れ
ま
で
手
仕
事
で
忙
し
く
後
回
し
に
し
た
自
分
の
衣
服
を
手
ず

か
ら
洗
お
う
と
す
る
話
と
、『
女
子
訓
』
は
理
解
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
引
用
さ
れ
た「
薄
汚
我
私
薄
澣
我
衣　

害
澣
害
否　

帰
寧
父
母
」は「
葛

覃
」
詩
の
一
節
で
あ
る
が
、
大
姒
の
奢
ら
ず
自
分
で
衣
服
を
洗
濯
す
る
慎
ま
し
さ

と
質
素
勤
勉
な
風
儀
が
示
さ
れ
て
い
る
と
、
諸
注
は
解
説
し
て
い
た
。「
薄
汚
我
私

薄
澣
我
衣（
こ
こ
に
わ
が
わ
た
く
し
を
あ
ら
ひ 

こ
こ
に
わ
が
こ
ろ
も
を
あ
ら
ふ
）」

は
、室
町
中
期
の『
伊
勢
源
氏
十
二
番
女
合
』で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。『
伊
勢
物
語
』

と
『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
女
性
の
優
劣
を
比
べ
た
『
伊
勢
源
氏
十
二
番
女
合
』

で
、空
蝉
と
番
に
な
っ
た
有
常
女
の
妹
に
は
、以
下
の
判
詞
が
下
さ
れ
て
い
る
（
同

書
で
は
姉
と
な
っ
て
い
る
）。

師
走
の
つ
ご
も
り
に
、
う
へ
の
き
ぬ
を
あ
ら
ひ
て
と
侍
め
る
は
、
古
き
詞
に

「
こ
ゝ
に
わ
か
わ
た
く
し
を
あ
ら
ひ
、
こ
ゝ
に
わ
か
衣
を
あ
ら
ふ
」
と
い
へ

る
古
語
の
心
な
ど
に
も
や
。
此
段
の
心
さ
し
あ
さ
は
か
に
や
は
見
侍
ら
ん
。

女
は
、
わ
か
せ
を
お
も
ふ
を
、
か
し
こ
き
に
は
す
な
れ
は
、
時
に
し
た
か
へ

る
心
、
む
か
し
の
こ
と
は
に
も
か
よ
ひ
侍
る
に
こ
そ
。

一
七

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



 

（
福
井
市
立
図
書
館
蔵
）

妹
が
自
分
の
夫
の
た
め
に
な
し
た
行
為
は
、『
毛
詩
』
の
説
く
女
の
美
徳
に
適
う

も
の
と
『
伊
勢
源
氏
十
二
番
女
合
』
は
見
な
し
て
い
る
。
た
だ
、
洗
濯
と
い
う
共

通
点
が
あ
る
と
は
い
え
、
有
常
女
の
妹
が
伝
説
の
聖
女
大
姒
に
比
肩
さ
れ
る
よ
う

な
賛
美
の
対
象
と
な
る
の
は
や
や
不
自
然
の
感
が
あ
り
、
既
に
有
常
女
の
貞
女
ぶ

り
が
広
く
世
間
に
周
知
さ
れ
て
い
た
た
め
の
評
価
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
女
は
ら
か

ら
」
は
一
心
同
体
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
妹
の
淑
徳
を
強
調
す
る
こ
と
は
そ
の
ま

ま
姉
の
貞
節
を
印
象
づ
け
る
。

　

翻
っ
て
、本
屏
風
の
右
隻
第
一
扇
に
は
初
段
「
春
日
の
里
」
の
場
面
が
描
か
れ
、

垣
間
見
た
有
常
女
姉
妹
に
業
平
が
恋
文
を
贈
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
左
隻
第
六
扇

上
段
に
は
四
十
一
段
「
緑
衫
の
袍
」、
下
段
に
は
二
十
三
段
「
河
内
越
え
」
の
場

面
が
配
置
さ
れ
て
い
る
（
図
28
）。
垣
間
見
か
ら
始
ま
っ
た
有
常
女
は
ら
か
ら
の

物
語
は
、
姉
妹
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
へ
の
真
心
が
報
わ
れ
る
形
で
終
わ
っ
て
い
る
。
業

平
が
見
初
め
た
「
女
は
ら
か
ら
」
は
、
首
尾
照
応
し
て
一
双
の
屏
風
の
最
後
で
、

世
に
並
ぶ
も
の
の
な
い
貞
女
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
室
町
中
期
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
の
『
伊
勢
物

語
』
注
釈
や
文
芸
に
お
い
て
、
二
条
后
と
有
常
女
は
業
平
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
重

要
な
存
在
で
あ
り
、
か
つ
対
照
的
な
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
二
条
后
は

禁
断
の
恋
に
生
き
た
奔
放
な
女
性
と
し
て
、
有
常
女
は
貞
女
の
典
型
と
し
て
、
二

人
の
人
物
像
は
『
伊
勢
物
語
』
受
容
の
中
で
定
着
し
て
い
た
。
絵
画
の
受
容
に
お

い
て
も
そ
れ
と
同
様
の
事
情
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
屏
風
の
享
受
者
も
、

『
伊
勢
物
語
』
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
同
時
代
の
共
通
理
解
に
よ
っ
て
各
場
面
を

鑑
賞
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る２５

。

　
　
　

第
三
章　

二
条
后
と
有
常
女
の
表
現

　

で
は
本
屏
風
で
は
、
こ
の
二
条
后
と
有
常
女
が
登
場
す
る
場
面
を
ど
の
よ
う
に

表
現
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

本
屏
風
で
は
こ
の
二
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
数
場
面
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
を
右
か
ら
左
に
配
す
る
こ
と
で
、
二
人
に
つ
い
て
の
こ
の
屏
風
な
ら
で
は
の
物

語
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、『
伊
勢
物
語
』
本
文
に
は
登
場

人
物
の
名
は
多
く
の
場
合
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
あ
る
段
と
別
の
段
と
の
時

間
的
な
前
後
関
係
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
伊
勢
物
語
』
自
体
が
、
業
平
の
時
系

列
の
物
語
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
『
伊
勢
物
語
』

の
特
定
の
段
を
一
連
の
人
物
の
物
語
と
し
て
読
も
う
と
し
た
の
は
後
世
の
人
々
で

あ
る
。
こ
の
屏
風
で
も
、
室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
注
に
よ
る
人
物
比
定
に
よ
り
な

が
ら
二
条
后
と
有
常
女
に
関
す
る
段
か
ら
数
段
を
選
び
、
そ
れ
ら
を
右
か
ら
左
に

配
し
て
二
人
の
物
語
を
構
築
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
屏
風
は
右
か
ら
左
に
見

て
い
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
た
段
と
段
が
つ
な
が

り
、
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ど
の
段
を
選
び
、
ど
の
よ
う

に
配
置
し
、
各
場
面
を
ど
う
描
い
て
、
こ
の
屏
風
が
二
人
の
物
語
を
構
築
し
て
い

る
か
、
そ
れ
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

そ
の
際
、
各
場
面
の
構
成
や
人
物
配
置
、
さ
ら
に
人
物
の
表
情
を
も
丁
寧
に
見

て
い
き
た
い
。
本
屏
風
で
は
人
物
の
表
情
が
こ
ま
や
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
付
け
て

丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
複
数
の
人
物
相
互
の
感
情
の
交
流
や
行
き
違
い
も
、
各

人
物
の
微
妙
な
表
情
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
物
の
表
情
か
ら
そ
の
文
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脈
を
解
釈
す
る
こ
と
も
、本
屏
風
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
察
す
る
上
で
重
要
と
な
る
。 

　

な
お
本
屏
風
で
は
、
二
条
后
に
比
定
さ
れ
る
人
物
が
い
る
場
面
で
は
建
物
の
屋

根
の
ほ
と
ん
ど
が
檜
皮
葺
、
有
常
女
の
場
合
は
板
葺
に
な
っ
て
い
る
（
表
２
）。

本
屏
風
が
二
人
の
女
性
を
取
り
上
げ
描
き
分
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の

こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　

第
一
節　

二
条
后
の
表
現

　

ま
ず
、
二
条
后
の
場
面
を
見
て
い
こ
う
。

　

四
段　

西
の
対

　

右
隻
の
右
端
の
上
部
は
「
西
の
対
」
の
場
面
で
あ
る
（
図
29
）。「
西
の
対
」
の

物
語
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る２６

。

　

大
后
の
宮
の
屋
敷
の
西
の
対
に
住
ん
で
い
た
女
の
と
こ
ろ
に
、
あ
る
男
が
通
っ

て
い
た
が
、
そ
の
女
が
一
月
十
日
の
頃
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
女
が
移
っ
た

先
は
男
が
通
え
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
次
の
年
の
一
月
の
梅
の
花
盛

り
の
こ
ろ
に
、
男
は
女
の
い
た
屋
敷
に
行
き
、
一
年
前
を
思
い
出
し
な
が
ら
泣
き
、

月
が
傾
く
ま
で
女
を
思
っ
て
、「
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身
一
つ
は

も
と
の
身
に
し
て
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
だ
。
女
は
二
条
后
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

絵
で
は
（
図
29
）、
男
が
欄
干
に
右
肘
を
つ
い
て
斜
め
に
座
り
左
の
方
を
眺
め

て
い
る
。
彼
方
の
山
の
上
に
は
月
が
光
り
、
梅
も
今
を
盛
り
と
咲
い
て
い
る
。

　

こ
の
段
の
絵
と
し
て
は
、
建
物
の
縁
に
座
す
男
を
描
き
外
に
は
梅
と
月
を
配
す

る
も
の
が
多
く
（
図
30
）、
本
屏
風
も
そ
れ
ら
と
同
じ
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
本
屏
風
の
男
の
表
現
に
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
ま
ず
、
衣
装
を
白
く
し
、
衣
装
の
文
様
も
胡
粉
盛
り
上
げ
の
同
色
で
描
く
点

で
あ
る
（
図
31
）。
業
平
は
他
の
場
面
で
は
す
べ
て
色
の
あ
る
衣
装
を
着
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
白
い
直
衣
を
着
て
い
る
。
ま
た
目
に
も
濃
い
線
が
引
か
れ
て
お
ら

ず
、
口
に
も
紅
が
注
さ
れ
て
い
な
い
。
他
の
段
で
は
、
業
平
の
目
に
は
そ
の
場
面

に
応
じ
た
表
情
の
あ
る
濃
い
線
が
引
か
れ
、
口
に
は
紅
が
引
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ

こ
の
段
で
の
み
、
業
平
は
虚
ろ
に
見
え
る
表
情
で
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
他
の
段
と
は
違
い
、
業
平
は
こ
こ
で
、
別
れ
た
女
と
の
恋
愛
を
過
去
の

こ
と
と
し
て
回
想
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
こ
で
、
屏
風
の
左
側
に

広
が
る
情
景
を
眺
め
や
る
者
と
し
て
の
業
平
を
表
そ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
（
図
32
）。
屏
風
の
左
側
に
は
二
条
后
と
の
恋
愛
の
場
面
が
展
開
し
て
い

く
。
右
隻
右
端
の
上
部
で
う
つ
ろ
な
表
情
で
左
側
を
見
遣
る
男
は
、
二
条
后
と
の

恋
物
語
の
情
景
全
体
を
も
、
遠
い
目
で
眺
め
る
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
二
条
后
と
の
恋
が
こ
の
屏
風
の
中
で
や
が
て
終
わ
る

こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
で
は
二
条
后
と
の
恋
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く

の
か
。
こ
の
場
面
の
左
か
ら
恋
は
始
ま
る
。

　

二
十
七
段　

盥
の
影

　

二
人
の
恋
愛
の
物
語
は
、
右
隻
の
第
三
・
四
扇
上
方
の
「
た
ら
ひ
の
影
」
か
ら

始
ま
る
（
図
33
）。
そ
の
物
語
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

男
が
、
女
の
と
こ
ろ
へ
一
度
行
っ
た
き
り
で
二
度
は
行
か
な
く
な
っ
た
の
で
、

女
は
手
を
洗
う
所
で
、
盥
の
水
に
映
る
自
分
の
姿
を
見
て
「
わ
れ
ば
か
り
も
の
思

ふ
人
は
ま
た
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
水
の
下
に
も
あ
り
け
り
」
と
い
う
歌
を
詠
む
。

す
る
と
そ
れ
を
立
ち
聞
い
て
い
た
男
が
、「
水
口
に
わ
れ
や
見
ゆ
ら
む
か
は
づ
さ

へ
水
の
下
に
て
も
ろ
声
に
鳴
く
」
と
い
う
歌
を
返
す
。

一
九

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



　

絵
で
は
、
広
い
室
内
の
正
面
中
央
に
屏
風
を
背
に
し
て
女
が
一
人
座
し
、
前
に

置
か
れ
た
盥
を
覗
い
て
い
る
（
図
33
）。
体
を
前
に
傾
け
、
右
手
を
少
し
上
げ
、

左
手
に
も
力
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
着
物
の
袖
の
形
か
ら
は
（
図
34
）、
女

が
盥
の
水
に
映
っ
た
影
を
一
心
に
見
つ
め
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
女
の

前
に
は
二
人
の
侍
女
が
座
し
て
い
る
（
図
33
）。
左
の
侍
女
は
、
左
手
を
胸
に
当

て
盥
の
方
に
じ
っ
と
視
線
を
送
っ
て
い
る
。
女
を
見
守
る
姿
勢
を
取
り
な
が
ら
、

観
者
の
視
線
を
女
と
盥
へ
と
誘
っ
て
い
る
。
も
う
一
人
の
侍
女
は
、
視
線
を
男
の

い
る
方
へ
向
け
て
い
る
。
そ
の
方
向
を
辿
る
と
、
部
屋
の
外
に
男
が
お
り
、
女
の

い
る
室
内
の
気
配
を
気
に
し
て
立
ち
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
仕
草
を
し
て
い
る

（
図
35
）。
四
人
の
人
物
は
離
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
線
の
方
向
が
関
係
し

合
い
緊
密
な
関
係
性
を
作
り
出
し
て
い
る
。
本
屏
風
に
は
、
物
語
の
主
題
と
関
係

な
く
た
だ
点
景
と
し
て
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
人
物
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
段
は
、
他
の
作
品
に
お
い
て
も
多
く
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
図

の
よ
う
に
女
が
盥
の
水
面
を
じ
っ
と
覗
く
姿
を
描
く
も
の
は
少
な
く
、
多
く
の
絵

で
は
女
性
二
人
が
描
か
れ
、
一
人
が
水
差
し
を
傾
け
て
水
を
流
し
、
も
う
一
人
が

そ
の
水
で
手
を
洗
っ
て
い
る
（
図
36
）。
こ
の
よ
う
な
絵
が
多
く
描
か
れ
る
の
は
、

物
語
本
文
の
「
女
の
、
手
を
洗
ふ
所
に
」
を
、
実
際
に
女
が
手
を
洗
っ
て
い
る
と

き
に
、
と
解
釈
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か２７

。
し
か
し
、
盥
で
手
を
洗
っ
て
し
ま
う

と
水
面
に
女
の
影
は
映
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
図
で
は
女
の
歌
の
意

味
は
表
現
さ
れ
え
な
い
。
し
か
し
本
屏
風
で
は
女
は
手
を
洗
う
こ
と
な
く
盥
の
中

を
じ
っ
と
見
つ
め
、
本
文
に
書
か
れ
た
女
の
思
い
を
見
せ
る
絵
と
な
っ
て
い
る２８

。 

　

本
屏
風
で
は
男
の
表
現
も
他
の
絵
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
他
の
絵
で
は
、
男
が

女
と
は
別
の
方
を
向
い
て
い
る
も
の
（
サ
ン
ト
リ
ー
本（
図
37
）、ス
ペ
ン
サ
ー
本
）

や
、
男
の
姿
自
体
を
描
か
な
い
も
の
（
小
野
家
本
、
大
英
図
書
館
本
）
も
あ
る
。

し
か
し
本
屏
風
で
は
、
男
が
女
の
い
る
方
を
向
き
、
室
内
の
音
に
耳
を
傾
け
る
ポ

ー
ズ
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
35
）。

　

そ
の
女
が
詠
ん
だ
歌
は
、「
わ
れ
ば
か
り
も
の
思
ふ
人
は
ま
た
も
あ
ら
じ
と
思

へ
ば
水
の
下
に
も
あ
り
け
り
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
水
に
映
っ
た
自
分
の
影
を

見
て
そ
う
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
女
の
男
へ
の
思
い
が
深
い
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ

に
対
し
、
男
は
「
水
口
に
わ
れ
や
見
ゆ
ら
む
」、
つ
ま
り
映
っ
た
影
は
男
の
影
で

あ
り
、「
か
は
づ
さ
へ
水
の
下
に
て
も
ろ
声
に
鳴
く
」
と
詠
ん
だ
。
こ
の
歌
に
つ

い
て
注
釈
書
を
見
る
と
、
例
え
ば
、『
伊
勢
物
語
宗
長
聞
書
』
で
は
「
そ
な
た
の

お
も
ひ
は
、我
が
お
も
ひ
の
ゆ
へ
な
り
」「
思
ひ
の
本
人
は
わ
れ
ぞ
と
云
也
」
と
し
、

『
伊
勢
物
語
懐
中
抄
』
で
は
「
水
口
の
蛙
一
つ
な
け
ば
、
田
ご
と
の
蛙
も
ろ
ご
ゑ

に
な
き
た
つ
物
な
り
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
女
が
男
を

思
う
の
は
、
男
も
女
を
思
っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
伊

勢
物
語
歌
之
注
』
が
男
の
歌
を
「
た
は
ふ
れ
た
る
心
な
り
」
と
す
る
よ
う
に
、
蛙
を

持
ち
出
し
て
歌
を
詠
む
男
は
、
女
を
か
ら
か
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
女

の
懸
命
な
思
い
に
対
し
、
男
の
歌
に
は
余
裕
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
屏
風
で

は
そ
の
男
の
歌
の
方
が
選
ば
れ
て
、女
の
部
屋
の
上
部
に
書
か
れ
て
い
る
（
図
33
）。

室
内
の
女
と
外
の
男
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
掛
か
る
金
雲
に
こ
の
歌
の
文
字
が
書
か
れ

て
い
る
の
で
、
女
の
思
い
が
男
に
届
き
、
女
の
心
配
を
男
の
歌
が
包
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

女
の
い
る
室
内
空
間
は
広
く
屋
根
は
檜
皮
葺
で
あ
り
、
水
差
し
や
角
盥
も
黒
漆

塗
り
で
金
蒔
絵
が
施
さ
れ
、
侍
女
も
二
人
が
配
さ
れ
、
女
の
身
分
が
高
く
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る２９

。
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本
屏
風
で
は
、
盥
で
手
を
洗
う
他
の
絵
と
は
表
現
を
変
え
、
高
位
に
あ
る
女
が

盥
の
水
を
一
心
に
覗
く
姿
と
し
、
会
え
な
い
業
平
を
思
う
二
条
后
の
様
子
を
描
き

出
し
て
い
る
。
一
方
業
平
の
方
は
、
女
の
歌
を
立
ち
聞
き
、
女
の
思
い
に
余
裕
を

も
っ
て
応
え
る
側
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
に
お
い
て
二
条
后
と
業

平
の
物
語
は
、
女
の
思
い
に
男
が
応
え
る
段
か
ら
こ
う
し
て
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　

三
段　

ひ
じ
き
藻

　

次
に
檜
皮
葺
の
屋
根
が
見
え
る
の
は
、
第
四
・
五
扇
下
方
の
「
ひ
じ
き
藻
」
の

段
で
あ
る
（
図
38
）。
こ
の
段
の
物
語
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

男
が
思
い
を
懸
け
た
女
の
も
と
に
、
ひ
じ
き
藻
を
贈
っ
た
。
そ
の
と
き
添
え
た

歌
は
、「
思
ひ
あ
ら
ば
葎
の
宿
に
寝
も
し
な
む
ひ
し
き
も
の
に
は
袖
を
し
つ
つ
も
」

（
私
を
思
う
心
が
あ
る
な
ら
、
葎
の
茂
る
あ
ば
ら
屋
で
で
も
共
寝
し
て
ほ
し
い
、

夜
具
に
は
着
物
の
袖
を
使
う
な
り
し
て
で
も
）
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
二

条
の
后
が
ま
だ
帝
に
も
お
仕
え
し
な
い
で
、
普
通
の
身
分
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時

の
こ
と
で
あ
る
。

　

絵
で
は
、
檜
皮
葺
の
建
物
の
入
り
口
の
部
分
で
、
男
の
使
い
が
侍
女
に
包
み
を

差
し
出
し
て
い
る
景
（
図
40
）
と
、
室
内
に
い
る
女
が
男
か
ら
の
文
を
手
に
持
っ

て
、
侍
女
と
会
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
景
（
図
39
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
女
の
前

に
置
か
れ
た
包
み
は
開
け
ら
れ
て
、
中
に
黒
い
ひ
じ
き
が
見
え
て
い
る
。
女
は
男

の
歌
を
読
み
、
ひ
じ
き
藻
を
見
て
、
微
笑
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
段
の
絵
を
、
こ
の
よ
う
に
異
な
る
二
つ
の
時
点
を
見
せ
る
二
つ
の
景
に
よ

っ
て
描
く
も
の
は
多
い
。
小
野
家
本
、
大
英
図
書
館
本
（
図
43
）、
サ
ン
ト
リ
ー

本
な
ど
が
こ
の
構
図
を
と
っ
て
い
る
。
物
語
本
文
に
は
、
男
が
使
い
に
ひ
じ
き
藻

を
持
た
せ
た
と
も
、
女
が
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
読
ん
だ
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の

だ
が
、
こ
の
二
つ
の
景
が
よ
く
描
か
れ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
よ
う
な
使
い
や
取
次
が
必
要
な
身
分
で
あ
る

こ
と
、
特
に
高
位
の
女
に
は
そ
う
し
た
仲
介
を
経
て
や
っ
と
贈
り
物
が
届
く
こ
と

を
示
す
た
め
で
は
な
い
か
。
女
の
地
位
の
高
さ
は
、
各
人
物
の
い
る
位
置
の
違
い

に
よ
っ
て
も
表
さ
れ
て
い
る
。男
の
使
い
は
一
番
低
い
位
置
に
あ
る
沓
脱
に
跪
き
、

侍
女
は
そ
の
上
の
縁
に
座
っ
て
応
対
し
て
い
る
。
当
の
女
は
室
内
の
畳
の
上
、
部

屋
の
奥
の
御
簾
の
影
に
座
し
て
い
る
。
女
の
地
位
の
高
さ
は
、
こ
れ
ら
一
つ
一
つ

の
表
現
の
集
積
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
。
男
と
女
に
は
身
分
差
が
あ
り
、
男
は

女
に
す
ぐ
に
は
近
づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
の
贈
り
物
は
女
の
も
と
に
確
か
に
届
い
た
。
大
谷

俊
太
氏
は
、
ひ
じ
き
藻
を
添
え
た
か
ら
こ
そ
歌
は
女
に
届
い
た
と
す
る３０

。
歌
を

贈
る
と
き
は
木
の
枝
や
花
に
付
け
て
贈
る
も
の
で
あ
り
、ひ
じ
き
藻
は
使
わ
な
い
。

ひ
じ
き
藻
は
都
の
人
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
鄙
の
海
産
物
で
あ
り
、
恋
の
歌

を
贈
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
ひ
じ
き
藻
だ
か

ら
こ
そ
、
誰
に
も
気
づ
か
れ
ず
に
、
恋
の
歌
を
深
窓
の
女
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

そ
の
歌
は
、「
ひ
じ
き
も
の
に
は
袖
を
し
つ
つ
も
」
と
、「
ひ
じ
き
も
」
と
「
敷

物
」
を
掛
け
て
女
に
共
寝
を
誘
う
内
容
で
あ
っ
た
。「
ひ
じ
き
も
」
と
い
う
黒
い

海
産
物
と
、「
敷
物
」
と
い
う
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
を
、
掛
詞
に
し
て
女
を
誘

う
面
白
さ
、
お
か
し
さ
。
そ
し
て
身
分
の
高
い
深
窓
の
女
に
、「
葎
の
宿
」
で
寝

る
こ
と
を
迫
る
大
胆
さ
。
一
つ
目
の
景
で
は
、
そ
の
よ
う
な
歌
の
内
容
は
ま
っ
た

く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
侍
女
が
取
り
次
い
で
い
る
の
に
、
二
つ
目
の
景
で
は
も
う
そ

二
一

メ
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の
歌
が
部
屋
の
奥
で
女
に
読
ま
れ
て
い
る
。
二
つ
の
景
を
す
ぐ
隣
に
描
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
身
分
違
い
の
男
女
の
距
離
を
速
攻
で
縮
め
よ
う
と
す
る
男
の
企
て
が
示

さ
れ
て
面
白
い
の
で
あ
る
。
絵
に
男
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
段
に
お
け
る

男
の
存
在
感
は
大
き
い
。

　

本
屏
風
に
お
い
て
も
こ
の
よ
く
あ
る
構
図
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
本
屏
風

に
は
他
本
に
は
な
い
表
現
も
見
ら
れ
る
。 

　

一
つ
目
は
、
最
初
は
閉
じ
ら
れ
て
い
た
ひ
じ
き
の
包
み
が
（
図
40
）、
女
の
前

で
は
開
け
ら
れ
中
の
ひ
じ
き
が
見
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
39
）３１

。
こ
の
よ

う
に
描
け
ば
、
男
の
思
惑
と
事
の
経
緯
が
明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

　

二
つ
目
は
、
人
物
の
上
下
関
係
が
明
快
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
英

図
書
館
本
（
図
43
）
や
小
野
家
本
で
は
、
二
つ
の
景
は
水
平
方
向
の
左
右
に
配
さ

れ
て
お
り
、
上
下
関
係
は
視
覚
的
に
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
本
屏
風
で
は
、

男
の
使
者
と
取
り
次
ぐ
侍
女
を
上
下
に
、
室
内
の
女
を
最
上
位
に
配
し
て
い
る
。

こ
の
構
図
に
よ
り
、
女
の
地
位
の
高
さ
が
視
覚
的
に
見
せ
ら
れ
て
い
る
。 

　

三
つ
目
は
、
人
物
の
動
作
や
顔
の
表
情
が
、
こ
の
段
の
面
白
さ
を
よ
く
表
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
目
の
景
で
は
、
使
い
の
少
年
は
恭
し
く
膝
を
折
っ
て
礼

儀
正
し
く
包
み
を
差
し
出
し
、
侍
女
は
上
か
ら
目
線
を
下
に
送
り
、
気
取
っ
た
顔

で
対
応
し
て
い
る
（
図
40
・
42
）。
二
つ
目
の
景
で
は
、
女
は
男
の
歌
を
手
に
し
て

何
と
も
言
え
な
い
苦
笑
い
の
よ
う
な
表
情
を
し
て
侍
女
の
方
を
見
、
侍
女
は
そ
れ

に
応
え
て
い
る
（
図
39
・
41
）。
各
人
の
表
情
や
相
互
の
や
り
と
り
か
ら
、
各
々

の
立
場
と
男
の
企
て
の
経
過
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
特
に
、
文
を
見
て
苦
笑
い
を
す

る
女
と
そ
れ
に
応
じ
る
侍
女
の
様
子
は
、
観
者
に
男
の
文
の
内
容
を
想
像
さ
せ
る

も
の
と
も
な
り
、
そ
の
歌
の
内
容
を
知
る
観
者
は
、
こ
の
よ
う
な
表
情
を
し
て
い

る
高
位
の
女
と
も
即
座
に
共
感
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
他
本
を
見
る
と
、
女
は
真

顔
で
文
を
見
る
の
み
で
侍
女
を
見
ず
、
侍
女
も
女
の
方
を
見
て
い
な
か
っ
た
り
後

ろ
姿
で
あ
っ
た
り
し
（
図
44
）、
本
図
の
よ
う
な
表
現
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
女
の
苦
笑
い
の
表
情
を
い
か
に
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
乙
女

で
あ
れ
ば
、葎
の
宿
で
共
寝
を
誘
う
歌
を
読
ん
で
恥
じ
ら
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

他
本
で
女
が
文
を
真
顔
で
見
て
い
る
の
は
、
そ
の
内
容
に
驚
い
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
思
う
と
、
男
の
誘
い
の
歌
を
読
ん
で
こ
の
よ
う
に
微
笑
む

女
は
、
男
女
関
係
に
馴
染
ん
だ
女
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

本
図
で
は
、
歌
に
詠
ま
れ
る
ひ
じ
き
藻
と
い
う
小
道
具
に
よ
っ
て
二
人
の
距
離

が
一
気
に
縮
ま
っ
た
こ
と
が
、
人
物
描
写
も
丁
寧
に
さ
れ
な
が
ら
観
者
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　

五
十
三
段　

逢
ひ
が
た
き
女

　

右
隻
第
五
扇
に
は
「
逢
ひ
が
た
き
女
」
の
場
面
が
描
か
れ
る
（
図
45
）。
こ
の

段
の
話
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

昔
、
男
が
、
た
や
す
く
逢
う
こ
と
の
で
き
な
い
女
と
逢
っ
て
話
な
ど
す
る
う
ち

に
、
夜
明
け
を
告
げ
る
鶏
が
鳴
い
た
の
で
、「
い
か
で
か
は
鳥
の
鳴
く
ら
む
人
し

れ
ず
思
ふ
心
は
ま
だ
夜
深
き
に
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
だ
。

　

絵
で
は
、
檜
皮
葺
の
屋
根
の
下
に
室
内
が
見
え
、
下
ろ
さ
れ
た
御
簾
の
向
こ
う

に
、
寄
り
添
う
男
女
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
46
）。
男
女
二
人
の
姿
は
、
大
英
図

書
館
本
（
図
47
）
や
小
野
家
本
に
近
い
が
、
女
の
姿
は
左
右
を
反
転
さ
せ
、
二
人

の
距
離
も
少
し
離
し
て
描
か
れ
て
い
る
。部
屋
の
前
に
は
柳
の
木
が
伸
び
て
お
り
、

上
方
の
枝
に
雌
雄
の
鶏
が
二
羽
止
ま
り
、
雄
鶏
は
嘴
を
広
げ
鳴
い
て
い
る
。
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こ
の
五
十
三
段
は
、
他
本
で
は
絵
画
化
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
に
描
か
れ
た

一
方
、
本
屏
風
で
は
他
本
で
よ
く
描
か
れ
る
「
関
守
」
の
場
面
は
な
い
。「
関
守
」

も
二
条
后
と
の
逢
瀬
を
暗
示
す
る
段
で
あ
る
が
、「
関
守
」
を
選
ん
で
も
、
門
前

で
番
を
す
る
男
達
や
築
地
の
破
れ
を
越
え
よ
う
と
す
る
男
が
描
か
れ
る
ば
か
り

で
、
男
女
の
逢
瀬
は
表
現
さ
れ
え
な
い
。
本
屏
風
で
は
、
二
人
の
逢
瀬
の
情
景
を

描
く
た
め
に
、
こ
の
段
を
採
用
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
ひ
じ
き
藻
」
で
距

離
を
縮
め
た
二
人
は
こ
の
場
面
で
結
ば
れ
る
。

　

百
段　

忘
れ
草

　

業
平
と
二
条
后
は
右
隻
で
相
思
相
愛
の
仲
と
な
る
が
、
左
隻
の
「
忘
れ
草
」
と

「
く
だ
か
け
」
で
は
二
人
の
関
係
が
冷
め
て
い
く
こ
と
が
、「
初
紅
葉
」
で
は
二
人

の
別
れ
が
示
さ
れ
る
。

　

左
隻
第
一・
二
扇
下
方
に
描
か
れ
た「
忘
れ
草
」の
場
面
を
見
て
い
こ
う（
図
48
）。

物
語
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

男
が
後
涼
殿
と
清
涼
殿
の
間
を
通
っ
た
と
き
に
、
あ
る
高
貴
な
人
の
御
局
の
女

が
、忘
れ
草
を
「
し
の
ぶ
草
と
や
言
ふ
」
と
言
っ
て
侍
女
に
差
し
出
さ
せ
た
の
で
、

男
は
頂
戴
し
て
「
忘
れ
草
生
ふ
る
野
辺
と
は
見
る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り
の
ち

も
頼
ま
む
」（
あ
な
た
は
私
を
忘
れ
草
の
生
え
た
野
辺
─
あ
な
た
を
忘
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
私
─
と
御
覧
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
草
は
し
の
ぶ
草

で
、
私
は
あ
な
た
を
お
慕
い
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
後
も
変
わ
ら
ず
お
頼
り
申

し
上
げ
ま
す
）
と
い
う
歌
を
詠
ん
だ
。

　

絵
で
は
、
中
庭
の
よ
う
な
空
間
を
取
り
囲
む
よ
う
に
建
物
が
描
か
れ
、
右
側
の

室
内
に
は
女
が
左
方
を
気
に
か
け
て
座
っ
て
い
る
（
図
48
）。
絵
の
中
央
に
は
、

檜
扇
を
持
っ
て
立
つ
侍
女
と
男
が
描
か
れ
る
。
侍
女
は
御
簾
を
開
け
、
男
を
呼
び

止
め
る
素
振
り
を
見
せ
て
お
り
、
一
方
の
男
は
そ
こ
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
と

き
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
と
い
う
様
子
で
、
振
り
向
き
ざ
ま
に
侍
女
の
声
に
応
じ
て

い
る
。
物
語
本
文
で
は
、
女
が
侍
女
に
忘
れ
草
を
差
し
出
さ
せ
、
男
の
気
持
ち
を

問
う
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
男
は
、
あ
な
た
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
忍
ん

で
い
る
の
だ
と
歌
を
詠
む
。
忘
れ
草
と
い
う
小
道
具
と
し
の
ぶ
草
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
、
恋
の
問
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
絵
で
は
、
御
局
か
ら
草
の
よ
う

な
も
の
は
差
し
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

他
の
絵
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
面
の
絵
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ

の
も
の
が
あ
る
。
一
つ
は
本
屏
風
と
同
じ
く
、
侍
女
が
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
男

を
呼
び
止
め
て
い
る
も
の
（
鉄
心
斎
文
庫
本
、
Ｃ
Ｂ
本
、
海
の
見
え
る
杜
本
（
図

49
））、
も
う
一
つ
は
、
男
と
室
内
に
い
る
侍
女
が
半
蔀
を
隔
て
て
や
り
と
り
す
る

様
子
を
描
く
も
の
（
小
野
家
本
、
中
尾
家
本
、
大
英
図
書
館
本
（
図
50
）、
ス
ペ

ン
サ
ー
本
）
で
あ
る
。
二
つ
の
構
図
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
植
物
を
描
く
も
の
は

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、細
長
い
葉
（
鉄
心
斎
文
庫
本３２

、ス
ペ
ン
サ
ー
本
（
図
51
））
や
、

檜
の
よ
う
な
形
の
葉
（
大
英
図
書
館
本
（
図
52
）、
中
尾
家
本
）
が
見
え
る
。
絵

に
よ
っ
て
、細
長
い
葉
と
、檜
の
よ
う
な
形
の
葉
が
あ
る
の
は
、な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。  

　

こ
こ
で
、
忘
れ
草
、
忍
ぶ
草
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
草
な
の
か
検
討
し
て

み
た
い
。 

　
「
忘
れ
草
」
は
、「
か
ん
ぞ
う
（
萱
草
）
の
異
名
」
と
さ
れ
る
。（『
日
本
国
語
大

辞
典
』）。
第
一
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
連
歌
・
俳
諧
の
書
で
も
忘
れ
草
は
萱
草

と
さ
れ
（
萱
草
は
図
53
）、
忘
れ
草
と
い
う
言
葉
は
、
人
を
忘
れ
る
、
人
に
忘
れ

ら
れ
る
こ
と
を
示
す
と
き
に
使
わ
れ
た
。
一
方
「
忍
ぶ
草
」
は
、「

（1）
し
の
ぶ
（
忍
）
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の
異
名
。

（2）
の
き
し
の
ぶ（
軒
忍
）の
異
名
。

（3）
わ
す
れ
ぐ
さ
（
忘
草
）
の
別
称
。」

と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
忍
ぶ
草
」
は
、
忍
（
図
54
）
や
軒
忍
（
図
55
）
を
指
す
言

葉
で
あ
る
の
だ
が
、
忘
れ
草
の
別
称
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
た３３

。

　

鉄
心
斎
文
庫
本
や
ス
ペ
ン
サ
ー
本
（
図
51
）
に
描
か
れ
た
葉
の
形
は
細
長
く
、

萱
草
の
葉
の
よ
う
に
見
え
る
。
萱
草
で
あ
れ
ば
忘
れ
草
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
に

な
る３４

。
一
方
、
檜
の
よ
う
な
形
の
葉
を
描
く
大
英
図
書
館
本
（
図
52
）
や
中
尾

家
本
は
、
忍
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
忘
れ
草
と
忍
ぶ
草
を
混
同

し
て
（
忘
れ
草
と
忍
ぶ
草
は
同
じ
も
の
だ
と
認
識
し
て
）、
女
の
差
し
出
す
忘
れ

草
と
し
て
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
男
の
歌
に
詠
ま
れ
た
「
こ
は
し

の
ぶ
な
り
」
と
い
う
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
描
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
屏
風
で
は
、
御
局
か
ら
葉
の
よ
う
な
も
の
は
何
も
差
し
出
さ
れ
て
い
な
い
。

忘
れ
草
も
忍
ぶ
草
も
描
か
れ
て
い
な
い
一
方
で
、
庭
に
雑
草
の
よ
う
な
草
が
勢
い

よ
く
生
え
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
（
図
56
）。
薄
の
よ
う
な
細
長
い
葉
や
穂
が

出
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
萱か
や

の
よ
う
に
見
え
よ
う
か３５

。
和
歌

で
は
、「
刈
萱
」
の
縁
語
と
し
て
「
み
だ
る
る
」
が
あ
る
。
内
裏
の
後
涼
殿
と
い

う
場
に
は
相
応
し
く
な
い
萱
の
よ
う
な
草
が
勢
い
よ
く
生
え
た
情
景
が
描
か
れ
た

の
は
、
女
が
思
い
乱
れ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
た
め
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

草
の
名
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
の
段
で
、
女
の
気
持
ち
の
乱
れ
を
強
調
し
よ
う
と
忘

れ
草
や
忍
ぶ
草
と
は
別
の
草
で
表
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
興
味
深
い
。

　

本
図
で
は
、
そ
の
女
の
姿
が
、
右
の
室
内
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ

る
（
図
57
）。
他
本
で
は
女
の
姿
が
描
か
れ
た
も
の
は
な
い
。
女
は
、
男
の
い
る

左
の
方
を
気
に
し
て
お
り
、
右
手
を
上
げ
て
草
の
生
え
た
庭
の
方
を
指
さ
し
て
い

る
。
そ
の
顔
を
見
る
と
（
図
58
）、
眉
根
を
寄
せ
目
も
上
が
り
気
味
で
、
思
い
詰

め
た
よ
う
な
形
相
と
な
っ
て
い
る
。
男
の
思
い
が
冷
め
た
こ
と
を
恨
む
よ
う
な
表

情
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
男
の
方
は
、
呑
気
で
無
頓
着
な
顔
を
し
て
、
こ
の
場
を

通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
（
図
59
）。

　

そ
し
て
男
が
歩
く
方
向
の
ず
っ
と
先
、
男
が
歩
く
縁
が
板
塀
に
隠
れ
た
さ
ら
に

先
に
、
萱
草
が
橙
色
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
（
図
60
）。
萱
草
、
つ
ま
り
忘
れ
草

で
あ
る
。
本
屏
風
で
は
忘
れ
草
は
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
方
向
に
歩
い
て
行
く
男
の
気
持
ち
を
、
つ
ま
り
男
は
い
ず
れ
女
を
忘
れ
る
だ

ろ
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
場
面
で
は
、
女
が
男
へ
の
執
着
を
見
せ
る
一
方
、
男
の
気
持
ち
は
既
に
冷

め
て
い
る
こ
と
が
、
画
面
に
配
さ
れ
た
植
物
や
人
物
の
細
や
か
な
表
現
に
よ
っ
て

示
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。

　

十
四
段　

く
だ
か
け

　
「
忘
れ
草
」
の
場
面
の
左
側
、
左
隻
第
三
〜
五
扇
下
方
に
は
「
く
だ
か
け
」
の

場
面
が
描
か
れ
る
（
図
61
）。
こ
の
段
の
物
語
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

男
が
奥
州
に
行
っ
た
際
出
会
っ
た
女
が
、
京
の
男
を
世
に
も
稀
な
も
の
と
思
っ

て
思
慕
を
募
ら
せ
、
歌
を
詠
ん
だ
。
そ
こ
で
男
は
女
の
も
と
へ
行
き
一
夜
寝
た
の

だ
が
、
男
が
夜
深
く
に
出
て
い
く
と
、
女
は
、
鶏
の
鳴
く
声
で
男
が
出
て
行
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
、
鶏
を
狐
に
食
わ
せ
て
し
ま
お
う
と
い
う
野
卑
な
内
容
の

歌
を
詠
む
。
そ
こ
で
男
は
京
へ
帰
ろ
う
と
し
て
、「
栗
原
の
あ
ね
は
の
松
の
人
な

ら
ば
み
や
こ
の
つ
と
に
い
ざ
と
い
は
ま
し
を
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
だ
。

　

こ
の
段
に
登
場
す
る
女
は
、『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
や
『
伊
勢
物
語
陽
成

院
伝
』『
増
纂
伊
勢
物
語
注
』『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』で
は
、二
条
后
と
さ
れ
て
い
る
。

二
四
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二
条
后
の
父
、
長
良
中
納
言
が
、
陸
奥
の
国
司
で
大
原
の
栗
原
あ
ね
は
の
谷
と
い

う
所
に
住
ん
だ
と
き
の
こ
と
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

野
卑
な
色
付
け
を
さ
れ
た
女
性
が
二
条
后
に
比
定
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
ど
の
注
釈
に
も
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
不
明
で
あ
る
。

　

絵
で
は
、
室
内
に
女
が
じ
っ
と
座
っ
て
お
り
、
そ
の
視
線
の
先
に
、
閉
じ
た
蔀

戸
を
隔
て
て
男
が
出
て
い
く
と
こ
ろ
が
描
か
れ
る
（
図
61
・
62
）。
女
の
い
る
部

屋
と
男
と
の
間
に
は
美
し
い
枝
ぶ
り
の
大
き
な
松
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
白

い
鶏
が
一
羽
止
ま
っ
て
、
嘴
を
開
け
鳴
い
て
い
る
（
図
63
）。

　

他
本
で
は
、
女
を
後
ろ
姿
で
描
く
も
の
も
多
い
の
だ
が
（
久
保
惣
本
、
小
野
家

本
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
、
大
英
図
書
館
本
（
図
65
）、
嵯
峨
本
）、
本
屏
風
で
は
女
の

顔
は
明
瞭
に
表
さ
れ
て
い
る
（
図
64
）。
出
て
行
っ
た
男
の
方
を
じ
っ
と
見
つ
め

る
女
の
額
に
は
数
本
の
髪
が
乱
れ
掛
か
り
、
表
着
の
前
方
左
右
に
も
長
い
髪
が
揺

ら
め
く
よ
う
に
落
ち
て
い
る
。
女
の
奥
に
は
二
つ
の
枕
が
、
手
前
に
は
火
の
消
え

た
灯
台
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
、
こ
の
女
が
、
直
前
ま
で
の
男

と
の
逢
瀬
の
余
韻
に
浸
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
女
の
部
屋
の
上
部
の
金
雲
に

は
、
鳴
い
た
鶏
を
狐
に
食
わ
せ
て
し
ま
お
う
と
い
う
女
の
執
心
を
表
す
歌
が
書
か

れ
て
い
る
。

　

外
の
男
は
振
り
返
っ
て
女
の
方
を
気
に
し
て
い
る
が
、
他
の
絵
で
は
、
男
は
女

の
部
屋
と
は
逆
の
方
を
向
い
て
去
っ
て
い
く
も
の
が
多
く
（
図
65
）、
女
に
冷
淡

な
男
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
大
英
図
書
館
本
で
は
、さ
ら
に
、

去
っ
て
い
く
男
の
髪
が
逆
立
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
66
）。
こ
れ
は
愛
欲

の
深
い
田
舎
の
女
に
対
す
る
、
男
の
蔑
み
や
嫌
悪
の
情
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う３６

。

ま
た
大
英
図
書
館
本
等
で
は
、
男
は
刀
を
持
っ
た
従
者
を
連
れ
て
い
る
（
図
65
）。

こ
れ
も
男
の
権
威
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
図
の
男
に
は
従
者
は
い
な

い
。

　

男
は
女
の
方
を
振
り
返
っ
て
い
る
が
、
男
の
目
の
前
に
は
松
の
大
木
が
生
え
て

い
る
。
松
は
、
男
が
詠
ん
だ
歌
の
中
に
出
て
く
る
松
を
意
識
し
て
描
か
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
歌
は
、
松
に
対
し
、
あ
な
た
が
松
で
は
な
く
人
な
ら
ば
都
の
み
や
げ

に
さ
あ
一
緒
に
と
い
う
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
つ

い
て
『
伊
勢
物
語
陽
成
院
伝
』
や
『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』
は
、
后
を
松
に
た
と
え

后
が
「
よ
の
つ
ね
の
人
な
ら
ば
」「
尋
常
の
人
な
ら
ば
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と

す
る
。
描
か
れ
た
松
は
、
美
し
い
枝
ぶ
り
な
の
だ
が
大
き
く
聳
え
て
お
り
、
こ
れ

で
は
一
緒
に
帰
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
男
が
進
も
う
と
す
る
右
側
の
先

に
は
、「
忘
れ
草
」
の
段
で
見
た
萱
草
の
花
が
咲
い
て
い
る
（
図
60
）。
こ
の
萱
草

の
花
は
、
く
だ
か
け
の
男
も
や
は
り
女
を
や
が
て
忘
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
暗
示

し
て
い
よ
う
。

　

男
女
は
お
互
い
の
い
る
方
向
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
ポ
ー
ズ
を
と
り
、
未
練
を
残

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
二
人
の
間
に
は
蔀
戸
や
歌
に
詠
ま
れ
た
大
き
な
松
や
鶏
が

描
か
れ
て
い
る
。
お
互
い
を
見
る
こ
と
は
も
う
叶
わ
ず
、
二
人
の
別
れ
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　

九
十
六
段　

初
紅
葉

　
「
く
だ
か
け
」
の
左
上
方
、
左
隻
第
四
・
五
扇
の
中
程
に
は
、「
初
紅
葉
」
の
場

面
が
描
か
れ
る
（
図
67
）。
こ
の
段
の
物
語
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　

男
は
女
を
思
い
言
い
寄
っ
て
い
た
が
、
暑
い
季
節
だ
っ
た
の
で
、
女
は
、
今
は

あ
な
た
を
思
う
ほ
か
何
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
体
に
で
き
も
の
が
で
き
た
の
で

二
五

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



秋
風
が
吹
く
こ
ろ
に
、
と
言
っ
て
き
た
。
し
か
し
秋
に
な
る
頃
に
は
そ
れ
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
女
は
楓
の
初
紅
葉
を
拾
わ
せ
て
歌
を
詠
み
、
男

の
使
い
が
来
た
ら
渡
す
よ
う
に
言
っ
て
去
っ
た
。
そ
の
歌
は
、
秋
に
な
っ
た
ら
と

お
約
束
し
て
い
た
の
に
、
秋
が
来
て
木
の
葉
が
降
り
し
い
て
浅
い
江
と
な
る
、
浅

い
ご
縁
で
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
女
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
は
わ
か

ら
な
い
。
男
は
天
の
逆
手
を
打
っ
て
女
を
呪
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

絵
で
は
、
室
内
に
男
女
二
人
が
向
か
い
合
っ
て
座
し
、
前
に
紅
葉
の
葉
が
数
枚

入
っ
た
蒔
絵
の
箱
が
置
か
れ
て
い
る
（
図
67
・
68
）。
屋
外
の
右
方
に
も
紅
葉
し

た
木
が
描
か
れ
て
お
り
、
秋
た
け
な
わ
の
情
景
と
な
っ
て
い
る
。『
冷
泉
家
流
伊

勢
物
語
抄
』
や
『
伊
勢
物
語
懐
中
抄
』『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』
な
ど
で
は
、
こ
の

段
の
男
は
業
平
、
去
っ
た
女
は
二
条
后
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

描
か
れ
た
女
は
二
条
后
の
使
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
段
の
建
物
の
屋
根
が

板
葺
き
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
絵
に
二
条
后
そ
の
人
は
も
う
登
場
し
な
い
か

ら
で
あ
ろ
う
か
。

　

他
本
で
こ
の
段
を
描
く
も
の
は
少
な
い
の
だ
が
、
こ
の
構
図
は
Ｃ
Ｂ
本
（
図
69
）

に
よ
く
似
て
い
る
。
Ｃ
Ｂ
本
で
は
、
使
い
の
女
は
縁
に
座
り
、
視
線
を
下
に
向
け

紅
葉
の
箱
の
方
を
見
て
い
る
。
男
も
顔
を
下
に
向
け
て
紅
葉
の
箱
を
見
て
お
り
、

女
に
会
え
な
い
と
い
う
知
ら
せ
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
風
情
で
あ
る
。

　

し
か
し
本
屏
風
で
は
、
女
は
室
内
の
畳
の
上
に
座
し
て
お
り
、
男
と
視
線
を
交

わ
し
て
い
る
（
図
68
）。
男
の
目
は
わ
ず
か
に
上
弦
の
弧
を
描
き
（
図
５
）、
女
も

少
し
だ
け
口
角
を
上
げ
て
い
る
。
物
語
で
は
業
平
は
、
女
が
去
っ
た
こ
と
に
対
し

天
の
逆
手
を
打
と
う
と
い
う
ほ
ど
恨
む
の
だ
が
、
こ
の
絵
で
は
女
が
去
っ
た
こ
と

を
知
り
安
堵
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
二
条
后
と
の
恋
愛
が
終
わ
っ

た
こ
と
に
対
す
る
安
堵
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
段
は
二
条
后
と
の
恋
愛
を
描
く
場
面
の
最
後
に
位
置
し
て
い
る
。
本
屏
風

で
は
、
二
条
后
と
の
恋
愛
の
終
焉
を
示
す
こ
の
段
の
絵
が
、
そ
の
状
況
を
肯
定
す

る
か
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。

　
　

第
二
節　

有
常
女
の
表
現

　

次
に
、
有
常
女
が
登
場
す
る
段
の
表
現
に
つ
い
て
、
右
隻
の
右
側
か
ら
順
に
見

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

初
段　

春
日
の
里

　

右
隻
右
端
の
下
方
に
は
春
日
の
里
の
場
面
が
描
か
れ
る
（
図
70
）。
こ
の
物
語

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

男
が
元
服
し
て
、
奈
良
の
京
の
春
日
の
里
に
領
地
が
あ
っ
た
の
で
、
狩
に
出
か

け
た
。
そ
こ
に
生
き
生
き
と
し
て
魅
力
的
な
姉
妹
が
住
ん
で
い
た
。
男
は
垣
間
見

て
、
古
い
都
に
は
不
似
合
い
な
有
様
だ
っ
た
の
で
、
心
が
動
揺
し
た
。
男
は
着
て

い
た
信
夫
摺
の
狩
衣
の
裾
を
切
っ
て
歌
を
書
い
て
送
っ
た
。「
春
日
野
の
若
紫
の

す
り
衣
し
の
ぶ
の
み
だ
れ
か
ぎ
り
知
ら
れ
ず
」
と
い
う
歌
を
、
男
は
大
人
ぶ
っ
て

詠
み
贈
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
誰
ゆ
ゑ
に

乱
れ
そ
め
に
し
我
な
ら
な
く
に
」
と
い
う
歌
の
趣
向
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

昔
の
人
は
こ
ん
な
性
急
な
求
愛
（「
い
ち
は
や
き
み
や
び
」）
を
し
た
の
で
あ
る
。

　

初
段
の
絵
と
し
て
は
、男
が
女
を
垣
間
見
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
く
も
の
（
中

尾
家
本
、ス
ペ
ン
サ
ー
本
、東
博
如
慶
本
）や
、男
が
歌
を
書
く
姿
を
描
く
も
の（
白

描
本
、
異
本
伊
勢
）
も
あ
る
が
、
室
内
に
姉
妹
を
配
し
、
外
に
男
と
姉
妹
の
侍

女
が
立
っ
た
ま
ま
対
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
く
も
の
も
多
い
（
小
野
家
本
（
図
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71
）、
サ
ン
ト
リ
ー
本
、
Ｃ
Ｂ
本
（
図
72
）、
大
英
図
書
館
本
、
嵯
峨
本
）。
本
屏

風
の
絵
で
も
、
外
で
男
と
侍
女
が
対
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
の
で

（
図
73
）、
ま
ず
は
こ
の
情
景
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

男
と
侍
女
の
対
面
を
含
む
絵
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
男
と
侍
女
は
、
狩
衣
の

裾
や
文
な
ど
を
手
に
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
対
面
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か

わ
か
り
に
く
い
。
し
か
し
Ｃ
Ｂ
本
で
は
、
侍
女
が
手
紙
を
手
に
持
っ
て
男
を
追
い

か
け
、
男
が
振
り
返
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
72
）。
こ
れ
は
、
既
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
首
目
の
歌
を
女
か
ら
の
返
歌
と
捉
え
る
『
伊
勢
物
語

肖
聞
抄
』『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』『
伊
勢
物
語
歌
之
注
』『
伊
勢
物
語
懐
中
抄
』『
伊

勢
物
語
奥
秘
書
』
な
ど
の
注
釈
を
踏
ま
え
、
女
か
ら
の
返
歌
を
侍
女
が
男
に
届
け

よ
う
と
し
て
い
る
情
景
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
は
本
文
の
「
お
ひ
つ
き
て
」
を
、

「
老
ひ
づ
き
て
」（
大
人
ぶ
っ
て
の
意
）
で
は
な
く
、「
追
ひ
つ
き
て
」
と
解
釈
し

た
こ
と
に
よ
る
表
現
で
あ
ろ
う３７

。

　

男
と
侍
女
の
対
面
が
、
同
じ
画
面
に
二
度
描
か
れ
る
作
品
も
あ
る
（
大
英
図
書

館
本
、
小
野
家
本
（
図
71
））。
こ
れ
ら
は
、
一
首
目
の
歌
を
男
が
贈
る
と
こ
ろ
と
、

二
首
目
を
女
の
返
歌
と
捉
え
て
、
侍
女
が
男
に
そ
の
返
歌
を
渡
す
と
こ
ろ
の
、
双

方
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
屏
風
で
は
、男
と
侍
女
が
対
面
す
る
景
は
一
度
の
み
描
か
れ
て
い
る（
図
73
）。

男
の
手
の
あ
た
り
は
絵
の
具
が
剥
落
し
て
よ
く
見
え
ず
、
男
が
歌
を
渡
そ
う
と
し

て
い
る
の
か
、
侍
女
が
返
歌
を
渡
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
男
が
こ

ち
ら
に
顔
を
向
け
た
前
傾
姿
勢
を
取
り
、
右
手
を
上
げ
る
と
い
う
積
極
的
な
様
子

を
見
せ
て
い
る
の
で
、
男
が
一
首
目
の
歌
を
渡
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ

る
。
上
部
の
金
雲
に
も
男
の
歌
が
書
か
れ
て
い
る
。
男
は
明
る
い
緑
の
狩
衣
を
着

て
、
い
か
に
も
若
々
し
い
顔
つ
き
で
侍
女
に
何
か
を
話
し
か
け
て
い
る
（
図
74
）。

若
々
し
く
見
え
る
の
は
、
頬
の
輪
郭
が
下
ぶ
く
れ
で
、
目
も
少
し
吊
り
上
が
り
気

味
に
上
弦
の
弧
を
描
く
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
他
本
で
は

男
が
従
者
を
連
れ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
（
図
71
、
72
）、
本
図
で
は
男

が
一
人
で
行
動
し
て
い
る
の
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

画
面
の
右
側
の
室
内
に
は
、
姉
妹
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
75
）。
姉
妹

の
う
ち
の
一
人
は
後
ろ
姿
で
あ
る
も
の
の
、
左
を
向
い
て
左
手
を
上
げ
、
外
の
様

子
に
気
が
付
い
て
色
め
き
た
っ
た
よ
う
な
素
振
り
を
見
せ
て
い
る
。
向
か
い
に
座

る
そ
の
姉
ら
し
き
方
は
、
外
の
方
は
見
ず
妹
の
方
を
向
い
て
座
り
、
妹
の
様
子
に

気
を
揉
ん
で
い
る
と
い
っ
た
様
子
で
あ
る
。
本
図
で
は
、
姉
妹
の
側
が
、
御
簾
越

し
に
男
を
見
遣
る
構
図
と
な
っ
て
い
る
（
図
70
）。
こ
の
位
置
関
係
は
他
本
に
は

見
ら
れ
な
い
。
他
の
ほ
と
ん
ど
の
絵
で
は
、
姉
妹
は
絵
の
後
方
に
配
さ
れ
静
的
に

描
か
れ
て
い
る
（
図
71
・
72
）。
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
絵
の
男
は
一
首
目
の

歌
を
渡
そ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
姉
妹
は
、
男
か
ら
の
歌
を
ま
だ

見
て
お
ら
ず
、
外
に
男
が
来
た
こ
と
に
初
め
て
気
が
つ
い
た
と
こ
ろ
と
言
え
る
。

姉
妹
は
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
の
か
と
、
胸
を
と
き
め
か
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
図
は
、
元
服
し
た
ば
か
り
の
男
が
大
人
ぶ
っ
て
「
い
ち
は
や
き
み
や
び
」
を

し
よ
う
と
歌
を
持
っ
て
来
た
様
子
と
、
そ
の
様
子
を
窺
う
姉
妹
を
、
他
に
は
例
の

な
い
構
図
や
表
現
で
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
情
景
に
鹿
を
配
す
る
の
は
他
の
絵
と
同
様
で
あ
る
が
、
満
開
の
桜
を
描
く

の
は
珍
し
い
。
他
の
絵
で
は
桜
で
は
な
く
、
梅
や
楓
が
描
か
れ
る
（
図
71
・
72
）３８

。

桜
は
す
ぐ
左
の
十
七
段
の
情
景
と
繋
が
る
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
（
図
76
）、
こ

の
場
面
で
桜
が
描
か
れ
て
い
る
意
味
に
つ
い
て
は
、
次
の
段
で
考
え
た
い
。

二
七

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



　

十
七
段　

年
に
稀
な
る
人

　

右
隻
の
第
三
扇
下
方
に
は
「
年
に
稀
な
る
人
」
の
場
面
が
描
か
れ
る
（
図
77
）。

こ
の
段
の
物
語
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

も
う
何
年
も
や
っ
て
来
な
か
っ
た
人
が
、桜
の
盛
り
に
桜
を
見
に
訪
れ
た
の
で
、

家
の
主
が
「
あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
立
て
れ
桜
年
に
ま
れ
な
る
人
も
待
ち
け
り
」

と
い
う
歌
を
詠
む
と
、「
今
日
来
ず
は
明
日
は
雪
と
も
降
り
な
ま
し
消
え
ず
は
あ

り
と
も
花
と
見
ま
し
や
」
と
返
し
の
歌
が
詠
ま
れ
る
。

　

物
語
本
文
に
家
の
主
の
性
別
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
注
の
系
統
の
注
釈
書

で
は
、
主
を
有
常
女
と
し
、
訪
ね
て
き
た
の
を
業
平
と
す
る
。
桜
の
花
は
、
す
ぐ

に
散
っ
て
し
ま
う
た
め
移
り
気
な
浮
気
な
心
に
見
立
て
ら
れ
た
。
家
の
主
は
、
自

分
が
桜
の
よ
う
に
移
り
気
（「
あ
だ
」）
で
あ
る
と
い
う
評
判
が
あ
る
こ
と
を
気
に

し
な
が
ら
、
桜
は
あ
だ
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
た
ま
に
し
か
や
っ
て
来
な
い
あ

な
た
を
こ
う
し
て
待
っ
て
散
ら
ず
に
咲
い
て
い
ま
し
た
、
と
い
う
歌
を
詠
む
。
す

る
と
客
は
、
今
日
来
た
か
ら
ま
だ
散
ら
な
い
で
い
た
が
、
明
日
来
て
い
た
ら
雪
の

よ
う
に
散
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
、
と
い
う
歌
を
返
す
。

　

こ
の
よ
う
に
桜
の
花
が
人
の
浮
気
心
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
伊

勢
物
語
』
の
他
の
歌
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
十
段
で
は
「
吹
く
風
に
去

年
の
桜
は
散
ら
ず
と
も
あ
な
頼
み
が
た
人
の
心
は
」
と
い
う
歌
が
、
九
十
段
で
は

「
桜
花
今
日
こ
そ
か
く
も
に
ほ
ふ
と
も
あ
な
頼
み
が
た
明
日
の
夜
の
こ
と
」
と
い

う
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
桜
は
美
し
い
花
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
す
ぐ
に
散
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
、
愛
し
い
恋
人
の
当
て
に
な
ら
な
い
移
り
気
を
暗
示
す
る
も
の

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

絵
で
は
、
桜
の
咲
く
庭
に
面
し
て
、
板
葺
き
屋
根
の
建
物
が
あ
る
（
図
77
）。

部
屋
と
縁
の
間
に
建
具
は
な
く
、
御
簾
も
巻
き
上
げ
ら
れ
、
室
内
に
い
る
二
人
か

ら
外
の
桜
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
室
内
の
二
人
を
見
る
と
、女
は
、

部
屋
の
奥
に
立
て
ま
わ
さ
れ
た
屏
風
の
正
面
、
部
屋
の
中
央
に
座
し
、
こ
の
家
の

主
で
あ
る
位
置
に
い
る
も
の
の
、
男
性
よ
り
も
体
は
小
さ
く
、
顔
を
少
し
俯
け
て

い
る
（
図
79
）。
そ
れ
に
対
し
、
男
の
方
が
体
は
大
き
く
全
身
が
見
え
、
左
手
を

胸
の
前
ま
で
上
げ
る
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
お
り
、
動
き
が
あ
る
（
図
78
）。
袖
口
か

ら
見
え
る
そ
の
手
は
何
か
を
訴
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
女
を
あ
だ
で
あ
る
と
男

が
責
め
て
詠
ん
だ
歌
の
内
容
を
彷
彿
さ
せ
る
仕
草
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
男

の
背
後
の
障
子
に
は
（
図
80
）、
青
の
流
水
の
よ
う
な
模
様
の
上
に
胡
粉
で
白
い

花
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
外
の
桜
の
枝
が
伸
び
て
き
て
お
り
、
桜
の
花
の
一
部
が
雪

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
明
日
で
あ
れ
ば
桜

も
雪
の
よ
う
に
散
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
す
る
男
の
歌
を
思
わ
せ
る
。

　

縁
の
下
方
で
は
、
侍
女
二
人
が
座
し
、
少
し
困
っ
た
よ
う
な
顔
で
互
い
に
顔
を

見
合
わ
せ
て
い
る
（
図
81
）。
そ
の
様
子
も
、
男
女
の
会
話
の
内
容
が
あ
ま
り
良

い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
侍
女
の
様
子

も
含
め
、
こ
の
絵
に
描
か
れ
た
男
の
仕
草
や
画
中
画
、
そ
こ
に
か
か
る
桜
の
枝
の

表
現
は
、
男
が
女
を
あ
だ
で
あ
ろ
う
と
責
め
る
歌
の
内
容
を
見
せ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　

し
か
し
外
に
目
を
向
け
る
と
、
庭
で
満
開
に
咲
く
桜
は
、
花
び
ら
を
一
枚
た
り

と
も
落
と
し
て
い
な
い
。
右
側
の
「
春
日
の
里
」
か
ら
桜
の
木
が
連
続
し
て
何
本

も
描
か
れ
て
い
る
が
、地
面
に
は
散
っ
た
花
び
ら
は
ま
っ
た
く
描
か
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
、
桜
が
花
び
ら
を
散
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
浮
気
心
な
ど
は
持
た
ず
「
春
日

の
里
」
で
男
に
出
会
っ
た
と
き
か
ら
ず
っ
と
、
女
が
こ
の
男
だ
け
を
思
っ
て
い
た

二
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こ
と
を
示
す
表
現
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
情
景
で
は
、
花
び
ら
を
散
ら
さ
な
い

桜
の
花
が「
春
日
の
里
」の
場
面
と
連
続
さ
せ
て
何
本
も
描
か
れ
て
い
る
た
め（
図

76
）、
そ
の
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う３９

　

そ
し
て
、
そ
の
満
開
の
桜
の
上
部
か
ら
二
人
の
い
る
部
屋
の
上
に
ま
で
か
か
る

金
雲
に
、「
あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
立
て
れ
桜
花
と
し
に
ま
れ
な
る
人
も
待
ち
け
り
」

と
い
う
女
の
歌
が
書
か
れ
て
い
る
た
め
（
図
77
）、
男
が
女
を
非
難
す
る
仕
草
を

し
て
い
て
も
、
こ
の
歌
の
文
字
と
桜
の
情
景
全
体
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
女
の
一
途

な
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
と
受
け
取
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
絵
は
こ
の
段
の
「
主
」
を
、
男
を
待
ち
続
け
た
女
、
有
常
女
と
し
て
造
形

し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

二
十
三
段　

筒
井
筒

　

次
に
有
常
女
が
登
場
す
る
の
は
、
左
隻
第
三
扇
の
「
筒
井
筒
」
の
情
景
で
あ
る

（
図
82
）。
こ
の
段
の
物
語
で
は
次
の
よ
う
な
話
が
語
ら
れ
る
。

　

田
舎
の
井
戸
の
近
く
で
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
（
男
女
）
が
、
大
人
に
な
り
、
双

方
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
が
、
お
互
い
に
こ
の
人
こ
そ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
し
て

男
の
も
と
か
ら
「
筒
井
つ
の
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
た
け
過
ぎ
に
け
ら
し
な
妹
見

ざ
る
ま
に
」（
昔
、
井
筒
で
は
か
っ
た
私
の
背
丈
は
、
も
う
そ
の
井
筒
よ
り
高
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
、
あ
な
た
と
会
わ
な
い
で
い
る
間
に
）
と
い
う
歌

が
贈
ら
れ
る
と
、
女
も
「
く
ら
べ
こ
し
ふ
り
わ
け
髪
も
肩
過
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て

誰
か
あ
ぐ
べ
き
」（
あ
な
た
と
長
さ
を
比
べ
合
っ
て
き
た
振
分
髪
も
、
今
は
肩
を
超

え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
あ
な
た
以
外
の
誰
の
た
め
に
髪
上
げ
を
し
ま
し
ょ
う
か
）

と
い
う
歌
を
返
す
。
そ
し
て
と
う
と
う
二
人
は
結
婚
す
る
。

　

絵
を
見
る
と
（
図
82
）、
背
後
に
板
屋
根
の
土
塀
と
門
が
あ
る
前
の
空
間
に
、

緑
の
葉
を
垂
ら
し
た
大
き
な
柳
の
木
が
生
え
て
い
る
。
そ
の
柳
の
下
に
井
筒
が
あ

り
、
そ
こ
に
二
人
の
人
物
が
立
っ
て
い
る
。

　

他
本
で
は
、
背
後
の
塀
を
描
か
な
い
も
の
や
、
木
が
柳
で
は
な
く
桐
な
ど
他
の

木
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
井
筒
に
二
人
を
配
す
る
点
で
は
、
ど
の
絵
の

構
図
も
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
人
の
表
現
は
絵
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
る
。

二
人
の
背
丈
を
、
井
筒
の
桁
と
同
じ
く
ら
い
の
背
丈
と
し
幼
さ
を
強
調
し
て
描
く

も
の
（
小
野
家
本
、
大
英
図
書
館
本
（
図
83
））
が
あ
る
一
方
で
、
井
筒
よ
り
も
背

を
高
く
描
く
も
の
も
あ
る
（
中
尾
家
本
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
、
Ｃ
Ｂ
本
（
図
84
）、
ス

ペ
ン
サ
ー
本
（
図
85
）、
嵯
峨
本
等
）。
ま
た
、
二
人
の
髪
型
や
衣
装
に
男
女
の
区

別
を
つ
け
ず
、
二
人
を
同
じ
よ
う
に
描
く
も
の
が
多
い
（
白
描
本
、
小
野
家
本
、

大
英
図
書
館
本
（
図
83
）、
Ｃ
Ｂ
本
（
図
84
））
一
方
で
、
男
女
の
違
い
を
つ
け
て

描
く
も
の
も
あ
る
（
ス
ペ
ン
サ
ー
本
（
図
85
）、
大
英
如
慶
本
）。

　

こ
れ
ら
の
違
い
は
、
二
人
の
物
語
内
の
時
間
の
ど
の
時
点
を
絵
に
す
る
か
に
よ

っ
て
異
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
物
語
内
の
時
間
に
は
以
下
の
よ
う
な
時

点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
男
の
歌
に
「
筒
井
つ
の
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ

が
た
け
」
と
詠
ま
れ
る
、
井
筒
と
背
を
比
べ
た
幼
少
時
（
①
の
時
点
と
す
る
）。

続
け
て
「
過
ぎ
に
け
ら
し
な
妹
見
ざ
る
ま
に
」
と
詠
ま
れ
る
、
背
比
べ
を
し
て

か
ら
時
間
が
経
ち
、
二
人
が
会
え
な
い
時
点
（
②
の
時
点
と
す
る
）。
こ
の
二
つ

の
時
点
は
女
の
歌
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。「
く
ら
べ
こ
し
ふ
り
わ
け
髪
」
と
あ
る
、

髪
の
長
さ
を
二
人
で
比
べ
た
時
点
（
①
の
時
点
）
と
、
そ
の
髪
が
「
肩
過
ぎ
ぬ
」

長
さ
に
な
っ
た
と
い
う
後
の
時
点
（
②
の
時
点
）
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
女
は

「
き
み
な
ら
ず
し
て
誰
か
あ
ぐ
べ
き
」
と
い
う
思
い
に
至
る
。
そ
の
後
、
二
人
は
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結
婚
す
る
（
③
の
時
点
と
す
る
）。
し
か
し
な
が
ら
、
十
七
段
「
年
に
稀
な
る
人
」

や
二
十
四
段
「
梓
弓
」
を
有
常
女
の
話
と
す
る
な
ら
ば
、
結
婚
し
た
後
も
三
年
の

間
、
女
は
男
の
訪
れ
の
な
い
ま
ま
に
男
を
待
ち
続
け
る
時
間
を
経
験
す
る
こ
と
に

な
る
（
④
の
時
点
と
す
る
）。

　

こ
れ
ら
四
つ
の
時
点
が
物
語
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
絵
の
表
現
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
諸
本
の
う
ち
、二
人
の
背
丈
を
低
く
描
い
た
り
、

男
女
の
区
別
を
つ
け
ず
に
描
く
の
は
、
①
の
時
点
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

髪
も
肩
ま
で
の
長
さ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
二
人
に
男
女
の
区
別
を
つ

け
た
り
、
髪
が
肩
よ
り
も
伸
び
背
も
高
く
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
②
の
時
点
を
描

い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
井
筒
で
二
人
が
会
し
た
の
は
①
の
時
点
で
あ

り
、
②
の
時
点
で
は
二
人
は
井
筒
の
そ
ば
で
は
会
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の

絵
は
物
語
内
の
事
実
と
は
異
な
る
虚
構
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

点
、
異
本
伊
勢
は
、
①
の
時
点
を
中
央
に
描
き
、
②
の
時
点
の
男
女
を
そ
の
両
側

の
家
に
別
々
に
配
し
て
お
り
、
異
な
る
時
点
の
男
女
を
描
き
分
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
見
て
き
た
後
に
本
屏
風
の
二
人
を
見
る
と
、
表
現
が
大
分
異
な
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
正
面
の
女
性
は
髪
も
長
く
、
女
房
装
束
を
着
て
お
り
、
大

人
の
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
図
86
、
87
）。
し
か
も
、
井
筒
の
水
面
を
じ

っ
と
見
つ
め
て
物
思
い
に
耽
っ
て
い
る
。
そ
の
表
情
は
男
と
結
ば
れ
る
期
待
や
喜

び
を
感
じ
さ
せ
な
い
た
め
、
②
や
③
の
時
点
で
は
な
く
、
結
婚
後
の
④
の
時
点
、

つ
ま
り
男
が
別
の
女
の
も
と
に
行
っ
て
し
ま
い
三
年
通
っ
て
来
な
い
間
も
男
を
待

っ
て
い
た
、
と
い
う
時
点
を
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。

　

そ
こ
で
参
照
し
た
い
の
は
、
第
二
章
第
三
節
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
世
阿
弥
の

謡
曲
「
井
筒
」
で
あ
る
。「
井
筒
」
で
は
、
十
七
段
「
年
に
稀
な
る
人
」、
二
十
三

段
「
筒
井
筒
」、
二
十
四
段
「
梓
弓
」
を
有
常
女
の
話
と
し
て
結
び
付
け
、
あ
だ

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
も
、
業
平
が
他
の
女
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
も
、
業
平
を
じ
っ

と
待
つ
女
と
し
て
有
常
女
を
造
形
し
、
死
ん
だ
後
も
ゆ
か
り
の
寺
を
訪
れ
、
業
平

の
衣
装
を
着
て
井
戸
の
中
に
映
る
自
分
の
姿
に
業
平
を
思
う
有
常
女
の
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。

　

本
屏
風
の
女
は
男
の
衣
装
は
着
て
い
な
い
が
、
井
筒
の
中
に
視
線
を
落
と
し
、

手
も
何
か
の
所
作
を
す
る
か
の
よ
う
な
仕
草
を
し
て
お
り
、「
井
筒
」
の
女
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
。
目
も
他
の
場
面
と
は
異
な
り
濃
い
墨
線
を
明
瞭
に
は
引
か
ず
、

憂
い
を
含
ん
だ
表
情
と
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ら
の
表
現
か
ら
す
る
と
こ
の
女
性
は
、

井
戸
の
水
面
を
見
な
が
ら
業
平
を
思
い
待
ち
続
け
る
女
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

井
戸
の
傍
ら
に
立
つ
も
う
一
人
は
、
幼
い
頃
の
男
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
第
三
節

で
示
さ
れ
た
連
歌
注
（『
壁
草
注
』）
で
は
、「
た
ち
な
ら
ひ
て
も
あ
ふ
こ
と
ハ

な
し
」
と
い
う
前
句
に
「
筒
井
筒
」
の
情
景
を
連
想
し
、
付
句
で
「
く
ら
へ
来
し

年
の
ミ
わ
す
れ
か
た
み
に
て
」
と
詠
ま
れ
た
こ
と
に
対
し
、「
井
つ
ゝ
の
女
子
の

俤
な
る
べ
し
」
と
の
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
男
を
思
慕
し
続
け
る
「
井
つ
ゝ
」

（
謡
曲
「
井
筒
」）
の
大
人
の
女
の
姿
が
、「
筒
井
筒
」
を
思
わ
せ
る
情
景
描
写
か

ら
引
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
図
で
は
、「
た
ち
な
ら
ひ
て
も
あ
ふ
こ
と

ハ
な
し
」
と
い
っ
た
幻
想
や
、
そ
れ
を
憂
う
る
「
井
つ
ゝ
の
女
子
の
俤
」
の
イ
メ

ー
ジ
が
、
幼
い
頃
の
男
と
大
人
の
女
を
並
べ
る
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
屏
風
で
は
、従
来
の
「
筒
井
筒
」
の
絵
画
の
型
を
使
い
な
が
ら
、謡
曲
「
井
筒
」

を
経
た
貞
女
有
常
女
の
姿
を
新
た
な
形
で
見
せ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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五
十
一
段　

前
栽
の
菊

　
「
年
に
稀
な
る
人
」
と
「
筒
井
筒
」
で
は
、
男
を
待
つ
女
と
し
て
有
常
女
が
造

形
さ
れ
て
い
た
。
屏
風
を
左
に
見
て
い
っ
た
と
き
、
次
に
板
葺
き
の
屋
根
が
描

か
れ
て
い
る
の
は
、
左
隻
第
三
・
四
扇
の
上
部
に
描
か
れ
る
「
前
栽
の
菊
」
で
あ

る
（
図
88
）。

　

こ
の
段
で
は
、
男
が
あ
る
人
の
前
栽
に
菊
を
植
え
、
そ
の
男
が
歌
を
詠
む
。
そ

の
歌
は
、「
植
ゑ
し
う
ゑ
ば
秋
な
き
時
や
咲
か
ざ
ら
む
花
こ
そ
散
ら
め
根
さ
へ
枯

れ
め
や
」（
し
っ
か
り
と
植
え
込
め
ば
、秋
が
な
い
時
に
は
咲
か
な
い
で
し
ょ
う
が
、

毎
年
め
ぐ
り
く
る
秋
に
は
必
ず
見
事
に
咲
く
で
し
ょ
う
、
た
と
え
花
は
散
っ
て
も

根
ま
で
枯
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
ろ
う
か
、
い
つ
も
繰
り
返
し
美
し
い
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
家
の
主
は
誰
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
第
一
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、『
冷
泉

家
流
伊
勢
物
語
抄
』
で
は
家
の
主
を
遍
照
、
室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
注
で
は
二
条

后
と
し
て
い
る
。
絵
で
は
、
奥
に
座
す
女
が
こ
の
家
の
主
で
あ
る
よ
う
に
描
か
れ

て
い
る
た
め
、
遍
照
の
家
で
は
な
か
ろ
う
。
す
る
と
こ
れ
は
二
条
后
の
屋
敷
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
家
の
屋
根
が
板
葺
き
で
あ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
本
屏
風
で
は
こ
こ
を
有
常
女
の
家
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
絵
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

絵
を
見
る
と
、
室
内
に
男
と
女
と
侍
女
の
三
人
が
座
し
て
、
外
の
方
に
顔
を
向

け
て
い
る
（
図
88
・
89
）。
室
内
と
縁
を
仕
切
る
建
具
は
取
り
払
わ
れ
、
室
内
と

庭
は
開
放
的
に
つ
な
が
り
、
庭
に
は
赤
や
白
を
配
し
た
様
々
な
種
類
の
菊
が
何
本

も
咲
い
て
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　

室
内
で
は
、
男
が
部
屋
の
縁
近
く
に
座
り
、
体
を
少
し
ひ
ね
っ
て
庭
の
菊
を
眺

め
て
い
る
の
に
対
し
、
女
は
室
内
の
中
央
に
屏
風
を
背
に
し
て
座
し
、
正
面
か
ら

描
か
れ
て
い
る
。
女
は
左
手
を
少
し
上
げ
庭
の
方
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
視
線
の

先
に
男
が
お
り
、
そ
の
先
に
庭
の
菊
の
花
々
が
あ
る
。
こ
の
家
の
主
で
あ
る
女
は

男
よ
り
も
上
位
に
お
り
、
外
の
菊
に
向
け
る
視
線
の
発
信
地
と
な
っ
て
、
庭
の
菊

を
愛
で
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

有
常
女
は
、「
年
に
稀
な
る
人
」
で
は
、
桜
の
花
が
散
る
よ
う
に
移
り
気
だ
と

責
め
ら
れ
る
歌
を
詠
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
姿
は
業
平
よ
り
小
さ
く
、
屏
風
の
影
に

体
を
少
し
隠
す
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
「
筒
井
筒
」
の
情
景
で
は
、
井

戸
を
覗
い
て
じ
っ
と
た
た
ず
み
、
男
を
待
つ
女
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

ら
を
見
て
き
た
上
で
こ
の
場
面
を
見
る
と
、
こ
こ
で
は
女
の
姿
は
男
よ
り
も
大
き

く
上
位
に
描
か
れ
、
家
の
主
と
し
て
業
平
と
と
も
に
菊
の
咲
い
た
庭
を
愛
で
て
い

る
。
こ
れ
が
有
常
女
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
思
い
が
報
わ
れ
業
平
と
の
関
係
が

復
活
し
た
こ
と
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

他
本
の
「
前
栽
の
菊
」
の
絵
で
よ
く
目
に
す
る
の
は
、
柵
で
囲
わ
れ
た
中
に
菊

の
花
が
咲
き
、
そ
こ
に
男
が
進
み
出
て
、
従
者
が
従
っ
て
い
る
構
図
を
取
る
も
の

で
あ
る
（
小
野
家
本
（
図
14
）、
サ
ン
ト
リ
ー
本
（
図
15
）、
大
英
図
書
館
本
、
嵯

峨
本
（
図
16
））。
こ
の
構
図
の
絵
で
は
、
室
内
も
家
の
主
も
描
か
れ
な
い
。
そ
の

た
め
、
菊
が
毎
年
咲
く
こ
と
を
誰
と
寿
い
で
い
る
の
か
、
誰
の
た
め
に
寿
い
で
い

る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
絵
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
屏
風
で
は
、
板
葺
き
屋
根
の
室
内
に
、
女
を
主
と
し
、
た
く
さ
ん

の
菊
の
花
が
咲
く
庭
を
眺
め
る
男
女
を
描
き
だ
し
た
。
本
屏
風
で
は
こ
の
段
に
お

い
て
、
有
常
女
の
思
い
が
報
わ
れ
、「
秋
な
き
と
き
や
咲
か
ざ
ら
む
」
と
詠
ま
れ

た
毎
年
咲
く
菊
の
花
の
よ
う
に
、
業
平
と
有
常
女
の
関
係
も
ず
っ
と
続
く
こ
と
が
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寿
が
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

四
十
一
段　

緑
衫
の
袍

　

左
隻
の
左
端
上
部
に
は
「
緑
衫
の
袍
」
の
場
面
が
描
か
れ
る
（
図
90
）。
第
二

章
第
四
節
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
も
う
一
度
見
て
み
よ
う
。
物
語
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

　

昔
姉
妹
二
人
が
い
た
。
一
人
は
身
分
が
低
く
貧
し
い
夫
を
持
ち
、
も
う
一
人
は

高
貴
な
身
分
の
夫
を
持
っ
て
い
た
。
身
分
の
低
い
夫
を
持
つ
女
が
、
師
走
の
末
に

袍
を
洗
っ
て
自
分
で
張
っ
た
が
、
賤
し
い
仕
事
で
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
破

っ
て
し
ま
い
、
た
だ
泣
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
身
分
の
高
い
男
が
聞

き
、
見
事
な
緑
衫
の
袍
が
あ
っ
た
の
で
、
歌
を
添
え
て
そ
れ
を
贈
っ
た
。
そ
の
歌

は
「
紫
の
色
濃
き
時
は
め
も
は
る
に
野
な
る
草
木
ぞ
わ
か
れ
ざ
り
け
る
」
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。

　

古
注
の
系
統
の
注
釈
書
で
は
、こ
の
姉
妹
を
有
常
女
姉
妹
と
す
る
も
の
が
多
く
、

身
分
の
低
い
夫
を
持
つ
の
を
有
常
女
妹
と
し
て
い
る
。

　

絵
で
は
、
外
の
木
々
が
雪
化
粧
す
る
冬
の
景
色
の
中
、
板
葺
屋
根
の
室
内
に
女

が
座
し
（
図
91
）、
女
の
前
に
は
、
金
蒔
絵
の
黒
い
箱
に
入
れ
ら
れ
た
赤
い
衣
が

置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
有
常
女
妹
で
、
縁
に
い
る
女
は
、
有
常
女
の
夫
に
託
さ

れ
た
衣
を
持
っ
て
き
た
使
い
で
あ
ろ
う
。
縁
に
は
、
洗
い
張
り
の
際
に
用
い
る
張

木
に
付
け
ら
れ
た
白
い
布
が
二
つ
に
破
れ
た
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

黒
い
箱
に
入
っ
て
い
る
赤
い
衣
は
、
先
に
考
察
し
た
と
お
り
女
の
衣
装
な
の
だ

ろ
う
。
他
本
で
は
、
衣
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
女
が
泣
く
姿
で
描
か
れ
る
も
の
も
あ

る
が
（
図
19
〜
21
）、
本
図
で
は
、
届
け
ら
れ
た
衣
装
を
前
に
女
は
侍
女
と
顔
を

見
合
わ
せ
微
笑
ん
で
お
り
、
冬
景
色
も
華
や
か
に
見
え
る
。

　

こ
の
段
が
本
屏
風
で
選
ば
れ
た
の
は
、
先
述
の
と
お
り
、
そ
の
行
為
が
貞
女
と

し
て
称
え
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
有
常
女
姉
妹
は
、右
隻
右
端
の
最
初
、

春
日
の
里
で
業
平
に
歌
を
詠
み
か
け
ら
れ
る
形
で
登
場
し
、
屏
風
の
最
後
、
左
隻

左
端
で
も
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
十
三
段　

河
内
越
え

　

左
隻
左
端
の
下
方
に
は
「
河
内
越
え
」
の
場
面
が
描
か
れ
る
（
図
91
）。「
河
内

越
え
」
の
話
は
、
二
十
三
段
の
「
筒
井
筒
」
の
話
の
後
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

物
語
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

男
は
、女
と
結
婚
し
た
の
ち
河
内
国
高
安
郡
に
新
し
い
女
が
で
き
通
っ
て
い
た
。

元
の
女
は
憎
い
と
思
う
様
子
も
せ
ず
男
を
出
し
て
や
る
の
で
、男
は
女
を
疑
っ
て
、

庭
の
植
え
込
み
に
隠
れ
て
見
て
い
る
と
、
女
は
念
入
り
に
化
粧
を
し
て
物
思
い
に

沈
ん
で
外
を
眺
め
、「
風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
浪
た
つ
た
山
夜
半
に
は
君
が
ひ
と
り

こ
ゆ
ら
む
」
と
詠
む
の
だ
っ
た
。
男
は
そ
れ
を
聞
い
て
と
て
も
愛
し
く
思
い
、
河

内
に
も
行
か
な
く
な
っ
た
。

　

絵
で
は
、
板
葺
き
屋
根
の
室
内
に
女
が
座
し
、
袖
に
入
れ
た
左
手
を
顔
の
と
こ

ろ
ま
で
上
げ
て
か
ざ
し
、
遠
く
を
見
て
い
る
（
図
91
）。
一
方
庭
の
端
、
籬
の
陰

に
は
男
が
座
り
、
女
の
方
を
見
つ
め
て
い
る
。
こ
の
構
図
は
他
の
絵
で
も
ほ
と
ん

ど
が
同
じ
で
定
型
化
し
て
お
り
、
本
図
は
特
に
サ
ン
ト
リ
ー
本
や
Ｃ
Ｂ
本
、
斎
宮

歴
博
本
な
ど
に
近
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
庭
に
は
な
で
し
こ
や
、
り
ん
ど
う
、

白
い
萩
、
菊
の
花
が
咲
き
、
薄
の
葉
が
風
に
な
び
い
て
い
る
。
男
と
女
の
位
置
関

係
に
沿
う
よ
う
に
、
金
雲
に
書
か
れ
る
歌
も
右
下
か
ら
左
上
へ
と
上
る
よ
う
に
書
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か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
場
面
の
話
は
、
男
の
浮
気
に
も
嫉
妬
し
な
い
貞
女
の
鑑
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
面
は
、
有
常
女
が
結
婚
し
て
後
も
貞
女
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
貞
女
の
話
が
緑
衫
の
袍
の
場
面
と
上
下
に
並
べ
て
左
端
に

配
さ
れ
、
こ
の
屏
風
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

 　
　

第
三
節　

二
人
の
女
性
の
表
現
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

　

以
上
、
二
条
后
と
有
常
女
に
比
定
さ
れ
る
段
の
表
現
を
見
て
き
た
。

　

本
屏
風
に
お
け
る
二
条
后
と
業
平
の
物
語
は
、
右
隻
の
「
盥
の
影
」
か
ら
始
ま

っ
た
。
二
人
の
恋
は
女
の
方
が
男
を
思
う
「
盥
の
影
」
か
ら
始
ま
り
、
男
が
女
を

誘
い
か
け
る
「
ひ
じ
き
藻
」、
二
人
の
逢
瀬
を
見
せ
る
「
逢
ひ
が
た
き
女
」
へ
と
進

ん
だ
。
左
隻
で
は
、「
忘
れ
草
」
で
男
の
思
い
が
冷
め
、「
く
だ
か
け
」
で
男
の
方

が
去
っ
て
い
き
、「
初
紅
葉
」
で
は
二
人
の
別
れ
を
示
す
情
景
が
エ
ピ
ロ
ー
グ
の

よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
。
右
隻
右
端
で
左
の
方
を
眺
め
や
る
業
平
を
描
く
「
西
の

対
」
で
も
、
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
恋
を
業
平
が
追
憶
す
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い

た
。

　

有
常
女
は
、「
春
日
の
里
」
で
初
々
し
い
業
平
と
出
会
う
も
の
の
、そ
の
隣
の
「
年

に
稀
な
る
人
」
の
場
面
で
も
、
左
隻
の
「
筒
井
筒
」
で
も
、
や
っ
て
来
な
い
業
平

を
一
途
に
思
い
待
つ
女
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
た
。
左
隻
左
方
の
「
前
栽
の
菊
」

で
は
、
業
平
と
庭
の
菊
を
眺
め
る
姿
が
描
か
れ
て
そ
の
思
い
が
報
わ
れ
た
こ
と
が

表
さ
れ
、
左
端
の
「
河
内
越
え
」
で
は
結
婚
後
の
貞
女
と
し
て
の
ふ
る
ま
い
が
表

現
さ
れ
て
い
た
。

　

本
屏
風
に
お
い
て
は
、
二
条
后
と
の
恋
愛
は
、
発
端
か
ら
成
就
、
終
焉
ま
で
が

描
か
れ
る
一
方
、
有
常
女
に
つ
い
て
は
、
出
会
っ
て
後
は
女
が
ひ
た
す
ら
待
つ
も

の
の
、
業
平
と
の
関
係
が
復
活
し
、
そ
れ
が
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
た
。
第
二
章
に
お
け
る
考
察
の
と
お
り
、
中
世
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
、
二

条
后
は
密
通
し
た
后
と
し
て
非
難
さ
れ
、
有
常
女
は
貞
女
の
鑑
と
し
て
称
賛
さ
れ

て
い
た
。
本
屏
風
で
も
そ
の
捉
え
方
を
踏
ま
え
て
、
一
方
の
恋
は
成
就
す
る
も
の

の
終
焉
を
迎
え
る
も
の
と
し
て
、
一
方
の
恋
は
途
切
れ
な
が
ら
も
復
活
し
継
続
す

る
も
の
と
し
て
表
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
屏
風
は
、
室
町
期
の
冷
泉
家

流
古
注
に
よ
る
人
物
比
定
と
、
二
人
に
対
す
る
同
時
代
の
評
価
に
基
づ
い
て
構
成

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
構
成
を
見
せ
な
が
ら
、
本
屏
風
で
は
、
各
場
面
の
人
物
が
丁
寧
に

細
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
把
握
で
き
た
。
絵
で
は
、各
人
物
の
思
い
や
、

人
物
相
互
の
感
情
の
交
流
や
行
き
違
い
な
ど
も
表
さ
れ
て
い
た
。
で
は
、
こ
こ
ま

で
考
察
し
て
き
た
各
段
の
表
現
を
横
断
的
に
通
覧
す
る
と
、
何
が
見
え
て
く
る
で

あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
女
に
つ
い
て
は
、
各
場
面
で
そ
の
姿
が
必
ず
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
特

筆
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
く
だ
か
け
」
の
女
は
、
他
本
に
お
い
て
は
後
ろ
姿
で

描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
図
で
は
前
向
き
に
顔
の
表
情
も
克
明
に
表
現
さ
れ

て
い
た
。「
忘
れ
草
」
に
お
い
て
も
、
他
本
で
は
女
の
姿
を
描
か
な
い
も
の
が
ほ

と
ん
ど
だ
が
、
本
図
で
は
感
情
の
こ
も
っ
た
顔
と
全
身
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
も

そ
も
本
図
に
お
い
て
は
、
顔
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
後
ろ
姿
で
表
現
さ
れ
て
い
る

人
は
一
人
も
い
な
い
。

　

男
性
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
業
平
も
各
場
面
で
微
妙
に
表
情
を
変
え
な
が
ら
描

か
れ
て
い
た
。
業
平
の
表
現
で
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
業
平
が
従
者
を
従
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え
ず
、常
に
単
身
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
他
本
の
「
く
だ
か
け
」
や
「
春

日
の
里
」、「
前
栽
の
菊
」
で
は
、
業
平
に
付
き
従
う
者
が
描
か
れ
る
場
合
が
多
い

の
だ
が
、
本
図
に
は
い
な
い
。
業
平
は
い
つ
も
単
身
で
登
場
す
る
。

　

ま
た
本
屏
風
に
は
、
当
事
者
で
あ
る
男
女
以
外
の
第
三
者
が
介
入
し
て
、
悲
惨

な
状
況
に
陥
る
よ
う
な
場
面
は
選
ば
れ
て
い
な
い
。
室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
注
で

有
常
女
に
比
定
さ
れ
絵
に
も
よ
く
描
か
れ
る
段
に
は
、二
十
四
段「
梓
弓
」が
あ
り
、

二
条
后
に
つ
い
て
は
、
五
段
「
関
守
」、
六
段
「
芥
川
」、
六
十
五
段
「
笛
を
吹
く

男
」
が
あ
る
。「
梓
弓
」
で
は
、
夫
を
待
っ
た
末
に
新
た
な
男
と
新
枕
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
晩
に
夫
が
戻
り
、
夫
に
そ
れ
を
な
じ
ら
れ
て
、
女
が
命
を
落
と
す
話

が
語
ら
れ
る
。「
芥
川
」
で
は
、
男
が
女
を
盗
み
だ
す
の
だ
が
、
途
中
で
女
を
蔵

に
押
し
込
め
て
雷
雨
が
去
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
鬼
が
女
を
食
べ
て
し
ま
う
。
鬼

は
、女
の
兄
が
女
を
取
り
返
し
に
来
た
こ
と
の
比
喩
と
さ
れ
て
い
る
。「
関
守
」も
、

女
の
兄
達
が
、通
っ
て
く
る
男
か
ら
女
を
守
ろ
う
と
門
番
を
置
く
話
で
あ
る
。「
笛

を
吹
く
男
」
も
、
あ
る
人
に
よ
り
蔵
の
中
に
監
禁
さ
れ
た
女
の
と
こ
ろ
に
男
が
夜

な
夜
な
や
っ
て
き
て
笛
を
吹
く
話
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
男
女
の
間
に
第
三
者
が

介
入
し
て
悪
い
状
況
に
陥
る
よ
う
な
話
は
、
本
屏
風
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
本

屏
風
で
選
ば
れ
た
段
で
は
、
男
も
女
も
自
ら
の
行
動
と
し
て
相
手
に
向
か
い
合
っ

て
い
る
。

　

本
屏
風
に
登
場
す
る
二
人
の
女
性
は
、
密
通
の
后
と
貞
女
と
い
う
相
反
す
る
性

格
を
持
っ
て
お
り
、
当
時
の
価
値
観
で
は
、
一
方
は
非
難
さ
れ
一
方
は
賞
賛
さ
れ

て
い
た
。し
か
し
本
屏
風
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
価
値
観
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、

こ
の
二
人
と
業
平
と
の
関
係
が
、
第
三
者
の
介
入
故
で
は
な
い
大
人
の
男
女
の
恋

愛
の
機
微
を
見
せ
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
像
を
克
明
に
見
せ
な
が
ら

表
現
さ
れ
て
い
る
。
絵
は
、
二
人
の
人
物
像
に
で
き
る
限
り
接
近
し
、
そ
の
心
情

ま
で
も
深
く
考
え
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
伊
勢
物
語
』
に
お
け

る
男
女
を
い
か
に
捉
え
造
形
す
る
か
、
そ
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
表
現
が
実
現
し
た
の
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
や
歌
の
内
容
を

深
く
読
み
込
み
、
上
述
し
た
よ
う
な
段
を
選
び
、
独
自
の
解
釈
を
施
し
て
表
現
す

る
こ
と
が
追
求
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
屏
風
に
は
、
歌
に
詠
ま
れ
た
感
情
が

絵
の
景
物
を
通
し
て
表
さ
れ
た
場
面
（「
忘
れ
草
」「
年
に
稀
な
る
人
」）
や
、
歌

を
贈
っ
た
人
や
贈
ら
れ
た
歌
を
読
ん
だ
人
の
心
情
を
絵
が
巧
み
に
表
し
て
い
る
場

面
（「
ひ
じ
き
藻
」）、
散
ら
し
書
き
さ
れ
た
歌
が
絵
の
解
釈
に
意
味
を
持
た
せ
て

い
る
場
面
（「
盥
の
影
」「
く
だ
か
け
」）
も
あ
っ
た
。
本
屏
風
の
表
現
が
成
立
す

る
上
で
、
歌
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
本
屏
風
で
は
歌
の
文
字
が
画
面

上
に
書
か
れ
て
い
る
。
伊
勢
物
語
絵
の
屏
風
で
、
和
歌
を
文
字
で
書
く
例
は
他
に

類
例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
珍
し
い４0

。
本
屏
風
は
、
男
女
の
恋
愛
の
機
微
を
、
歌
と

と
も
に
味
わ
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
密
通
の
后
と
し
て
批

判
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
二
条
后
と
の
恋
が
本
屏
風
の
主
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
の
も
、
業
平
の
恋
物
語
、
歌
物
語
と
し
て
の
『
伊
勢
物
語
』
の
絵
と
し
て
、
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る４1

。

　
　
　

第
四
章　

本
屏
風
の
制
作
事
情
に
関
す
る
考
察

　

で
は
、
こ
の
屏
風
は
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
場
で
見
ら

れ
た
の
か
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
い
ま
だ
考
察
の
途
上
で
あ
る
が
、
本
屏
風
の

制
作
時
期
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
散
ら
し
書
き
さ
れ
た
和
歌
の
文
字
が
あ

る
（
図
92
）。
和
歌
の
文
字
を
誰
が
書
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
字
に
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類
似
す
る
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
聖
護
院
道
澄
の
文
字
で

あ
る
。
図
93
は
福
岡
県
の
宗
像
大
社
所
蔵
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
で
、
黒
田
泰
三
氏

の
研
究
に
よ
り
、
道
澄
の
筆
と
さ
れ
て
い
る４２

。
全
体
の
字
配
り
や
個
々
の
文
字

の
形
や
筆
勢
が
、
本
屏
風
の
文
字
と
似
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
図
92
、

93
の
左
側
に
掲
出
し
た
「
む
か
し
の
」
の
部
分
は
字
形
も
字
配
り
も
そ
っ
く
り
で

あ
る
。
表
３
に
黒
田
氏
が
出
さ
れ
た
道
澄
の
短
冊
の
文
字
と
の
比
較
も
載
せ
る
。

　

聖
護
院
道
澄
（
一
五
四
四
〜
一
六
〇
八
年
）
は
、関
白
近
衛
稙
家
の
子
で
あ
り
、

近
衛
前
久
の
弟
で
あ
る
。
聖
護
院
第
二
十
六
代
門
跡
、
三
井
寺
長
吏
、
熊
野
三
検

校
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
豊
臣
秀
吉
に
信
任
さ
れ
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
秀
吉

が
創
建
し
た
京
都
方
広
寺
の
住
持
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
道
澄
は
、
宮
中
や
近
衛

家
を
初
め
と
す
る
公
家
、
大
名
な
ど
の
歌
会
や
連
歌
会
に
参
加
し
、
ま
た
書
に
も

堪
能
で
、
御
家
流
の
一
派
で
あ
る
道
澄
流
と
い
う
流
派
を
創
始
し
た
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

　

本
屏
風
の
文
字
が
、
制
作
と
同
時
期
に
書
か
れ
た
と
す
る
な
ら
、
本
屏
風
は
、

こ
の
よ
う
な
道
澄
、
あ
る
い
は
道
澄
流
の
書
を
書
く
人
に
、
書
を
頼
め
る
よ
う
な

交
流
圏
内
に
い
る
人
物
に
よ
っ
て
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
頃
に
制
作

さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
ま
だ
全
く
特
定
で
き
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
関
し
て
見
た
い
の
が
、
右

隻
左
端
下
方
に
描
か
れ
た
百
一
段
「
あ
や
し
き
藤
の
花
」
の
場
面
で
あ
る（
図
94
）。

こ
こ
に
は
男
性
ば
か
り
が
登
場
す
る
。
本
屏
風
に
は
、
男
性
ば
か
り
を
描
く
場
面

が
四
つ
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
八
橋
」「
富
士
の
山
」「
宇
津
の
山
」
の
三
場
面
は
、

二
条
后
の
入
内
に
失
望
し
た
業
平
が
東
下
り
を
し
た
と
さ
れ
る
九
段
の
場
面
で
あ

り
、
二
条
后
と
の
関
連
に
お
い
て
描
か
れ
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
あ
や

し
き
藤
の
花
」
は
、
女
性
と
は
関
係
が
な
い
。
し
か
も
こ
の
場
面
は
、
一
双
屏
風

の
中
央
と
も
言
え
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
な
ぜ
描
か
れ
た
の

だ
ろ
う
。

　

こ
の
段
の
物
語
を
ま
ず
読
ん
で
み
よ
う
。
物
語
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
昔
、

在
原
行
平
が
、
藤
原
良ま
さ
ち
か近
を
主
客
と
し
て
宴
を
開
い
た
。
瓶
に
挿
し
た
花
の
中
に

す
ば
ら
し
い
藤
の
花
が
あ
り
、
そ
れ
を
題
に
皆
で
歌
を
詠
ん
だ
。
行
平
の
弟
業
平

が
そ
こ
へ
や
っ
て
き
た
の
で
、
歌
を
詠
ま
せ
た
。
業
平
が
詠
ん
だ
歌
は
「
咲
く
花

の
下
に
か
く
る
る
人
を
多
み
あ
り
し
に
ま
さ
る
藤
の
か
げ
か
も
」（
大
き
く
咲
く

花
の
下
に
か
く
れ
る
人
が
多
い
の
で
、
以
前
よ
り
増
し
て
大
き
く
な
る
藤
の
木
陰

で
あ
る
こ
と
よ
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
歌
を
詠
む
の
か
と
人
々

が
聞
く
と
、
藤
原
氏
が
と
り
わ
け
栄
え
る
の
を
心
に
お
い
て
詠
ん
だ
の
だ
と
言

っ
た
の
で
、
人
々
は
歌
を
非
難
し
な
く
な
っ
た
。
渡
辺
実
氏
の
解
説
に
よ
る
と４３

、

こ
の
歌
は
、「
藤
原
氏
の
庇
護
を
蒙
る
人
が
多
い
か
ら
、
在
原
氏
を
さ
し
お
い
て
、

藤
原
氏
の
傍
流
（
良
近
）
が
ち
や
ほ
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
」
と
い
う
あ
て
つ
け

に
も
解
し
う
る
と
い
う
。『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』、
ま
た
室
町
期
の
冷
泉
家
流

古
注
『
増
纂
伊
勢
物
語
』『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』
で
も
、
往
年
に
栄
え
た
紀
氏
を

超
え
て
藤
原
氏
が
繁
栄
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。

　

絵
で
は
、床
に
藤
の
花
が
飾
ら
れ
た
室
内
に
、五
人
の
男
が
会
し
て
い
る
（
図
94
）。

床
に
は
瑠
璃
色
の
瓶
に
花
房
を
垂
ら
す
藤
が
飾
ら
れ
、
床
の
藤
を
扇
の
要
と
す
る

よ
う
に
業
平
ら
が
末
広
が
り
に
配
さ
れ
て
い
る
。
屋
外
の
池
の
畔
の
松
に
も
藤
が

絡
み
、
紫
の
花
房
を
い
く
つ
も
付
け
て
い
る
。
室
内
の
男
性
五
人
の
う
ち
、
中
央

に
い
て
右
手
を
上
げ
て
い
る
の
が
業
平
で
あ
ろ
う
（
図
95
）。
今
こ
こ
へ
入
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
と
い
っ
た
表
情
を
し
て
い
る
。
ほ
か
の
四
人
は

三
五

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



少
し
前
傾
し
た
姿
勢
を
と
っ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
固
唾
を
飲
ん
で
そ
の
歌
を
聞
き
、

互
い
の
様
子
を
じ
っ
と
窺
っ
て
い
る
。
男
た
ち
の
様
子
か
ら
は
こ
の
場
の
緊
張
感

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
緊
張
感
は
、
業
平
の
歌
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
歌
は
他
氏
を
超
え
て
栄
え
る
藤
原
氏
を
揶
揄
す
る
と
も
取
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
業
平
の
巧
み
な
弁
明
に
よ
っ
て
場
は
収
ま
っ
た
。

　

こ
の
場
面
は
、
業
平
の
歌
の
表
の
意
味
の
と
お
り
、
藤
原
氏
を
寿
ぐ
た
め
に
描

か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
藤
の
花
が
床
に
も
屋
外
に
も
描
か
れ
、
強
調
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
こ
の
絵
の
制
作
事
情
を
絡
め
て
考
え
る
な
ら

ば
、
こ
の
絵
の
制
作
に
関
わ
っ
た
者
と
し
て
、
聖
護
院
道
澄
ら
の
交
流
圏
内
に
い

る
五
摂
家
な
ど
の
藤
原
氏
の
人
物
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
し
か

し
業
平
の
歌
は
、
裏
の
意
味
を
読
め
ば
、
藤
原
氏
を
揶
揄
し
て
い
る
と
も
と
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
描
か
れ
た
男
達
に
も
互
い
を
牽
制
す
る
か
の
よ
う
な
緊
張
感
が

あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
藤
原
氏
に
反
す
る
よ
う
な
位
置
に
あ
る
者
が
制
作

に
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
面
の
表
現
を
、
藤
の
花
に
注
目
し
て
歌

の
表
の
意
味
か
ら
解
釈
す
る
か
、
男
た
ち
の
動
き
に
注
目
し
て
歌
の
裏
の
意
味
に

解
す
る
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
屏
風
の
制
作
事
情
を
解
明
す
る
こ
と
と
も
絡
む
重
要

な
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

　

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
こ
の
場
面
で
は
、
業
平
の
歌
が
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
男
性
ば
か
り
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
場
面
は
、
女

性
が
多
く
登
場
す
る
本
屏
風
の
中
で
異
質
で
あ
る
。
そ
れ
が
描
か
れ
た
の
は
、
二

人
の
女
と
業
平
と
の
様
々
な
恋
の
場
面
を
歌
を
介
し
て
見
せ
る
本
屏
風
に
お
い

て
、
二
人
の
恋
の
相
手
で
あ
り
『
伊
勢
物
語
』
の
主
人
公
で
あ
る
業
平
の
歌
が
、

男
同
士
の
公
的
な
関
係
性
に
お
い
て
も
大
き
な
力
を
持
つ
こ
と
を
見
せ
る
た
め
で

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

で
は
こ
の
屏
風
は
、
ど
の
よ
う
な
場
で
い
か
な
る
人
々
に
よ
っ
て
鑑
賞
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
本
屏
風
に
お
い
て
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
や
歌
の
内
容
を
深
く

読
み
込
ん
だ
上
で
人
物
造
形
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、『
伊

勢
物
語
』
の
本
文
や
歌
の
講
釈
を
聞
く
よ
う
な
場
に
本
屏
風
が
飾
ら
れ
鑑
賞
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
屏
風
に
お
い
て
二
条

后
と
と
も
に
貞
女
の
鑑
有
常
女
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
享
受
者
の
性

質
や
享
受
の
場
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
本
屏
風
の
全
体
の
構
成
を
見
る
と
、
二
条
后
が
登
場
す
る
檜
皮

葺
の
建
物
群
が
一
双
屏
風
の
中
央
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
有
常
女
の
登
場
場

面
は
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
本
屏
風
で
は
、
貞
女

で
あ
る
有
常
女
を
寿
ぎ
つ
つ
も
、
身
分
の
高
い
二
条
后
の
場
面
は
中
央
に
集
め
ら

れ
て
お
り
、
身
分
の
上
下
が
屏
風
の
中
の
配
置
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
も
い
る
こ

と
も
見
逃
せ
な
い
。

　

以
上
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
本
屏
風
に
は
、
二
条
后
と
有
常
女
と
い
う
二
人
の
女
性
に
対
す
る
中
世
か
ら

近
世
に
か
け
て
の
人
々
の
理
解
を
背
景
と
し
て
、
室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
注
に
よ

る
人
物
比
定
に
基
づ
き
、
そ
の
二
人
の
女
性
と
業
平
の
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
絵
が
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
い

か
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
解
明
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
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京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



１ 

『
伊
勢
物
語
絵
本
絵
巻
大
成
』
羽
衣
国
際
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
（
角
川
学

芸
出
版
、
二
〇
〇
七
年
） 

２ 

『
宗
達
伊
勢
物
語
図
色
紙
』
羽
衣
国
際
大
学
日
本
文
化
研
究
所
伊
勢
物
語
絵
研

究
会
編
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
） 

３ 

『
住
吉
如
慶
筆
伊
勢
物
語
絵
巻
』
伊
勢
物
語
絵
研
究
会
編
（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
九
年
） 

４ 

第
一
集
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
。『
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
伊
勢
物
語
図
録　

伊
勢
物
語
文
華
館
【
第
一
集
】
開
館
記
念
版
』
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
文
華
館
、

一
九
九
一
年 

５ 

土
屋
貴
裕
「
鉄
心
斎
文
庫
蔵
『
伊
勢
物
語
画
帖
』
に
つ
い
て
」（『
美
術
研
究
』

三
九
九
、二
〇
一
〇
年
） 

６ 

『
珠
玉
の
村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
中
之
島
香
雪
美
術
館
開
館
記
念
展
図
録
、

香
雪
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）、
林
茂
郎
「
村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
伊
勢
物

語
図
色
紙
」
に
つ
い
て
」（『
香
雪
美
術
館
研
究
紀
要
』
創
刊
号
、二
〇
一
八
年
） 

７ 

佐
野
み
ど
り
「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
伊
勢
物
語
色
紙
貼
付
屏
風
を
め
ぐ

っ
て
」（『
国
華
』
一
二
四
五
、一
九
九
九
年
）、
前
掲
注
５
土
屋
氏
論
文
、
前

掲
注
１
書
籍
な
ど
を
参
照
し
た
。
な
お
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
詳
細
な
図

像
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、Scenes from

 the 

T
ales of Ise 

で
検
索
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

８ 

こ
れ
以
降
、
本
稿
で
は
伊
勢
物
語
絵
の
諸
本
に
つ
い
て
略
称
を
用
い
る
。
本

稿
で
用
い
る
諸
本
の
名
称
、
制
作
時
期
、
所
蔵
者
、
略
称
を
、
順
に
以
下
に

記
す
。 

白
描
伊
勢
物
語
絵
巻　

鎌
倉
時
代　

諸
家
分
蔵　

白
描
本 

伊
勢
物
語
絵
巻　

鎌
倉
時
代　

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵　

久
保
惣
本

異
本
伊
勢
物
語
絵
巻　

江
戸
時
代
（
原
本
は
鎌
倉
時
代
）
東
京
国
立
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　

蔵　

異
本
伊
勢 

伊
勢
物
語
画
帖　

室
町
時
代　

香
雪
美
術
館
蔵　

香
雪
本 

伊
勢
物
語
画
帖　

室
町
時
代　

鉄
心
斎
文
庫
蔵　

鉄
心
斎
文
庫
本 

伊
勢
物
語
絵
巻　

室
町
時
代　

小
野
家
蔵　

小
野
家
本 

伊
勢
物
語
冊
子　

室
町
〜
桃
山
時
代　

中
尾
家
蔵　

中
尾
家
本 

伊
勢
物
語
色
紙
貼
付
屏
風　

室
町
〜
桃
山
時
代　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵 

　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
ト
リ
ー
本 

伊
勢
物
語　

桃
山
時
代　

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
図
書
館
蔵　

Ｃ
Ｂ
本 

伊
勢
物
語
図
会　

桃
山
時
代　

大
英
図
書
館
蔵　

大
英
図
書
館
本 

伊
勢
物
語
絵
巻　

桃
山
時
代　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵

　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本 

伊
勢
物
語
図
屏
風　

桃
山
〜
江
戸
時
代　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵 

　
　
　
　
　
　
　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本 

嵯
峨
本
伊
勢
物
語　

慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
刊
行　

嵯
峨
本  

伊
勢
物
語
画
帖　

江
戸
時
代　

海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵 

　
　
　
　
　
　
　

海
の
見
え
る
杜
本 

伊
勢
物
語
絵
巻　

江
戸
時
代　

斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵　

斎
宮
歴
博
本 

伊
勢
物
語
絵
巻　

住
吉
如
慶
筆　

江
戸
時
代　

東
京
国
立
博
物
館
蔵 

　
　
　
　
　
　
　

東
博
如
慶
本 

伊
勢
物
語
画
帖　

住
吉
如
慶
筆　

江
戸
時
代　

大
英
博
物
館
蔵 

　
　
　
　
　
　
　

大
英
如
慶
本 

三
七

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



９ 
近
世
初
期
の
俳
諧
書
『
を
だ
ま
き
』『
番
匠
童
』
も
同
様
の
注
を
持
つ
。

10 
鎌
倉
期
の
古
注
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
は
「
忘
草
に
四
種
の
義
あ
り
」
と

し
て
、「
墓
に
生
た
る
草
、人
の
家
の
軒
に
生
た
る
草
、茗
荷
、萱
草
」を
挙
げ
る
。 

11 

石
川
透「
室
町
物
語
と
幸
若
舞
曲
─『
か
わ
ち
か
よ
ひ
』と『
伏
見
常
盤
』」（『
室

町
物
語
と
古
注
釈
』
第
二
編
第
一
章 

三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

12 

『
書
陵
部
本
和
歌
知
顕
集
』
に
は
「
さ
れ
ば
、
え
た
る
と
こ
ろ
の
女
、
三
千

七
百
三
十
三
人
也
と
い
へ
ど
も
」、『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
に
は
「
凡
、

業
平
一
期
会
所
女
、
三
千
七
百
三
十
三
人
也
」
と
あ
る
。

13 『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』
は
「
六

位
の
装
束
」｢

六
位
の
袍｣

、『
伊
勢
物
語
宗
長
聞
書
』
は
「
ろ
う
さ
う
、
緑
リ
ョ
ク
サ
ン衫

な
り
」、『
闕
疑
抄
』
は
「
ろ
う
さ
う
、
緑
衫　

六
位
の
袍
也
」
と
す
る
。

14 

片
桐
洋
一
編
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

第
一
巻
』「
伊
勢
物
語
歌

之
注　

解
題
（
藤
川
晶
子
）」（
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
） 

15 

室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
注
（『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』『
伊
勢
物
語
陽
成
院
伝
』『
伊

勢
物
語
懐
中
抄
』）
で
二
条
后
と
さ
れ
る
章
段
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
傍
線

は
本
屏
風
で
描
か
れ
た
章
段
）。 

二
、 

三
「
ひ
じ
き
藻
」、
四
「
西
の
対
」、
五
、 

六
、 

七
、 

九
「
東
下
り
」、

十
二
、 

十
四
「
く
だ
か
け
」、
十
五
、 

二
十
六
、 

二
十
七
「
盥
の
影
」、
十
九
、 

四
十
七
、 

五
十
一
「
前
栽
の
菊
」、
五
十
二
、 

五
十
三
「
逢
ひ
が
た
き
女
」、

五
十
四
、 

五
十
五
、 

五
十
六
、 

五
十
七
、 

六
十
四
、 

六
十
五
、 

七
十
三
、 

七
十
四
、 

七
十
六
、 

八
十
、 

八
十
九
、 

九
十
一
、 

九
十
二
、 

九
十
三
、 

九
十
六

「
初
紅
葉
」、
百
「
忘
れ
草
」、
百
五
、 

百
十
五
、 

百
十
八
、 

百
二
十
三

16 

大
谷
節
子
「
世
阿
弥
自
筆
本
『
雲
林
院
』
と
中
世
伊
勢
物
語
秘
説
─
又

寝
の
夢
が
語
る
も
の
」（『
伊
勢
物
語
と
芦
屋
』
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
、  

二
〇
〇
〇
年
） 

17 『
書
陵
部
本
和
歌
知
顕
集
』は「
か
の
あ
り
つ
ね
と
申
は
、中
納
言
名
虎
の
一
男
、

わ
づ
か
に
近
江
権
大
掾
た
り
し
も
の
也
。
か
れ
が
む
す
め
、
な
に
の
利
益
名

聞
に
か
き
た
る
ぞ
。
お
ぼ
つ
か
な
し
」
と
す
る
。 

18 

木
戸
久
二
子
「『
伊
勢
物
語
』
古
注
に
お
け
る
紀
有
常
の
娘
（『
三
重
大
学
日

本
語
学
文
学
』
十
一
、二
〇
〇
〇
年
） 

19 

飯
塚
恵
理
人
「
伊
勢
物
語
古
注
釈
と
『
井
筒
』
─
有
常
女
像
の
変
貌
」（『
椙

山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
二
三
、一
九
九
二
年
）、
同
「
能
『
井
筒
』
と
中

世
伊
勢
物
語
古
注
釈
─
「
待
つ
女
」
等
の
解
釈
を
通
し
て
─
」（『
椙
山
女
学

園
大
学
研
究
論
集
』
二
七
、一
九
九
六
年
） 

20 

母
利
司
朗
「〈
貞
女
〉
考
」（
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説
話
論
集
十
三
集 

日
本
と
中
国
の
説
話
一
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
） 

21 

菊
池
仁
「
古
典
の
再
生
、変
容 

─
〈
伊
勢
物
語
難
儀
注
〉
を
軸
と
す
る
─
」（『
国

文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究 

面
白
の
室
町
文
芸
─
雅
俗
の
交
流
』　

第
五
〇
巻

一
〇
号　

學
燈
社
、
二
〇
〇
五
年
） 

22 

深
谷
大
「『
上
瑠
璃
』
考
」（『
岩
佐
又
兵
衛
風
絵
巻
群
と
古
浄
瑠
璃
』
第
二
部

第
一
章
第
六
節　

ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
年
） 

23 
も
と
も
と
、
こ
の
説
話
は
「
花
に
三
春
の
約
あ
り
」
と
い
う
室
町
期
に
流
行

し
た
成
句
の
本
説
と
さ
れ
て
い
た
が
、『
伊
勢
物
語
』
十
七
段
の
和
歌
と
結
び

つ
け
ら
れ
た
の
は
妻
の
貞
節
が
主
題
と
し
て
共
通
す
る
と
見
な
さ
れ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
落
合
博
史
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
『
六
家
抄 

下
』

お
よ
び
紙
背
文
書
に
つ
い
て
」（
岡
田
三
津
子
編
『
早
歌
の
継
承
と
伝
流
─
明

三
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



空
か
ら
坂
阿
・
宗
砌
へ
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
七
年
）、
山
本
登
朗
「
第
六

章
三 
古
注
釈
と
そ
の
周
縁
─
『
伊
勢
物
語
宗
印
談
』
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
伊

勢
物
語
の
生
成
と
展
開
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

24 

吉
川
幸
次
郎
の
訓
読
に
よ
る
と
「
薄い
さ
さか

我
が
私し

を
汚す
す

ぎ
薄
か
我
が
衣
を
澣あ
ら

は

ん　

害な
に

を
か
澣
ひ
害
を
か
否
し
か
せ
ざら
ん　

帰
り
て
父
母
を
寧み

ま
は
ん
」（
吉
川
幸
次

郎
・
小
川
環
樹
編
集
校
閲
『
詩
経
国
風　

上
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
） 

25 

室
町
の
貴
族
社
会
で
は
、
教
養
あ
る
女
性
は
絵
の
出
典
や
趣
旨
を
弁
え
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
身
近
な
調
度
品
に
描
か
れ
た
物
語
絵
や
歌
絵
ま
た
四
季

絵
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
場
合
に
は
、
適
切
に
答
え
る
た
め
に
図
様
の
題
材

や
絵
の
意
味
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。

一
、
も
し
、
い
づ
く
よ
り
も
、
扇
団
扇
、
ま
た
は
、
衝
立
障
子
、
小
屏
風

な
ど
や
う
の
絵
様
、
如
何
に
と
申
さ
れ
候
か
た
〴
〵
候
べ
く
候
。
い
か
に

も
御
た
し
な
み
候
て
、
四
季
の
様
態
、
い
で
い
ら
ず
、
よ
く
〳
〵
尋
ね
わ

け
ら
れ
候
て
、
い
た
さ
れ
候
へ
。
あ
な
が
ち
、
源
氏
の
物
語
、
伊
勢
物
語
、

な
ど
ば
か
り
も
あ
ら
ぬ
物
に
て
候
。
さ
り
な
が
ら
、
歌
の
心
に
も
、
古
今

萬
葉
な
ど
は
も
つ
は
ら
用
ゐ
候
。
ま
た
、
近
き
こ
ろ
は
、
千
載
集
の
歌
選

び
用
ゐ
候
。
新
古
今
な
ど
も
、
よ
く
〳
〵
御
覧
じ
候
て
、
御
い
た
し
候
へ
。

か
り
そ
め
も
、
僻
み
た
る
事
を
ば
、
人
の
笑
ひ
草
に
な
る
事
に
て
候
。
一

色
に
難
を
い
は
れ
候
へ
ば
、
そ
の
人
、
た
し
な
み
の
候
は
ぬ
色
か
、
何
事

に
も
わ
た
り
候
物
に
て
候
。 

（
天
理
本
『
女
訓
抄
』） 

26 

物
語
の
概
要
や
歌
の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

石
田
穣
二
訳
注
『
新
版
伊
勢
物
語 

現
代
語
訳
付
き
』（
角
川
文
庫
、
一
九
七
九

年
）、
片
桐
洋
一
・
福
井
貞
助
・
高
橋
正
治
・
清
水
好
子
校
注
・
訳
『
竹
取

物
語 

伊
勢
物
語
物
語 

大
和
物
語 

平
中
物
語　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
12
』

（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）、
渡
辺
実
校
注
『
伊
勢
物
語 

新
潮
日
本
古
典
集
成
』

（
新
潮
社
、
一
九
七
六
年
） 

27 

あ
る
い
は
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』『
伊
勢
物
語
宗

長
聞
書
』『
十
巻
本
伊
勢
物
語
注
』『
増
纂
伊
勢
物
語
注
』
な
ど
の
注
釈
書
に
、

貫
簀
が
「
手
を
洗
う
と
き
に
水
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
」
と
の

説
明
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う
か
。
手
を
洗
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
盥
に
貫
簀
を

掛
け
た
と
こ
ろ
が
描
か
れ
る
べ
き
な
の
だ
が
、
小
野
家
本
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
、

大
英
図
書
館
本
（
図
36
）、
嵯
峨
本
で
は
、
貫
簀
は
盥
か
ら
外
さ
れ
て
畳
に
置

か
れ
て
い
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
本
で
は
、
貫
簀
は
盥
の
上
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
物
語
本
文
と
は
異
な
っ
た
表
現
で
あ
る
と
言

え
る
。

28 

盥
の
水
面
を
の
ぞ
く
姿
を
描
く
も
の
と
し
て
は
、
白
描
本
、
香
雪
本
、
中
尾

家
本
が
あ
る
。

29 

男
の
方
も
冠
狩
衣
姿
で
あ
り
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
絵
で
男
が
烏
帽
子
狩
衣
姿

で
描
か
れ
る
こ
と
と
異
な
っ
て
い
る
（
中
尾
家
本
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
、
ス
ペ

ン
サ
ー
本
、
嵯
峨
本
は
烏
帽
子
狩
衣
姿
。
白
描
本
は
冠
直
衣
姿
）。

30 
大
谷
俊
太
「
余
情
と
倫
理
と
─
伊
勢
物
語
旧
注
論
余
滴
」（『
叙
説
』
三
三
、 

二
〇
〇
六
年
） 

31 

他
本
で
は
、
ひ
じ
き
の
包
み
は
閉
じ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
り
（
小
野
家
本
、
大

英
図
書
館
本
（
図
43
））、
描
か
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
（
サ
ン
ト
リ
ー
本
、

ス
ペ
ン
サ
ー
本
等
）。 

32 

前
掲
注
５
土
屋
氏
論
文
が
鉄
心
斎
文
庫
本
の
こ
の
葉
の
表
現
に
つ
い
て
詳
述

三
九

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



し
て
い
る
。 

33 『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
は
こ
の
用
例
と
し
て
『
大
和
物
語
』
一
六
二

段
を
挙
げ
て
い
る
。『
大
和
物
語
』
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
百
段
の
男
の
歌
を

挙
げ
「
お
な
じ
草
を
忍
ぶ
草
、
忘
れ
草
と
い
へ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
な
む
、
よ

み
た
り
け
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
忍
ぶ
草
と
忘
れ
草
を
同
じ
草
だ
と
認
識

し
て
こ
の
歌
を
解
釈
し
て
い
る
。 

34 

葉
が
細
い
の
で
軒
忍
の
よ
う
に
も
見
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
れ
は
男
の
歌
に
詠
ま
れ
た「
し
の
ぶ
」気
持
ち
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

35 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
「
か
や
（
萱
・
茅
）」
は
、「

（1）
屋
根
を
葺
く
の
に

用
い
る
イ
ネ
科
、カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
大
形
草
本
の
総
称
。
主
と
し
て
ス
ス
キ
、

チ
ガ
ヤ
、ス
ゲ
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
。
茅
根
。
茅
草
。

（2）
す
す
き（
薄
）の
異
名
。」

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
萱
は
、 

歌
語
と
し
て
は
「
刈
萱
」
で
あ
る
。「
ま
め
な

れ
ど
何
ぞ
は
良
け
く
刈
る
萱
の
乱
れ
て
あ
れ
ど

し
け
く
も
な
し
」（『
古
今

和
歌
集
』
一
〇
五
二
）
な
ど
、「
乱
る
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
。

36 

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
「
鼠
草
紙
」
に
も
、
正
体
が
鼠
で
あ
る
男
が

猫
を
見
て
、
髪
を
逆
立
て
て
い
る
表
現
が
あ
る
。 

37 

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
以
下
に
よ
る
。
泉
紀
子
「
八 

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ

ー
図
書
館
本
伊
勢
物
語
絵
本
」（
前
掲
注
１
書
籍
）、片
桐
洋
一
編
『
伊
勢
物
語
・

慶
長
十
三
年
刊
嵯
峨
本
第
一
種
』
解
題
（
泉
書
院
、
一
九
八
一
年
） 

38 

「
春
日
の
里
」
の
物
語
と
鹿
は
本
来
関
係
が
な
い
の
だ
が
、
鹿
が
登
場
す
る
の

は
、「
春
日
」
の
神
の
乗
り
物
と
し
て
鹿
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
と
関
係
す
る
。
そ
し
て
「
春
日
の
里
」
に
鹿
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

鹿
か
ら
秋
が
、
秋
か
ら
紅
葉
が
連
想
さ
れ
、
紅
葉
が
「
春
日
の
里
」
に
も
描

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
千
野
香
織
『
日
本
の
美
術
三
〇
一　

絵
巻 

伊
勢
物
語
絵
』（
至
文
堂
、
一
九
九
一
年
）。「
春
日
の
里
」
本
来
の
季
節
（
春
）

の
景
物
と
し
て
は
、
梅
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

39 

本
図
と
同
様
の
構
図
を
と
る
海
の
見
え
る
杜
本
を
見
る
と
、
桜
の
花
び
ら
が

地
面
に
散
っ
た
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
。
散
っ
た
花
び
ら
を
描
く
絵
も
、

描
か
な
い
絵
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

40 

最
近
、
山
本
登
朗
「
幻
の
伊
勢
物
語
屏
風
─
林
原
美
術
館
蔵
『
池
田
綱
政
筆

伊
勢
物
語
屏
風
メ
ク
リ
四
十
二
枚
』
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
関
西
大
学
国
文
学
』

一
〇
四
、二
〇
二
〇
年
）
に
よ
っ
て
、
標
題
の
メ
ク
リ
の
原
型
が
、
第
二
代
岡

山
藩
主
池
田
綱
政
（
正
徳
四
年
没
）
に
よ
り
金
地
雲
形
部
分
に
和
歌
の
文
字

が
書
き
入
れ
ら
れ
た
伊
勢
物
語
図
屏
風
で
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

41 

儒
教
的
倫
理
観
が
浸
透
し
た
時
代
に
后
で
あ
る
二
条
后
と
業
平
の
恋
愛
譚
が

描
か
れ
る
こ
と
と
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
安
田
篤
生
氏
の
考
察
が
あ
る
。

安
田
「
伊
勢
物
語
絵
に
み
る
「
男
」
と
「
女
」
─
十
七
世
紀
前
半
の
作
例
に

お
け
る
場
面
選
択
に
関
連
し
て
」（
中
村
俊
春
編
『
絵
画
と
私
的
世
界
の
表
象
』

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）

42 

黒
田
泰
三
「
宗
像
大
社
の
「
州
信
」
印
三
十
六
歌
仙
図
扁
額
」（『
美
術
史
』

三
七
巻
二
号
、
一
九
八
八
年
） 

43 
渡
辺
実
「
解
説
」（
前
掲
注
26
渡
辺
氏
校
注
書
籍
） 

引
用
本
文
の
出
典 

『
伊
勢
物
語
』
‥
‥
渡
辺
実
校
注
『
伊
勢
物
語
』
新
潮
日
本
古
典
集
成 

 

（
新
潮
社
、
一
九
七
六
年
） 

四
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



『
竹
馬
集
』
‥
‥
木
藤
才
蔵
編
『
竹
馬
集
』
古
典
文
庫
561 

（
一
九
九
四
年
） 

『
女
郎
花
物
語
』
‥
‥
佐
藤
り
つ
編
『
女
郎
花
物
語　

翻
刻
編
』 

 

古
典
文
庫
282
（
一
九
七
〇
年
） 

『
毛
吹
草
』
‥
‥
竹
内
若
校
訂
『
毛
吹
草
』 

（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
一
年
） 

『
無
言
抄
』
‥
‥
伊
地
知
鐵
男
編
『
連
歌
資
料
集
1
』（
ゆ
ま
に
書
房
、一
九
七
七
年
） 

『
連
珠
合
壁
集
』
‥
‥
木
藤
才
蔵
校
注
『
中
世
の
文
学　

連
歌
論
集
一
』 

 

（
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
五
年
） 

『
崑
山
集
』‥
‥
中
村
俊
定
・
森
川
昭
校
注『
古
典
俳
文
学
大
系
1
貞
門
俳
諧
集
一
』 

 

（
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
） 

『
誹
諧
初
学
抄
』『
は
な
ひ
草
』
‥
‥
小
高
敏
郎
・
森
川
昭
・
乾
弘
幸
『
古
典
俳

文
学
大
系
2
貞
門
俳
諧
集
二
』 
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
） 

『
俳
諧
御
傘
』
‥
‥
赤
羽
学
編
著
『
校
注
俳
諧
御
傘
』 （
福
武
書
店
、
一
九
八
四
年
） 

『
藻
塩
草
』
‥
‥
大
阪
俳
文
学
会
編
『
藻
塩
草　

本
文
編
』

 

（
和
泉
書
院
、
一
九
八
三
年
） 

『
類
船
集
』
‥
‥
般
庵
野
間
光
辰
先
生
甲
華
記
念
会
編
『
俳
諧
類
船
集
』
近
世
文

藝
叢
刊
1 

（
臨
川
書
店
、
一
九
六
九
年
） 

『
易
林
本
節
用
集
』
‥
‥
正
宗
敦
夫
編
『
節
用
集
（
易
林
本
）』
覆
刻
日
本
古
典

全
集 

（
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
七
年
） 

『
天
文
九
年
四
月
梅
宗
牧
両
吟
朝
何
百
韻
注
』‥
‥『
桂
宮
本
叢
書
十
八  

連
歌
一
』

 

（
養
徳
社
、
一
九
五
五
年
） 

書
陵
部
本
『
壁
草
注
』
‥
‥
金
子
金
治
郎
編
『
連
歌
古
注
釈
集
』 

 

（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
） 

『
好
色
一
代
男
』
‥
‥
暉
峻
康
隆
他
『
井
原
西
鶴
集
一
』
日
本
古
典
文
学
全
集
38

 

（
小
学
館
、
一
九
七
一
年
） 

｢

井
筒
」
‥
‥
伊
藤
正
義
校
注
『
謡
曲
集
上
』
新
潮
日
本
古
典
集
成 

 

（
新
潮
社
、
一
九
八
三
年
） 

「
雲
林
院
」
‥
‥
横
道
萬
里
雄
・
表
章
校
注
『
謡
曲
集
上
』
日
本
古
典
文
学
大
系
40

 

（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）

『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』 『
書
陵
部
本
和
歌
知
顕
集
』『
伊
勢
物
語
宗
長
聞
書
』

『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』
‥
‥
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〈
資
料
編
〉』 

 

（
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
） 

『
伊
勢
物
語
歌
之
注
』『
伊
勢
物
語
懐
中
抄
』
‥
‥
片
桐
洋
一
編
『
伊
勢
物
語　

古
注
釈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
』 

（
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
） 

『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』
‥
‥
片
桐
洋
一
・
山
本
登
朗
責
任
編
集
『
伊
勢
物
語
古
注

釈
大
成
一
』 

（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
四
年
） 

『
伊
勢
物
語
宗
印
談
』
‥
‥
片
桐
洋
一
・
山
本
登
朗
責
任
編
集
『
伊
勢
物
語
古
注

釈
大
成
四
』 

（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
） 

『
源
氏
物
語
千
鳥
抄
』
‥
‥
『
源
氏
御
談
義
』
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古

典
叢
書
第
三
期
4 

（
福
武
書
店
、
一
九
八
二
年
） 

『
花
鳥
風
月
』
‥
‥
横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成　

第
三
』 

 

（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
） 

『
め
の
と
の
さ
う
し
』『
身
の
か
た
み
』
‥
‥
『
群
書
類
従
第
二
七
輯　

雑
部
』

 

（
続
群
書
類
従
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
） 

『
女
子
訓
』『
唐
錦
』
‥
‥
『
日
本
教
育
文
庫　

女
訓
篇
』 

 

（
同
文
館
輯
局
、
一
九
一
一
年
） 

『
毛
詩
抄
』
‥
‥
倉
石
武
四
郎
・
小
川
環
樹
校
訂
清
原
宣
賢
『
毛
詩
抄
一
詩
経
』 

四
一

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



 

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
） 

『
毛
詩
』
‥
‥
長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
經
書
集
成
古
注
之
部　

第
一
輯
』 

 

（
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
） 

（
付
記
） 

本
研
究
は
、文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
中
世
の
『
伊
勢
物
語
』

イ
メ
ー
ジ
形
成
に
関
わ
る
「
伊
勢
物
語
絵
」
と
文
芸
の
総
合
的
研
究
」（
平
成
28

〜
31
年
度
、
研
究
代
表
者
：
亀
井
若
菜
、
研
究
分
担
者
：
安
達
敬
子
）、
お
よ
び

亀
井
が
滋
賀
県
立
大
学
の
在
外
研
修
（
研
究
課
題
「
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
及
び
ア

メ
リ
カ
の
美
術
館
に
お
け
る
日
本
の
物
語
絵
画
の
研
究
」、
二
〇
一
六
年
度
）
の

助
成
を
受
け
て
行
っ
た
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会
（
二
〇
一
九
年
十
一

月
十
六
日
、
大
阪
市
立
大
学
）、
お
よ
び
関
西
軍
記
物
語
研
究
会
第
九
十
七
回
例

会
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
二
日
、
同
志
社
大
学
）
に
お
い
て
発
表
し
、
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

本
研
究
で
取
り
上
げ
た
作
品
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
の
日
本
美
術
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
氏
、
ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
大
学
教
授
メ
リ
ッ
サ
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
氏
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー

図
書
館
、
大
英
図
書
館
、
大
英
博
物
館
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
出
光

美
術
館
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

に
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
二
〇
二
〇
年
十
月
一
日
受
理
）

（
あ
だ
ち　

け
い
こ　

京
都
府
立
大
学
教
授
） 

（
か
め
い　

わ
か
な　

滋
賀
県
立
大
学
教
授
）  

四
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



四
三

メ
ト
ロ
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リ
タ
ン
美
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―
二
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・
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ぐ
る
文
芸
・
注
釈
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絵
画
―



（右隻） 図１　伊勢物語図屏風　メトロポリタン美術館蔵

（右隻） 図２　章段・場面の配置

１ 春日の里

4 西の対
27 盥の影

17 年に稀なる人

9 宇津の山

3 ひじき藻

9 富士の山

53
 逢ひがたき女

101
 あやしき

藤の花

図 3　春日の里図 4　緑衫の衣図 5　初紅葉

＊図２以下メトロポリタン本を掲載する場合は、作品名は記さず、章段名のみを記すこととする。
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（左隻）

（左隻）

９ 八橋

100 忘れ草

23 筒井筒

51 前栽の菊

14 くだかけ

96 初紅葉

41 緑衫の袍

23 河内越え

図 6　河内越え

図 7　西の対
四
五

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
﹁
伊
勢
物
語
図
屏
風
﹂
に
つ
い
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二
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ぐ
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画
―



図 8　土佐光茂
　　　桑実寺縁起絵巻

　　　桑実寺蔵

図 9　土佐光吉
　　　源氏物語画帖

　　　京都国立博物館蔵

図 10　住吉如慶
　　　伊勢物語画帖
　　　大英博物館

図 11　狩野元信
　　　酒伝童子絵巻

　　　サントリー美術館蔵

図 12　伝狩野永徳
　　　源氏物語図屏風

　　　宮内庁三の丸尚蔵館蔵

図 13　狩野光信
　　　三十六歌仙扁額

　　　高台寺蔵

図 14　小野家本
　　　　前栽の菊

図 15　サントリー本
　　　前栽の菊

図 16　嵯峨本
　　　 前栽の菊

図 17　前栽の菊図 18　ＣＢ本 前栽の菊
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図 19　小野家本
　　　  緑衫の袍図 20　サントリー本

　　　　緑衫の袍
図 21　嵯峨本
　　　 緑衫の袍

図 22　緑衫の袍図 23　ＣＢ本 緑衫の袍

図 27　上瑠璃 第４巻
MOA 美術館蔵

図 26　上瑠璃 第４巻
MOA 美術館蔵

四
七

メ
ト
ロ
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リ
タ
ン
美
術
館
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伊
勢
物
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図
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い
て
　
―
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（右隻） 図 25　二条后と有常女に関わる場面

１ 春日の里
有常女

4 西の対
二条后27 盥の影

二条后

17 年に稀なる人
有常女

9 宇津の山
（二条后）

3 ひじき藻
二条后

53
 逢ひがたき女

二条后

（右隻） 図 24　場面の配置と季節

１ 春日の里
春

4 西の対
春27 盥の影

春

17 年に稀なる人
春

9 宇津の山
夏

3 ひじき藻
春

9 富士の山
夏

53
 逢ひがたき女

夏101
 あやしき

藤の花
春

秋 夏 春冬

有常女二条后

1 春日の里　有常女姉妹が登場
（男が姉妹に恋文を贈る）

図 28　有常女姉妹が登場する場面の関係

41 緑衫の袍　有常女の妹が登場
（身分の低い夫の袍を、手づから洗い張りする）

23 河内越え
（別の女のところへ行く夫を案じて有常女が歌を詠む）

春日の里

緑衫の袍

河内越え 
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（左隻）

９ 八橋
二条后

100 忘れ草
二条后

23 筒井筒
有常女

51 前栽の菊
二条后

（有常女か）

14 くだかけ
二条后

96 初紅葉
二条后

41 緑衫の袍
有常女

23 河内越え
有常女

（左隻）

９ 八橋
夏

100 忘れ草
夏

23 筒井筒
夏

51 前栽の菊
秋

14 くだかけ
秋

96 初紅葉
秋

41 緑衫の袍
冬

23 河内越え
秋

四
九

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
﹁
伊
勢
物
語
図
屏
風
﹂
に
つ
い
て
　
―
二
条
后
・
有
常
女
を
め
ぐ
る
文
芸
・
注
釈
と
絵
画
―



図 29　西の対

図 31　西の対
図 30　CB 本　西の対

図 32　右隻
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図 33　盥の影

図 35　盥の影 図 34　盥の影

図 36　大英図書館本　盥の影図 37　サントリー本　盥の影

五
一

メ
ト
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タ
ン
美
術
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蔵
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図 45　逢ひがたき女

図 47　大英図書館本
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図 56　忘れ草
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図 60　忘れ草萱草
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図 74　春日の里 図 73　春日の里
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図 88　前栽の菊
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図 94　あやしき藤の花
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